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●

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ

●

新
し
き
世
界

へ
　
６
０
９
号

昭
和
６３
年

（１
９
８
８
年
）
２
月
号

■
本
誌
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
／
　
今
号

一
部
五
〇
〇
円

（送
料
共
）

輯

一

″無
知
な
る
者
の
セ
ン
タ
ー
ク
の
意
味
。

無
双
原
理
と
正
食
の
運
動
を
す
る
セ
ン

タ
ー
。
第
二
次
大
戦
後
、
桜
沢
先
生
が

青
年
教
育
の
家
を

″Ｍ
Ｉ
″
　
ζ
”
一８
５

【■
９

，
３
５

と
命
名
。
こ
ざ
か
し
い
知

恵
を
す
て
、
無
知
、
バ
カ
で
あ
る
こ
と
に

徹
底
し
た
も
の
が
真
の
幸
福
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
う
わ
け
ｃ

Ｇ

・
０

（
ジ
ー
オ
Ｉ
Ｔ
あ
８
品
８
　
ｏ
Ｔ

総
１
”

（
ジ
ョ
ル
ジ

ュ
・
オ
ー
サ
ワ
、

英
語
な
ら
ジ

ョ
ー
ジ
）
桜
沢
如

一
先
生

の
外
国
で
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
。
如

一
を
ジ

ョ
ー
ジ
に
あ
て
た
も
の
。

Ｐ
Ｕ

（ピ
ー
ユ
ー
）
…
…

ｒ
ｏ
「
う
一８
一罵

⊂
ュ
Ｏ
ｃ
ｏ
　
（
ル

・
プ
ラ
ン
シ
ッ
プ

・
ユ

ニ
ッ
ク
）
た
だ

一
つ
の
原
理
、
無
双
原

理
の
こ
と
。
宇
宙
を

つ
ら
ぬ
く
根
本
法

則
の
こ
と
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
…
…

３
８

３ヽ
δ
ｌ

〓
ｆ
■

フ
ラ
ン
ス
語
）、
英
語
で
は
マ
ク

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
Ｂ
”
ｏ
「ｏ
ｇ
ｏ
おお
∽、形
″

容
詞
は

ヨ
８
８
σ
一ｏ
一お

マ
ク
ロ
バ
イ
オ

テ
ィ
ッ
ク
。
元
の
意
味
は

「
長
生
術
、

長
生
き
法
」
だ
が
、
桜
沢
先
生
の
提
唱

に
よ
る
正
食
法
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
。
宇
宙
の
秩
序
、
法
則
に
の
っ
と

っ

た
人
生
の
道
の
こ
と
。
大
自
然
と
と
も

に
生
き
る
生
活
法
。

陰
性

・
陽
性
…
…
あ
ら
ゆ
る
物

の
性
質
を

二
つ
に
分
け
て
、
遠
心

・
拡
散

・
寒
冷

・
カ
リ
ウ
ム
の
多
い
も
の
を
陰
性
（
▽
）

と
呼
び
、
求
心

・
収
縮

・
暖
熱

・
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
多
い
も
の
を
陽
性

（
△
）
と

呼
ぶ
。

● 食養料理教室リマクッキング・アカデミー春期開講中です。ノ

● 食養料理集中講座は2月 20日 l■l、 21日 (日 )。 申込み受付中 .′

● 正食医学講座③は2月 6、 7日 、④は3月 5、 6日 です。
● 新企画「正食医学講座 0実技編」①は2月 27日、2α日)日 です。

講師は大森―慈先生。

●表紙写真撮影/月 原 淳 ■日本C:協会は毎週木曜休業です。

■本誌および日本Ol協会のすべての刊行物、桜沢如一、桜沢里真の著作物の内容の全部または一部の、あらゆる形式による
複製は、当協会の文書による承認を必要とします。 (た だし、論文中での正常な範囲の引用は、出典、発行所を明記されれ
は、かまいません。転載のお申し込みは歓迎いたします)

ま
ず
試
し
て
み
よ
う
ノ

マ
ク

ロ
ビ

オ

テ

ィ

ッ
ク

・
ニ

ュ
ー

ス
…
…

…

…

…

…

５

熊
本
で
料
理
教
室
開
く
／
協
会
あ
て
の
年
賀
状
か
ら
／
も
ち
つ
き
で
新
年
を

祝
う
／
工
川
和
尚
逝
く
／
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！

「食
養
お
せ
ち
料
理
」

マ
ク

ロ
ビ

オ

テ

ィ

ッ
ク

西

。
東

（３
）

中
国
を
訪
ね
て
／
鶴
島
ツ
ユ
子

タ
イ
ラ
ン
ド
紀
行

Ｔ
）／
浮
津
宏
子

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
山
中
で
自
給
開
拓
を
／
パ
ン
ダ
ロ
ー
サ
洋
子

講

師

紹

介

…

…

…

…

…

…

…

・化

大
森

一
慧

（正
食
医
学
講
座
。実
技
編
、育
児
勉
強
会
、育
児
。家
庭
相
談
）

加
藤
大
季

（家
庭
の
食
養
手
当
法
、
食
養
な
ん
で
も
相
談
、
食
養
こ
ん
だ

ん
会
、
母
と
子
の
食
養
入
門
講
座
）

砂
糖
―
―
心
ま
で
と
か
す
も
の
／
村
元
　
騰
…
…
…
…
１６

砂
糖
は
中
毒
、
骨
を
と
か
す
、
エ
ス
キ
モ
ー
が
病
気
、
ガ
ブ
飲
み
で
カ
ル
シ

ウ
ム
欠
、
砂
糖
は
有
害
な
だ
け
、
砂
糖
は
性
欲
鎮
静
剤
、
脳
病
と
砂
糖
、
脳

を
働
か
す
も
の
、
天
才
に
異
常
者
、
ア
ス
ピ
リ
ン
も
発
ガ
ン
性

害
に
な
る
食
べ
方
と
は
／
大
森
英
桜
…
…
…
…
…
…
２５

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
熱
、
「何
で
も
治
る
」
か

，
　
一呈
乳
で
や
ら
れ
る
、
ニ
ン
二

ク
で
脳
軟
化
、
栽
培
の
朝
鮮
人
参
は
？
　
朝
鮮
人
参
で
失
敗
、
未
熟
と
完
熟

２
月
の
食
養
料
理
／
桜
沢
里
真

お
産
と
育
児
３
）
／
山
西
み
な
子

む
そ
う
と
う

36

各
地
の
イ
ベ
ン
ト
紹
介

1032 30
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④ 沸騰 したお湯を金 ダライに

入れ、 しょうがの袋 を入れ、

汁 を出 し、タオル をひた し、

やや固めにしばる

③ タオル2枚を折る

⑤ 患部をタオルで蒸 し、その上を

バスタオルでおおう

⑥ しようが湯が冷めたら電熱器で

温めるが、沸騰 させてはいけない

① しょうが150グ ラムをおろし ② 三角の袋または布に入れて

口をゴムバン ドでしばる

●
食
養
手
当
法

の
中

で
も
基
本
中

の
基

●
Ｆ
Ｆ
・
　
本
、

「
し
ょ
う
が
シ

ッ
プ
」
を
実
習
し

ま

し

ょ

う

。

用
意
す
る
も
の
／
し
ょ
う
が

（
蜘

９
く

ら

い
）、
布

の
袋

（ま
た
は

ハ
ン
カ
チ
大

の
布

）
、
お
ろ
し
金
、
タ
オ

ル
手
拭

い

（２
枚
ま
た
は
４
枚
）、
金
ダ
ラ
イ

（ま

た
は
ボ
ウ

ル
）
、
割
り
ば
し
、
電
熱
器

（ま
た
は
ガ
ス
器
具

で
代
用
）
、
バ
ス

タ
オ

ル

（１
枚
）

一肩
が
こ
る
と
か
、
筋
が
痛

い
と
か
、

腎
臓
、
胃
腸
な
ど
患
部

の
上
に
シ

ッ
プ

し
ま
す
。
タ
オ

ル
が
冷
え
た
ら
別

の
タ

オ

ル
で
ま
た
シ

ッ
プ
し
ま
す
。
足

の
冷

え
や
水
虫
に
は
、
バ
ケ

ツ
に
し
ょ
う
が

湯
を
作
り
、
足
を
入
れ
ま
す
。

「
し
ょ

う
が

シ

ッ
プ
」
は
指
圧
や

マ
ッ
サ
ー
ジ

以
上

の
効
果
が
あ
る
の
で
、
み
ん
な
び

つ
く
り
し
ま
す
。
慣
れ
た
ら
、
仲
間
を

集
め
て
実
習
会
を
開
き
ま
し
ょ
う
。
会

を
開

い
た
ら
本
誌
ま

で
知
ら
せ
て
く
だ

さ

い
。

●
こ
の
図

の
入

っ
た

「
正
食
医
学

の
救

急
手
当
」

（２６
セ
ン
チ

×
５０
セ
ン
チ
、

カ
ラ
ー
）
は
１
枚

躙
円

（送
料

１２０
円
）

で
す
。

まず、試してみよう

-4-



%∞×氷マクロビオティック・ニュース×8XЖ

熊
本
で
料
理
教
室
開
く

１１
月
２９
日
、
熊
本
市
の
青
年
会
館
で
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
教
室
が
開
か
れ
ま
し

た
。

（熊
本
陰
陽
会
主
催
）
参
加
者
は
男
性

４
人
、
女
性
３７
人
で
し
た
。
講
師
は
リ
マ
ク

ッ
キ
ン
グ
師
範
の
川
上
祐
喜
子
先
生

（夫
君

は
鹿
児
島
で
三
年
番
茶
を
製
造
し
て
い
る
寛

継
さ
ん
）。
参
加
の
方
々
は

一
応
、
陰
陽
と
は

何
か
を
知

っ
て
お
ら
れ
る
と
い
う
の
で
、
さ

っ
そ
く
実
習
に
入
り
ま
し
た
。

献
立
は
、
豆
腐
の
け
ん
ち
ん
蒸
し
、雑
煮
、

昆
布
巻
き
、
運
根
の
う
な
ぎ
も
ど
き
、
菊
水

巻
き
、
だ
て
巻
き
、
コ
ー
フ
ー
か
ま
ば
こ
、

ク
リ
ス
マ
ス

・
オ
ー
プ
ン
サ
ン
ド
で
、
各
テ

ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
作
り
は
じ
め
、
特
に
、

う
な
ぎ
も
ど
き
の
班
で
は
、
何
人
も
の
方
が
、

う
な
ぎ
の
形
づ
く
り
に
苦
心
し
て
、
個
性
の

あ
る

（？
）
う
な
ぎ
も
ど
き
が
何
匹
も
生
ま

れ
、
に
ぎ
や
か
な
こ
と
―
　
オ
ー
プ
ン
サ
ン

ド
の
ク
リ
ー
ム
は

「
ラ
イ
ス
ク
リ
ー
ム
只
オ

ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
の
製
品
で
、
初
め
て
見
た

と
い
う
人
が
ほ
と
ん
ど
）
で
、
先
生
の
あ
で

や
か
な
手
つ
き
で
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
み
た

い
に
出
来
、
そ
の
上
に
レ
ー
ズ
ン
と
ミ
カ
ン

が
飾
ら
れ
ま
す
。
菊
水
巻
き
の
班
で
は
、
大

根
の
か
つ
ら
む
き
に
苦
労
さ
れ
ま
し
た
。

約
３
時
間
の
奮
戦
の
あ
と
、
待
ち
に
待

っ

た
試
食
と
な
り
、
お
い
し
さ
に
、
つ
い

「
カ

メ
ョ
、
カ
メ
ョ
」
も
忘
れ
て
早
食

い
す
る
し

ま
つ
で
す
。
そ
の
後
、
自
己
紹
介
と
感
想
を

語
り
合

い
ま
し
た
。

①
　
食
養
を
始
め
て
８
年
目
、
料
理
も

マ
ン

ネ
リ
と
な
り
、
豆
腐
料
理
と
い
え
ば
揚
げ
出

し
だ
け
だ

っ
た
が
、
今
日
の

「
け
ん
ち
ん
蒸

し
」
は
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

（中
年
の
女
性
）

②
　
雑
煮
は
エ
ビ
を
入
れ
な
か

っ
た
ら
家
族

の
者
が
食
べ
て
く
れ
な
か

っ
た
が
、
今
日
の

よ
う
に
作
れ
ば
、
野
菜
だ
け
で
も
食
べ
て
く

れ
る
は
ず
で
す
。

（年
輩
の
方
）

③
　
ど
ん
な
に
本
で
勉
強
し
て
も
、
味
と
い

う
点
で
は
、
実
際
の
料
理
教
室
で
な
い
と
分

か
ら
な
い
。

（男
性
）

④
　
料
理
の
合
間
に
川
上
先
生
に
蓮
根
湯
を

作

っ
て
も
ら

っ
て
、
の
ど
が
す

っ
き
り
し
た
。

（男
性
）
な
ど
、
活
発
に
話
が
出
ま
し
た
。

最
後
に
料
理
の
ビ
デ
オ
の
試
写
と
、
川
上

先
生
の

「
コ
ー
フ
ー
か
ま
ぼ
こ
づ
く
り
」
を

見
学
し
、
次
の
機
会
を
期
待
し
て
散
会
し
ま

し
た
。
お
世
話
く
だ
さ
い
ま
し
た

「天
粧
」

の
福
山
さ
ん
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

（満

永
浩

一
＝
熊
本
県
荒
尾
市
＝
本
誌
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
通
信
員
）

協
会
あ

て
の

年
賀
状
か
ら

ヽ
ヽ
ア
ヘ
く
ヽ
ヽ
ｃ
ゝ
Ｆ

，
お
　ヽ
ｏ
シ

「
い
ｏ
０ヽ
”
　
①ヽ
≧
で
ヽ
も
　
ヽ
ヽ
ｃ
ヽ
ヽ
γ

▲南瓜の裏ごしを説明する川上祐喜子先生
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日
伊
両
国
の
伝
統
文
化
を
両
国
民
に
正
し

く
伝
え
る
た
め
、
本
年
も
昨
年
以
上
に
、
皆

様
方
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
推
進
し
て
行
き

た
い
と
張
り
切

っ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
　
元
旦

ぺ
ら
ん
ど
ら
　
か
る
ろ
（龍
ケ
崎
市
）

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
九
八
八
年
、
八
八
と
末
広
が
り
の
好
き
な

数
字
が
並
び
ま
し
た
。
八
十
八
と
書
け
ば
米

に
も
な
り
ま
す
。
今
年
も
玄
米
を
し

っ
か
り

食
べ
て
末
広
が
り
に
な
る
よ
う
心
が
け
な
さ

い
と
い
う
事
で
し
ょ
う
。

一
九
八
八
年
　
一九
旦

奈
良
達
雄
・幸
子

（小
平
市
）

謹
賀
新
年

８８
年
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
陰
と
陽
の
バ
ラ
ン
ス

８８
年
は
、
８
を
横
に
な
ら
べ
る
と
　
∞
×
∞

（無
限
×
無
限
）
の
年
　
心
と
体
の
陰
と
陽

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、　
∞

（無
限
）
の
幸
せ

が
皆
様
に
訪
れ
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
御
祈
り

し
て
お
り
ま
す
。

大
塚
晃
志
郎
（東
京
都
）

世
界
各
国
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
チ
ッ
ク
運
動
は
、

そ
の
皮
相
的
な
恰
好
の
よ
い
、
綺
麗
ご
と
、

素
晴
ら
し
い
こ
と
ず
く
め
の
情
報
・宣
伝
と
は

裏
腹
に
、
真
の
リ
ー
ダ
ー
不
在
の
、
ブ
レ
ー

キ
の
利
か
な
い
暴
走
車
と
同
様
、
情
報
洪
水

の
中
で
方
向
を
見
失
い
、
同
時
に
極
度
に
変

質

・
形
骸
化
し
つ
つ
あ
る
の
が
実
情
で
、
も

は
や
こ
れ
を
隠
蔽
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。こ

れ
は
す
で
に
私
共
の
昨
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
四
か
国
に
お
け
る
セ
ミ
ナ
リ
オ
に
よ

っ
て

確
認
さ
れ
た
ユ
ー
ロ

・
ア
メ
リ
ヵ
ン

・
マ
ク

ロ
ビ
オ
チ
ッ
ク
運
動
の
見
か
け
倒
し
の
由
々

し
き
行
詰
り
と
、
こ
れ
を
知
ら
な
い
た
め
に

国
際
的
影
響
力

（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）
を
失

っ
て
行
く
日
本
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
チ
ッ
ク
運
動

の
低
迷
と
を
併
せ
て
再
確
認
さ
せ
ら
れ
た
も

の
で
、
連
帯
責
任
の
重
大
さ
を
日
増
に
痛
感

さ
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

波
乱
、
浮
沈
、
多
難
の
激
し
い

一
九
八
八

年
を
迎
え
て
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｕ
の
深
化
発
展
に

余
命
の
全
力
集
中
を
期
す
る
の
み
で
あ
り
ま

す
。

一
九
八
八
年
　
一九
旦

菊
池
富
美
雄
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
）

ゴ

・
タ
ン
・
ニ
ャ
ン

（ホ
ー
チ
ミ
ン
市
）、

解
脱
会

（新
宿
区
）、
日
本
薬
草
開
発
協
会

（大
分
市
）
、
笛
木
醤
油
株
式
会
社

（埼
玉

県
）
、
合
気
道
マ
ガ
ジ
ン

（新
宿
区
）
、
松

永
早
穂
理

（富
士
宮
市
）
、
竹
内
博
子

（川

崎
市
）
、
大
河
恵
子

（松
山
市
）
、
中
井
具

智
子

（京
都
市
）、
金
野
玉
依

（鹿
児
島
市
）

繁
田
湾
徳

（岡
山
県
）
、
釣
谷
美
代
子

（三

鷹
市
）
、
浜
谷
百
里

（富
山
市
）
、
イ
エ
ロ

―

・
ツ
ー

・
カ
ン
パ
ニ
ー

（渋
谷
区
）
、
酒

井
須
三
子

（長
野
市
）
、
石
沢
文
規

（シ
ド

ニ
ー
市
）
、
武
蔵
野
そ
ば
処

（中
野
区
）
、

藤
原
洋
子

（倉
敷
市
）
、
新
井
文
雄

（松
戸

市
）
、
み
な
と

（中
央
区
）
、
西
垣
内
堅
佑

（港
区
）
、
松
村
美
代
子

（京
都
市
）
、
曽

根
節
子

（板
橋
区
）
、
日
本
教
文
社
第
二
編

集
部

（港
区
）
、
岩
品
安
柳

（盛
岡
市
）
、

日
貿
出
版
社

（千
代
田
区
）
、
柳
澤
陶
器
店

（杉
並
区
）
、
佐
藤
高
史

（高
崎
市
）
、
小

塚
晃
平

（京
都
市
）
、
フ
ィ
リ
ッ
プ

・
ジ
ャ

ネ
ッ
タ

（大
田
区
）
、
高
田
満
穂

（小
金
井

市
）
、
風
戸
喜
枝
子

（千
葉
市
）
、
た
か
は

じ
べ
ん

（川
越
市
）
、
菅
本
ふ
じ
子

（松
山

市
）
、
久
司
正
夫

（保
谷
市
）
、
正
食
協
会

（大
阪
市
）
、
長
尾
周
平

（二
重
県
）
、
寺

山
心

一
翁

（杉
並
区
）、
林
幾
子

（八
潮
市
）

玄
米
正
食
食
糧
社

・
田
畑
組

（大
田
区
）
、

吉
川
恒
雄

（渋
谷
区
）、
山
口
屋

（渋
谷
区
）

グ
リ
ー
ン
・
ラ
イ
ト

・
サ
ー
ビ
ス

（目
黒
区
）

ア
イ
ラ
ン
ド

・
ジ
ャ
ッ
プ

（大
阪
市
）
、
菩

提
樹

（港
区
）
、
川
上
寛
継

（大
国
市
）
、

は
じ
め
健
康
食
品
店

（武
蔵
野
市
）
、
後
藤

光
男

（渋
谷
区
）
、
興
和
プ
リ
ン
ト

（千
代

田
区
）
、
片
岡
達
則

（町
田
市
）
、
金
城
安

江

（那
覇
市
）
、
松
田
紘
明

（茅
野
市
）
、

加
藤
知
恵
子

（桐
生
市
）
、
松
永
恭
枝

（旭

川
市
）
、
自
然
食
品
セ
ン
タ
ー
本
店

（渋
谷

区
）
、
平
井
英
次

（岡
崎
市
）
、
田
代
治
子

（川
崎
市
）
、
東
樹
社

（台
東
区
）
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

（江
東
区
）
、
榎
本
明

子

（相
模
原
市
）、
あ
な
た
と
健
康
社

（世
田

谷
区
）
、
サ
カ
エ
ヤ
文
具

（渋
谷
区
）
、
大

山
純

一
郎

（鹿
児
島
県
）
、
野
沢
幸
弘

（宇

都
宮
市
）
、
新
泉
社

（文
京
区
）
、
新
堀
展

也

（野
田
市
）、
ヤ
マ
ネ
カ
メ
ラ

（渋
谷
区
）

新
国
民
社

（大
田
区
）
、
光
和
食
品
株
式
会

社

（千
代
田
区
）
、
日
本
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

医
学
協
会

（新
宿
区
）
、
三
宅
博
己

（伊
那

市
）
、
五
罵
久
男

（保
谷
市
）
、
井
熊
よ
し

子

（長
野
県
）
、
満
永
浩

一
（熊
本
県
）
、

円
山
雅
章

（世
田
谷
区
）
、
自
泉
社

（豊
島

区
）
、
鳥
居
知
弘

（神
奈
川
県
）
、
婦
女
界

出
版
社

（千
代
田
区
）
、
サ
ニ
ー
健
康
食
品

（福
岡
市
）、
サ
ロ
ン
十
和
田

（十
和
田
市
）

形
岡
養
謙

（三
鷹
市
）
、
斉
藤
晃

一
（京
都

市
）
、
大
森
伊
太
郎

（京
都
市
）
、
上
原
百

清

（那
覇
市
）
、
内
山
英
郎

（札
幌
市
）
、

萩
原
敏
子

（広
島
県
）
、
富
士
ひ
さ
の

（品

川
区
）
、
養
沢
セ
ン
タ
ー

（五
日
市
町
）
、

胸
和
興

（箕
面
市
）
、
酢
屋
茂
商
店

（長
野

県
）
、
須
藤
孝
二

（桐
生
市
）
、
渡
辺
京
子

（狛
江
市
）
、
大
橋
自
然
食

（川
越
市
）
、

中
田
敬
子

（岡
山
市
）
、
島
村
春
徳

（蓮
田

市
）
、
地
湧
社

（千
代
田
区
）
、
大
内
保
子

（清
水
市
）
、
高
橋
朋
Ｆ

（渋
谷
区
）
、
山

岸
義
子

（江
戸
川
区
）、
高
橋
徹

（練
馬
区
）

内
田
富
美
子

（川
崎
市
）
、
田
中
辰
幸

（八

代
市
）
、
若
山
節
仔

（渋
谷
区
）
、
武
藤
政

雄

（岩
手
県
）
、
矢
島
裕
雄
希

ほ
か
多
数
。
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マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク

洞
雲
禅
寺
第
十
八
代

「新
年

の
集

い
」
開
く

玉
川
泰
客
大
和
尚
示
寂

長
ら
く
日
本
Ｃ
Ｉ
の
行
事
の
会
場
を
お
世

話
い
た
だ
き
、
桜
沢
如

一
先
生
の
葬
儀
を
営

ま
れ
た
池
袋
の
洞
雲
寺
住
職
、
玉
川
泰
客
大

和
尚
が
昨
年
十
二
月
二
十
二
日
、
示
寂
さ
れ

ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

密
葬
は
十
二
月
二
十
五
日
に
行
な
わ
れ
、
本

葬
は
二
月
五
日
午
後

一
時
よ
り
同
寺
に
て
。

〒
‐７‐
　
豊
島
区
池
袋
三
―

一
六
〇
五
　
電
話

０３

・
９
７
１

・
２
３
７
４

大
和
尚
は
昭
和
二
十

一
年
、
桜
沢
先
生
の

『無
双
原
理

・
易
』
を
読
ま
れ
、
以
来
、
無

双
原
理
、
正
食
と
の
縁
を
結
ば
れ
た
。
本
誌

に
も
昭
和
五
十
四
年

一
月
号
に

「無
双
原
理

は
禅
」
と
題
し
て
寄
稿

い
た
だ

い
た
。

昨
年
十
月
二
十
四
日
、
日
自
、
椿
山
荘
で

の

「桜
沢
先
生
記
念
祭

・
リ
マ
ビ
デ
オ
完
成

祝
賀
会
」
に
も
元
気
に
出
席
さ
れ
た
。
左
は

桜
沢
里
真
会
長
と
サ
ロ
ン
で
の
ス
ナ

ッ
プ
。

１
月
１５
日
、
成
人
の
日
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

本
部
で

「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
新
年
の
集

い
」
が
開
か
れ
、
都
内
近
郊
だ
け
で
な
く
、

石
川
県
、
山
梨
県
か
ら
来
ら
れ
た
方
を
含
め

７０
名
で
新
年
を
祝

い
ま
し
た
。

ま
ず
、〈
バ
館
前
で
玄
米
餅
を
三
自
つ
き
、
か

＞
元
気
に
挨
拶
す
る
桜
沢
里
真
会
長
。

ら
み
餅
で
頂
き
ま
し
た
。
桜
沢
里
真
会
長
、

牛
尾
盛
保
副
会
長
、
田
中
波
留
子
オ
ー
サ
ワ

ジ
ャ
パ
ン
社
長
が
次
々
に
挨
拶
し
、
世
田
谷

の
島
田
農
園
ご
主
人
を
は
じ
め
参
会
の
方
々

が
お
話
を
さ
れ
、
今
年
７
月
末
の
ア
メ
リ
カ

ツ
ア
ー
の
参
考
ス
ラ
イ
ド
が
映
さ
れ
た
。

＞

玄
米
の
お
餅
を
ツ
イ
タ
ヨ
／

大
森
英
桜
先
生
熊
本
講
演
会

日
時
／
２
月
Ｈ
日

（本

。
祝
）
１０
時
～
１７
時

会
場
／
碩
台
公
民
館

（熊
本
市
井
川
淵
町
４

の
１
　
８
０
９
６

・
３
４
５

・
４
９
０
０

藤
崎
八
幡
宮
北
と
な
り
）

会
費
／
３
千
円
　
テ
ー
マ
／
食
物
の
陰
陽
、

体
質
と
症
状
の
陰
陽
、
正
食
に
よ
る
体
の
調

整
法
　
共
催
／
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
、
熊
本
陰
陽

会

（
８
冗
一２
一一里
茜
田
三
福
山
健

一
郎
）

-7-



有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〃

同
国

お
せ
ち
料
理

レ
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
料
理
部
が
初
め
て
の
試
み

で
昨
年
末
、
食
養
お
せ
ち
料
理
の
注
文
を
受

け
た
と
こ
ろ
、
限
定
５０
セ
ッ
ト
が

一
週
間
で

予
約
締
め
切
り
に
な
り
ま
し
た
。
桜
沢
里
真

先
生
の

『リ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ
』
の
お
せ
ち
料

理
献
立
に
の
っ
と

っ
て
、
主
任
の
吉
成
先
生

以
下
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
料
理
師
範
の

方
々
な
ど
多
く
の
人
々
が
力
を
合
わ
せ
て
、

‐２
月
３０
日
午
後
５
時
の
１０
分
前
に
完
成
。
約

束
の
お
引
き
渡
し
が
で
き
ま
し
た
。

動
物
性

一
切
な
し
、
砂
糖
な
ど

一
切
な
し

の
ユ
ニ
ー
ク
な

「お
せ
ち
」
で
し
た
。
ご
意

見
の

一
部
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
ご

批
判
な
ど
を
も

っ
と
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

■
お
せ
ち
料
理
献
立

コ
ー
フ
ー
カ
ツ
、
焼
き
コ
ー
フ
ー
、
日
光
湯

葉
煮
付
け
、
生
妹
揚
げ
煮
、
蓮
根
印
籠
、
蓮

根
ボ
ー
ル
、
筑
前
煮
、
里
芋
煮
じ
め
、
蒟
蒻

炒
り
煮
、
昆
布
巻
き
、
ひ
じ
き
信
田
巻
き
、

擬
製
豆
腐
、
柚
子
釜
、
牛
芳
丸
煮
、
開
き
牛

芳
、
百
合
根
の
か
ら
揚
げ
煮
、
大
和
芋
磯
巻

き
、
菜
の
花
辛
子
和
え
、
菊
花
か
ぶ
、
酢
蓮
、

な
ま
す
、
栗
き
ん
と
ん
、
黒
豆
、
自
隠
元
、

小
倉
寄
せ
、
南
瓜
羹
、
キ
ャ
ベ
ツ
巻
き
、
梅

花
人
参
、
松
葉
銀
杏
、
結
び
昆
布

■
料
理
ス
タ
ッ
フ
／
吉
成
知
江
子

（主
任
）、

植
田
冨
く
子
、
尾
形
瀧
子
、
菅
野
ち
づ
子
、

宗
田
淑
子
、
曽
根
節
子
、
辻
映
三
子
、
土
井

唯
照
、
平
井
俊
子
、
真
砂
二
郎
　
盛
付
け
協

力
／
下
地
敏
文
、
伊
藤
の
り
子
　
製
作
協
力

／
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
本
部
ス
タ
ッ
フ
　
企
画
／

橋
本
亜
生
子

■
購
入
さ
れ
た
方
々
か
ら
の
感
想
、
ご
意
見

○
食
べ
る
楽
し
み
と
い
う
よ
り
は
勉
強
の
た

め
と
思

い
、
購
入
し
ま
し
た
。
食
養
の
お
せ

ち
と
は
ど
ん
な
も
の
か
な
と
、
そ
の
日
の
う

ち
試
食
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
あ
け
て
び

っ

く
り
し
ま
し
た
。
も
の
す
ご

い
種
類
の
数
。

色
ど
り
も
と
て
も
よ
く
、
食
べ
て
み
て
本
当

に
感
激
し
ま
し
た
。
よ
う
か
ん
の
と
ろ
け
る

よ
う
な
舌
ざ
わ
り
、
豆
も
種
類
に
よ

っ
て
や

わ
ら
か
さ
、
塩
か
げ
ん
が
違
う
こ
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
味
を
生
か
し
た
味

つ
け
に
感
動

し
ま
し
た
。
友
人
に
も
お
す
そ
わ
け
し
ま
し

た
ら
、
来
年
は
注
文
し
て
く
れ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ま
御
苦
労
さ

ま
で
し
た
。
良

い
企
画
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い

ま
し
た
。
　

　

　

　

（
田
無
市

。
Ｓ
さ
ん
）

○
今
年
は
出
産
を
目
前
に
し
て
、
自
分
で
い

ろ
い
ろ
作
れ
な

い
だ
ろ
う
と
思
い
、
注
文
し

ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し

た
。
見
た
目
も
美
し
く
、
ま
た
、
安
心
し
て

食
べ
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
な
の
で
、
良

い
年

初
め
の
食
事
が
摂
れ
ま
し
た
。

（特
に
子
供

-8-



も
主
人
も
喜
ん
だ
も
の
）
筑
前
煮
、

コ
ー
フ

ー
カ
ツ
、
擬
製
豆
腐

（も

っ
と
多
く
ほ
し
か

っ
た
も
の
）
蓮
根
ボ
ー
ル
、
ひ
じ
き
信
田
巻

き

（あ
ま
り
美
味
し
く
な

い
）
梅
花
人
参
、

焼
き
コ
ー
フ
ー
。
　

（高
崎
市

・
Ｂ
さ
ん
）

○
料
理
を

つ
く

っ
て
下
さ

っ
た
人
々
の
愛
情

を
し
み
じ
み
感
じ
た
。
元
旦
、
皆
さ
ん
に
喜

ん
で
も
ら

っ
た
。
正
食
を
知
ら
な
い
人
々
は

ア
マ
ミ
不
足
と
い
う
が
、
食
物
の
味
は
自
ず

と
分
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
（港
区
・Ｕ
さ
ん
）

〇
三
十
種
類
も
の
お
手
数
、
ご
苦
労
様
で
し

た
。
お
い
し
く
戴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
半
玄
米
人
に
と

っ
て
は
少
々
甘
味
が
欲

し
い
と
こ
ろ
で
す
。
…
…
食
べ
て
お
り
ま
す

う
ち
に
味
が
単
調
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

（港
区

。
Ｓ
さ
ん
）

○
お
せ
ち
料
理

（正
食
の
）
初
め
て
頂
き
ま

し
た
が
大
変
美
味
で
、
先
生
方
の
心
の
こ
も

っ
た
自
然
の
味
に
満
足
し
ま
し
た
。
今
年
も

ぜ
ひ
お
願

い
し
ま
す
。
（新
宿
区

。
Ｎ
さ
ん
）

○
こ
の
た
び
は
、
は
か
ら
ず
も
自
宅
で
先
生

方
の

「食
養
お
せ
ち
料
理
」
を
頂
戴
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
あ
り
が
た
く
思
い

ま
し
た
。
と
て
も
お
心
の
こ
も

っ
た
料
理
、

心
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（清
水
市

・
Ａ
さ
ん
）

○
お
せ
ち
料
理
、
い
」
ち
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

素
材
の
味
を
み
ご
と
に
生
か
し
た
調
理
に
は

す

っ
か
り
感
心
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
私
ど

も
は
あ
ま
り
ま
じ
め
な
正
食

一
家
で
は
な
い

の
で
す
が
、
今
年
は
も
う
少
し
ま
し
な
食
生

活
が
送
れ
る
よ
う
努
力
し
て
み
よ
う
と
思

っ

て
い
ま
す
。　
一
番
早
く
な
く
な

っ
た
の
は
蓮

根
ボ
ー
ル
、
お
い
し
か

っ
た
で
す
。
最
後
ま

で
残

っ
た
の
は
白

い
ん
げ
ん
で
し
た
。
我
家

は
３
人
家
族
で
す
の
で
、
量
が
全
体
的
に
多

す
ぎ
て
、
最
後
に
は
ち
ょ
っ
と
手
を
や
い
て

し
ま
い
ま
し
た
。
　

（町
田
市

。
Ｍ
さ
ん
）

○
量

・
品
目
と
も
充
分
で
あ

っ
た
と
思
い
ま

す
し
、
何
よ
り
も
完
全
正
食
で
あ

っ
た
の
が

う
れ
し
く
、
お
重

つ
き
で
あ
の
価
格
な
ら
安

い
、
と
家
族
の
評
判
も
上
々
で
し
た
が
、
い

ざ

い
た
だ

い
て
み
ま
す
と
、
味
の
変
化
が
少

少
乏
し
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
絶
賛

さ
れ
た
の
が
湯
葉
の
煮
付
け
で
し
た
が
、
他

に
コ
ー
フ
ー
料
理
や
ひ
じ
き
信
田
巻
き
も
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
そ
味
や
洋
風

。
中
華
風
の
も
の
が
も

っ
と
あ
る
と
更
に
よ

か

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
あ
れ
だ
け
の

種
類
で
、
し
か
も
短
期
間
に
調
理
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
食
養
料
理
で
す
か
ら
、
そ
の
ご

苦
労
は
並
々
で
は
な
か

っ
た
こ
と
と
思

い
ま

す
。
お
蔭
さ
ま
で
、
ゆ

っ
く
り
し
た
年
末
と
、

楽
し
く

″そ
れ
ら
し
い
″
お
正
月
を
過
ご
せ

ま
し
た
。
　
　
　
　
（杉
並
区

・
Ｙ
さ
ん
）

○
食
養
お
せ
ち
料
理
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
見
事
で
し
た
―
　
色
も
き
れ
い
で
丁
寧

に
心
こ
め
て
作

っ
て
あ
る
こ
と
が
判
り
二
軒

に
差
し
上
げ
ま
し
た
が
、
と
て
も
喜
ば
れ
ま

し
た
。
量
も
値
段
も
申
し
分
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
運
根
ボ
ー
ル
は
好
評
で
し
た
。

コ
ー
フ

ー
カ
ツ
、
里
芋
煮
じ
め
、
ゆ
ず
釜
、
ゆ
り
根

か
ら
揚
げ
煮
、
菊
花
か
ぶ
も
美
味
し
く
頂
き

ま
し
た
。
作
り
方
を
添
え
て
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。
　

（富
士
吉
田
市

・
Ｔ
さ
ん
）

○
お
せ
ち
料
理
、
大
変
お
い
し
く
頂
き
ま
し

た
。
量
的
に
も
十
分
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

コ
ー
フ
ー
カ
ツ
よ
り
も
、
お
者
じ̈
め
や
だ
て

巻
き
な
ど
の
お
せ
ち
料
理

っ
ぱ
い
も
の
の
方

が
自
分
の
好
み
か
ら
言
う
と
良
か

っ
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
香
り
が
ま
ざ
り
あ

っ
た
も

の
が
あ
り
残
念
で
し
た
。
さ
ぞ
か
し
ご
苦
労

な
さ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
よ
う
な

企
画
が
あ
り
ま
し
た
ら
知
ら
せ
て
下
さ
い
。

（浦
和
市

・
０
さ
ん
）

自

然

薯

徘
一豆
査

大
島
三
原
山
麓
産
。
黒
潮
の
潮
風
と
火
山

の
陽
気
に
育
ま
れ
た

「じ
ね
ん
じ
ょ
」
の

産
地
直
送
！

ｏ
ｌ
キ
ロ
３
千
円
。
１
キ
ロ
以
上
１００
グ
ラ

ム
増
ご
と
に
３
百
円
増
し
。

●
送
料
当
方
負
担
。
ｏ
ｌ
キ
ロ
以
上
注
文

し
て
下
さ
い
。
量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
先
着
順
締
め
切
り
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
郵
便
振
替
　
東
京
９

１
１
７
９
０
１
８

阪
本
章
裕

■
〒
１００
‐
０１
　
東
京
都
大
島
町
野
増
字
間

伏
　
阪
本
章
裕
　
●
０
４
９
９
２

・
４

・

０
３
５
０

生
徒
募
集
中

詩
を
吟
じ
て
健
康
に
な
ろ
う

人
生
を
楽
し
も
う

詩

吟

・
和
歌

の
朗

詠

漢
詩
の
鑑
賞
、希
望
者
に
は
作
り
方
も
教
え
ま
す

一願
壺
百
日
一
毎
週
水
曜
日
■
ハ時
半
～
八
時
半
）

教
　
場

日
本
Ｃ
Ｉ
協
△基
確

容

せ
　

需

８ ３
「

が

記

３
１

月
　
謝
　
月
四
回
で
四
千
円

（別
に
初
回
の
み
テ
キ
ス
ト
代
千
五
百
円
）

一語
　
一帥
　
年
金
基
金
セ
ブ
ン
シ
テ
ィ
学
園
吟
詠
講
師

詩
吟
神
風
流
総
元
代
範

伊
森

神
東帥純正食品マルシマ

警Tぷ蓑ギ::膚鷲1警轟
食品

■姜‐1入 ||‐ ||||I V350

〒 722 尾道市新浜1-6-21 80848・ 22・ 2506
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◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆◆ ◆

〈寄
稿
特
集
〉

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

西
・
東

Ｔ
）

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

一

中
国
を
訪
ね
て

◆◆◆一　
　
　
　
　
鶴
島
ツ
ユ
子

一
口
』
剣
妊
卿
牌
卿
動
脚
篠
け

「 の
山 一
回
脚
に
紳
却
榊
諫
帽
跛
『

一
設
「
う
厳
め
し
い
名
の
団
体
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

¨
　
平
井
県
知
事
夫
人
を
始
め
、
四
十
五
名
の
ベ
テ
ラ
ン
婦
人

一樹はず議けぃ漏薇腱哺̈
昴議嘲税げ耐御嶽』戒師咄

で
し
た
。
自
転
車
が
多
く
、　
一
軒
に
２
台
く
ら
い
ず
つ
あ
る

そ
う
で
す
。
男
性
は
半
ズ
ボ
ン
に
サ
ン
グ
ル
姿
が
目
に
つ
き

ま
し
た
。
自
転
車
の
多
く
は
男
乗
り
ば
か
り
で
、
ラ
ッ
シ
ュ

時
に
は
路
上
い
っ
ぱ
い
で
、
車
の
間
を
縫
う
よ
う
に
し
て
走

っ
て
い
る
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

虹
回
公
園
、
玉
仏
寺
と
見
学
し
て
、
夜
は
中
国
国
技
団
の

演
劇
を
観
賞
の
後
、
普
通
の
団
体
で
は
泊
ま
れ
な
い
宿
舎
に

案
内
さ
れ
ま
し
た
。

上
海
は
じ
め
曲
阜
、
泰
安
、
済
南
、
北
京

（天
安
門
広
場
、

人
民
大
会
堂
）、
黄
河
、
万
里
の
長
城
、
明
の
十
三
陵
、
故
宮

な
ど
見
学
出
来
ま
し
た
け
れ
ど
、
こ
と
細
か
に
報
告
出
来
な

い
の
が
残
念
で
す
。

済
南
市

（山
東
省
主
都
）
は
立
派
な
明
る
い
都
市
で
す
。

こ
こ
で
、友
好
提
携
五
周
年
記
念
行
事
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

爆
竹
に
迎
え
ら
れ
て
会
場
の
ホ
テ
ル
に
入
り
、
夜
は
中
国
側

主
催
の
歓
迎
会
に
出
席
、
挨
拶
、
お
土
産
交
換
な
ど
の
あ
と
、

祝
宴
に
入
り
、
素
晴
し
い
数
々
の
中
国
料
理
で
の
大
歓
迎
を

受
け
ま
し
た
。

山
口
県
風
物
展
覧
会
の
開
会
式
に
も
臨
み
、
山
口
県
が
い

ろ
い
ろ
と
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
改
め
て
故
里
を
見
直
し
ま
し

た
。
済
南
市
婦
人
連
合
会
と
の
交
流
座
談
会
で
も
、
中
国
の

女
性
が
自
信
を
も
っ
て
各
方
面
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

中
国
に
行
っ
た
ら
万
里
の
長
城
、
と
あ
こ
が
れ
て
い
ま
し

た
。
長
城
は
、
月
か
ら
見
え
る
唯

一
の
建
造
物
と
言
わ
れ
、

＞
万
里
の
長
城
で

/
/
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◆
そ
の
名
の
如
く
雄
大
な
こ
と
、
何
世
紀
も
続
い
て
い
る
長
城

¨

の

一
部
に
登
り
、
自
分
の
足
跡
を
つ
け
た
幸
せ
を
胸
い
っ
ぱ

一
ぃ諄融れ“静胸』叫』大な国です。黄河など大自然、

一】詢Ⅷ行哨鰤計唖融盪」詢耐「れ拗知嘲レ一けれ】

¨
てくださいｏ

一譴
畔利
４い輔
弊
瀞
謎
縦
陥
訴
輛

一期嘲け制「洵マ農劉誨だ嘩畔没れつた釧江嚇詢けば一編

一たが夢詢仲建ヵ、“̈
酬噸』̈
「けいに鵬制御裁鳳０̈

¨
る様子は見受けられません。農作業はどのようにな

一ぼ中に叩ば膨”̈
薇ｒ麒糾畔辞董凛はど）れは、私

一と利跡脚」】誅われ知臓が倒［卸一自っ特はけピ獅課

一機つ帯い同〕申わ罐綺中断れ講まい社『ｒ朴けコ“

¨

に
多
品
種
で
は
な
く
て

一
種
類
だ
け
。
き

っ
と
消
毒
な
ど
し

一
て料』‐し、陵畑斡鑢”げ旅行した場所によ

って異な
っ

¨
ているようですが、私たちが行きましたところでは、

０

そ
の
地
方
の
郷
土
料
理
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
に
あ
る
中
国

”
料
理
は
、
日
本
人
向
き
に
ア
レ
ンジ
し
てあ
る
と
思
いま
す

一いけに機脚疎鳳漱徴秩一一往だ凱峙鋼叫酬『砂糖の

一出岬囃なぃ一一いれい鈍わ̈
″電Ｆ”“」料鷲鋤紳

く
ら
い
で
、
ダ
ン
ダ
ン
自
く
な
り
、
北
京
で
は
自
米
に
な

っ
　

　

用
な
だ
け
取
ら
せ
る
と
い
う
楽
し
い
買

い
物
で
し
た
。

て
お
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
あ
る
中
国
料
理
の
中
か
ら
、
ご
　
　
　
そ
の
中
国
に
も
、
日
覚
ま
し
い
開
発
の
波
が
押
し
寄
せ
る

飯
を
中
心
に
、
私
な
り
の
知
恵
で
お
い
し
く
頂

い
て
き
ま
し
　

　

の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

い
た
る
と
こ
ろ
に
高
層
ビ
ル
や

た
。
も
ち
ろ
ん
、
梅
千
、
テ
ッ
カ
味
噌
、
漬
け
物
、
醤
油
な
　

　

ア
パ
ー
ト
が
建
ち
、
近
代
化
を
目
の
当
た
り
に
見
る
こ
と
が

ど
は
持

っ
て
行
き
、
必
要
に
応
じ
て
使

い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
出
来
ま
す
。
農
村
に
も
、
い
ず
れ
、
こ
の
波
が
及
ん
で
来
る

案
じ
て
お
り
ま
し
た
体
調
も
、
家
に
居
る
時
よ
り
も
上
々
　

　

こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
汚
染
が
進
ん
だ
り
、

で
、
途
中
、
飛
行
機
や
時
間
の
ト
ラ
ブ
ル
も
少
々
あ
り
ま
し
　
　

良

い
も
の
が
な
く
な

っ
て
い
く
の
は
避
け
た
い
と
願

っ
て
お

た
け
ど
、
無
事
、
帰

っ
て
参
り
ま
し
た
。
お
土
産
も
、
中
国

　
　

り
ま
す
。
も
う

一
度
出
掛
け
て
行
き
た
い
で
す
。
シ
ェ
イ
シ

で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
安
さ
で
、
小
物
を

い
ろ
い
ろ
と
　
　
　
ェ
イ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
月
２０
日
）

手
当
た
り
次
第
買
い
ま
し
た
。
お
金
の
計
算
も
、
分
か

っ
た
　
　
　
（
〒
７４４
　
山
口
県
防
府
市
南
松
崎
町
５
１
４
　
ツ
ル
シ
マ
食

よ
う
な
分
か
ら
な
い
よ
う
で
、
手
持
ち
を
全
部
出
し
て
、
人
　

　

口じ

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

タ
イ
ラ
ン
ド
紀
行

変
転
し
て
や
ま
な
い
輪
廻
の
中
に
あ
っ
て
、
悲
し
み
や
苦

し
さ
、
憎
し
み
、
怒
り
、
病
や
死
へ
の
苦
悩
、
そ
れ
ら
は
す

べ
て
、
人
の
持
つ
所
有
欲
や
快
楽
へ
の
執
着
か
ら
お
こ
る
と

さ
れ
て
い
る
。

二
二
七
条
の
戒
律
が
あ
り
、

「女
性
に
近
づ

い
て
は
な
ら

な
い
」

「も
の
を
盗
ん
で
は
い
け
な
い
」

「生
き
物
を
殺
し

て
は
い
け
な

い
Ｌ
正
午
以
後
食
物
を
摂

っ
て
は
い
け
な
い
」

な
ど
の
戒
律
を
破
れ
ば
僧
院
か
ら
追
放
さ
れ
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
戒
律
を
守

っ
て
、
さ
ら
に
解
脱

へ
の
道
を
修
行

す
る
た
め
の
八
つ
の
正
し
い
指
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。　
一
は

正
し
い
見
解
、
二
は
正
し
い
思
惟
、
三
は
正
し
い
言
葉
を
使

う
、
四
は
正
し
い
行

い
、
五
は
正
し
い
生
活
、
六
は
正
し
い

努
力
、
七
は
正
し
い
意
識
、
八
は
正
し
い
瞑
想
を
行
う
。
と
、

生
活
を
す
る
上
で
の
基
本
的
に
大
切
な
こ
と
ば
か
り
。

ま
ず
実
践
を
し
て
ゆ
く
こ
と
か
ら
自
ら
の
悟
り
を
開
い
て

ゆ
く
と
い
う
。
こ
の
冒
頭
に
正
し
い
食
を
加
え
た
ら
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
道
も
全
う
さ
れ
る
の
で
は
…
…
？

タ
イ
で
は
僧
と
し
て
修
行
で
き
る
の
は
男
性
の
み
。
国
家

（そ
の
２
）

津
宏

子

タ
イ
は
仏
教
の
国
と
い
わ
れ
、
国
民
の
九
四
パ
ー
セ
ン
ト

が
仏
教
徒
と
い
う
だ
け
あ
り
、
信
仰
深
い
人
々
も
多
く
、
僧

侶
の
修
行
を
す
る
人
々
も
多

い
。

早
朝
の
街
に
は
、
黄
色

い
衣
を
着
て
、
黒

い
鉢
を
抱
え
た

僧
侶
が
歩
き
、
街
の
人
は
ひ
ざ
ま
づ

い
て
拝
み
、
食
物
な
ど

を
捧
げ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
肉
食
は

一
切
し
な
い
僧
侶
た

ち
の
修
行
は
厳
し
く
、
私
た
ち
観
光
客
の
、
と
く
に
女
性
は

近
づ
く
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
。

タ
イ
の
仏
教
は
、
小
乗
仏
教
。
大
衆
の
救
済
を
主
と
す
る

日
本
な
ど
の
大
乗
仏
教
と
は
異
な
り
、
修
行
僧
自
身
の
力
に

依
る
解
脱
を
志
す
も
の
だ
と
い
う
。
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的
組
織
で
構
成
さ
れ
、　
一
切
の
世
俗
的
な
仕
事
か
ら
離
れ
、

在
家
の
人
々
に
日
常
生
活
を
依
存
し
て
い
る
。

在
家
の
人
々
は
、
日
常
の
施
し
や
善
行
を
積
む
こ
と
で
、

徳
が
高
め
ら
れ
、
来
世
の
幸
せ
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
わ
け
で
僧
侶
た
ち
に
進
ん
で
食
物
や
金
品
を
捧
げ
る
。

タ
イ
に
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
仏
教
寺
院
が
あ
る
が
、
バ

ン
コ
ク
の
ワ
ッ
ト

・
プ
ラ
ケ
オ
は
代
々
の
王
家
を
祀
る
守
護

寺
院
と
し
て
、
き
わ
め
て
華
麗
な
寺
院
。

エ
メ
ラ
ル
ド
で
作
ら
れ
た
と
い
う
紀
元
前
四
三
年
か
ら
、

数
々
の
運
命
の
糸
に
あ
や
つ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、
こ
の
寺

に
安
置
さ
れ
た
仏
像
が
高

い
台
座
の
上
に
在
る
。

こ
の
仏
像
に
は
、
国
王
御
自
身
が
、
暑
期
、
雨
期
、
乾
期

と
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に
あ

っ
た
衣
装
を
着
せ
か
え
る
儀
式
が

行
な
わ
れ
る
。
院
内
の
壁
に
は

一
面
に
釈
迦
の
生
涯
や
仏
教

の
宇
宙
観
を
表
わ
し
た
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。

寺
院
の
外
周
は
赤
、緑
、
黄
、
藍
と
色
彩
や
か
な
ガ
ラ
ス
が

切
り
は
め
ら
れ
、
黄
金
に
輝
く
パ
ゴ
ダ
も
そ
び
え
て
い
る
。

「修
復
の
と
き
使
わ
れ
た
の
は
、
日
本
の
○
○
ガ
ラ
ス
な
ん

で
す
。
黄
金
色
に
塗

っ
て
あ
る
と
こ
ろ
は
本
物
の
金
が
入

っ

て
い
ま
す
」
と
の
ガ
イ
ド
さ
ん
の
言
葉
の
よ
う
に
、
ま
さ
に

絢
爛
豪
華
。

美
し
く

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
た
た
ず
ま
い
に
し
ば
し
時
を
忘

れ

・
る
。
敷
地
内
に
あ
る
建
物
は
タ
イ
式
に
洋
風
が
加
え
ら
れ

た
モ
ダ
ン
な
宮
殿
も
あ
る
。
ラ
ー
マ
五
世
に
よ

っ
て
王
朝
百

周
年
に
建
て
ら
れ
、
代
々
居
住
さ
れ
て
き
た
が
、
現
国
王
ラ

ー
マ
九
世
の
前
の
国
王
が
暗
殺
さ
れ
た
た
め
、
現
在
は
使
用

さ
れ
て
い
な
い
。
銃
を
持

つ
兵
士
に
周
囲
が
守
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
な
ど
、
や
は
り
、
歴
史
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

釈
迦
が
、
「健
康
で
若

い
人
々
も
や
が
て
は
老

い
、
病
み
、

そ
し
て
死
ん
で
ゆ
く
運
命
、
そ
れ
を
思
う
と
む
な
し
い
」
と
、

い
わ
れ
、
自
ら
の
生
を
み
つ
め
、
真
理
の
道
を
き
わ
め
る
た

め
に
と
さ
ま
ざ
ま
な
苦
行
を
さ
れ
た
と
い
う
。

皮
膚
は
ひ
か
ら
び
、
骨
と
皮
ば
か
り
に
な

っ
て
し
ま
わ
れ

た
釈
迦
の
難
行
中
の
像
が
ワ
ッ
ト

・
ベ
ン
チ
ャ
マ
ボ
ピ

ッ
ト

（大
理
石
寺
院
）
に
あ
る
。

こ
の
寺
に
は
ア
ジ
ア
各
地
か
ら
の
仏
像
が
集
め
ら
れ
、
日

本
か
ら
の
仏
様
も
三
体
納
め
ら
れ
て
い
る
。
お
顔
の
表
情
や

お
姿
、
着
衣
な
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
が
、

い
ず
れ
も
心
に
平

安
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
な
お
だ
や
か
さ
を
持

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
断
食
修
業
後
の
釈
迦
像
の
肋
骨
の

一
本

一
本
が

浮
き
あ
が
り
、
頬
も
す

っ
か
り
こ
け
、
苦
渋
に
満
ち
た
表
情

を
拝
す
る
と
、
「私
は
今
、
い
っ
た
い
何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
」
と
、
胸
を

つ
か
れ
る
す
る
ど
さ
を
感
じ
る
。
た
だ
、
落

ち
く
ば
ん
だ
眼
な
が
ら
、
そ
の
中
に
や
さ
し
み
が
見
出
さ
れ

た
と
こ
ろ
が
救

い
と
い
え
よ
う
か
。

私
た
ち
の
あ
ゆ
む

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
の
道
も
、
生
き

て
ゆ
く
中
で
体
験
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
の

一
つ

一
つ
を
体

を
通
し
て
納
得
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
素
晴
ら
し
い
。

身
体
の
中
も
、
心
の
中
も
空
に
す
る
こ
と
に
依

っ
て
、
新

し
い
生
命
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
日
常
の
豊
か
さ
の

中
に
忘
れ
て
し
ま

っ
て
は
な
ら
な
い
原
点
の
よ
う
だ
。

米
作
の
国
と
い
わ
れ
る
タ
イ
は
、
現
在
も
水
牛
を
使

っ
た

水
田
作
り
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
今
年

（
一
九
八
七
年
）

は
日
照
り
で
、
田
圃
に
水
が
な
い
と
い
う
。
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世
界

一
の
米
輸
出
国
と
し
て
、
三
百
九
十
万
ト
ン
も
輸
出

し
て
い
た
も
の
が
、
国
際
競
争
の
中
で
値
も
安
く
な
り
、
農

民
た
ち
は
、
自
家
用
米
の
確
保
も
お
ぼ

つ
か
な
い
と
い
う
。

農
家
の
子
女
た
ち
は
、
市
内
に
働
き
に
出
る
。
高
床
式
の
、

日
本
の
戦
後
の
バ
ラ
ッ
ク
の
家
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
農
民
の

家
の
中
に
は
大
き
な
水
ガ
メ
ゃ
食
器
類
が
あ
る
の
み
。
働
く

人
々
へ
の
シ
ワ
寄
せ
が
、
大
き
い
。

プ
ミ
ポ
ン
国
王
は
還
暦
を
お
祝

い
す
る
行
事
に
、
美
し
い

お
肌
を
保

つ
た
め
に
、
毎
日
真
珠
の
粉
末
を
飲
ん
で
い
ら

っ

し
ゃ
る
と
い
う
、
シ
リ
キ

ッ
ト
王
妃
も
、
心
を
痛
め
る
国
情

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

国
民
た
ち
は
王
室
を
敬
愛
し
、
王
室
行
事
や
国
王
が
視
察

に
出
ら
れ
た
と
き
な
ど
、
こ
ぞ

っ
て
金
品
を
差
し
出
し
、
国

の
た
め
に
役
立
て
る
こ
と
を
願
う
。
と
く
に
農
業
政
策
を
研

究
し
、
押
し
進
め
て
ゆ
か
れ
る
国
王
を
信
頼
し
て
い
る
。

水
上

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
小
舟
に
山
ほ
ど
、
野
菜
や
果
物
、
お

そ
う
ざ

い
や
魚
な
ど
を
乗
せ
て
売
る
人
々
は
実
に
明
る
い
。

か
な
り
す
す
め
上
手
な
の
で
、
値
切
る
と
、
簡
単
に
ま
け
て

く
れ
る
の
で
、
こ
ち
ら
の
方
が
あ
わ
て
て
し
ま
う
ほ
ど
。

人
件
費
が
と
て
も
安

い
と
い
う
こ
と
か
ら
か
、
お
み
や
げ

に
買

っ
て
み
た
ヤ
シ
飴
は
、
丁
寧
に
小
さ
い
三
角
形
に
セ
ロ

フ
ァ
ン
で
包
み
、
さ
ら
に
そ
の
上
を
ヤ
シ
の
葉
で

一
つ

一
つ

巻
い
て
止
め
て
あ
る
。

野
菜
は
キ
ャ
ベ
ツ
、
玉
ね
ぎ
、
人
参
、
南
瓜
、
レ
タ
ス
、

サ
サ
ゲ
、
大
根
、
き
ゅ
う
り
、
ト
マ
ト
、
ニ
ガ
ウ
リ
、
モ
ヤ
シ

な
ど
、
ワ
ケ
ギ
、
エ
ン
ツ
ァ
イ
、
一高
菜
、
春
菊
と
葉
菜
類
も
豊

富
。
地
元
の
人
々
は
さ
ら
に
熱
帯
特
有
の
名
前
の
分
か
ら
な

い
野
菜
も
摂
り
、

ハ
ス
の
実
ま
で
街
頭
で
売
ら
れ
て
い
る
。

僧
侶
は
も
ち
ろ
ん
、
肉
食
は
し
な
い
が
、　
一
般
で
も
月
に

四
日
は

「
ノ
ー
殺
生
デ
イ
」
と
し
て
、
市
場
で
も
、
牛
、
豚
、

鶏
の
肉
な
ど
は
売
ら
な
い
。

素
朴
で
、
美
し
い
海
と
自
然
の
豊
か
な
国
、
タ
イ
ラ
ン
ド
。

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ヤ
や
ラ
ン
、
王
宮
に
咲

い
て
い
た
ゴ
ー
ル
デ

ン

・
シ

ヤ
ワ
ー
の
黄
金
の
房
が
サ
ヤ
サ
ヤ
と
風
に
そ
よ
ぐ
風

情
に
似
た
タ
イ
の
人
々
の
柔
軟
な
生
き
方
に
感
銘
し
た
。

（
リ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

・
ア
カ
デ
ミ
ー
講
師
）

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

＊

―

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
山
中
で

自
給
開
拓
を

パ

ン

ダ

ロ

ー

サ

洋

子

（前
略
）
い
つ
ぞ
や
は
宮
田
雪
氏
製
作
の

『
ホ
ピ
の
予
言
』

の
記
事
。
早
速
ご
連
絡
申
し
あ
げ
、
ア
メ
リ
ヵ
で
の
連
絡
先

を
う
か
が
い
、
上
映
準
備
を
し
、
十

一
月
半
ば
、
十
二
月
初

め
と
、
こ
の
地
方
で
二
度
上
映
い
た
し
ま
し
た
。
大
勢
の
方

に
よ
ろ
こ
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
、
正
食
に
き
り
か
え
て

一
年
少
し
。
だ
い
ぶ
体
調
も

も
ち
な
お
し
て
参
り
ま
し
た
。
六
十
年
も
ま
ち
が

っ
た
食
事

を
し
て
い
た
の
で
、
一
朝

一
夕
に
完
全
を
求
め
る
の
は
無
理
。

健
康
に
な
り
、
よ
ろ
こ
ん
で
は
た
ら
け
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、

注
意
深
く
食
養
を
続
け
る
以
外
な

い
と
信
じ
、
実
行
し
て
お

り
ま
す
。
簡
素
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
健
康
に
よ
い
こ
と
を
、

ま
ざ
ま
ざ
と
体
験
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

貧
し
か
っ
た
お
か
げ
で
美
味
飽
食
に
は
縁
遠
か
っ
た
の
が
、

せ
め
て
も
の
救

い
で
し
た
。
問
題
は
、
ア
メ
リ
カ
に
参
り
、

ア
メ
リ
カ
人
の
中
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
、
「郷
に
入
れ
ば
」

で
、
出
来
る
だ
け
皆
と
同
じ
よ
う
に
食
べ
る
の
を
心
掛
け
た

こ
と
で
す
。

こ
ち
ら
で
は
、
貧
し
く
て
も
ミ
ル
ク
、
チ
ー
ズ
、
卵
、
果

物
、
ジ

ュ
ー
ス
な
ど
買
え
ま
す
し
、
パ
ン
や
ケ
ー
キ
は
自
家

製
、
肉
、
魚
は
毎
日
、
野
菜
は
サ
ラ
ダ
と
ジ
ャ
ガ
芋
と
い
う

生
活
を
五
年
ほ
ど
。
こ
れ
で
ア
メ
リ
カ
人
の
よ
う
な
体
力
が

つ
く
と
思
い
き
や
、
肩
こ
り
、
腰
痛
、
神
経
痛
、
リ
ュ
ー
マ

チ
、
ジ
ン
マ
シ
ン
に
始
終
な
や
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
あ

げ
く
の
果
て
、
生
ま
れ
て
初
め
て
胃
け
い
れ
ん
で
七
転
八
倒
。

よ
う
や
く
、
食
事
の
せ
い
で
は
な
い
か
、
ア
メ
リ
カ
人
の
若

者
と
同
じ
食
事
は
や
め
た
方
が
よ
さ
そ
う
、
と
気
が
つ
き
出

し
ま
し
た
。

日
本
の
友
人
に
、
香
川
綾
の

『四
十
歳
か
ら
の
食
事
』
と

い
う
本
を
送

っ
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
彼
女
は

『新

食
養
療
法
』
と
里
真
先
生
の
料
理
の
本
を
送

っ
て
く
れ
ま
し

た
。マ

ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
に
切
り
か
え
た
お
か
げ
で
、
最
大

の
難
事
で
あ

っ
た
買
い
物
が
、
い
と
も
あ

っ
さ
り
と
解
決
し

ま
し
た
。
あ
ら
か
た
の
食
料
が
メ
ー
ル
オ
ー
ダ
ー
で
買
え
ま

す
。
野
菜
は
か
な
り
自
給
自
足
し
て
お
り
ま
す
。
毎
日
、
心

を
こ
め
て
、
注
意
深
く
体
調
を
考
え
な
が
ら
食
事
の
支
度
に

専
念
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
山
の
中
で
た

っ
た
独
り
で
迎
え
る
八
回
目
の
新

年
で
す
が
、
食
料
は
た

っ
ぷ
り
あ
り
、
薪
も
十
分
用
意
で
き

ま
し
た
し
、
畑
に
は
人
参
や
緑
の
野
菜
、
は
こ
べ
や
ク
ロ
ー

バ
ー
も
青
々
と
茂

っ
て
お
り
、
お
だ
や
か
な
心
、
お
そ
ら
く

生
ま
れ
て
初
め
て
ゆ

っ
た
り
し
た
新
年
を
味
わ

っ
て
お
り
ま

す
。今

ま
で
は
、
た
だ
生
き
る
た
め
に
、
あ
ら
か
た
の
精
力
を

費
や
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
落
着

い
て
参
り
ま
す
と

一
日
も
早
く
、
人
さ
ま
の
お
役
に
立

つ
よ
う
な
暮
ら
し
を
し

た
い
と
思
う
こ
と
切
。
新
年
早
々
、

い
ろ
い
ろ
計
画
を
立
て

始
め
ま
し
た
。

0◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ ◆ ◆ ◆◆◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆◆◆ ◆◆
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＞
日
本
カ
ポ
チ
ャ
が
た
く
さ
ん
と
れ
ま
し
た
。

幸

い
、
わ
ず
か
な
が
ら
土
地
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
泉
あ

り
、
谷
川
あ
り
、
丘
あ
り
、
緑
の
本
々
に
か
こ
ま
れ
、
海
は

近
く
、
気
候
は
温
和
、
野
草
の
食
べ
ら
れ
る
も
の
、
ベ
リ
ー
、

松
茸
も
と
れ
、空
気
は
よ
く
、
静
寂
で
理
想
境
と
い
え
ま
す
。

こ
の
土
地
で
、
自
然
農
法
を
と
り
入
れ
、
野
菜
を
作
り
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
の
勉
強
を
し
な
が
ら
実
践
し
た
い
。

そ
れ
に
は
、
私

一
人
の
手
に
は
負
え
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
協
力

し
て
下
さ
る
方
を
見
つ
け
た
い
の
で
す
。

『新
し
き
世
界
へ
』
に
募
集
の
記
事
を
の
せ
て
頂
き
た
い
の

で
、
か
く
は
お
便
り
す
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

さ
し
あ
た

っ
て
は
、
基
礎
固
め
の
仕
事
、
ゆ
く
ゆ
く
は
料

理
教
室
と
か
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
店
、
数
寄
屋
造

り
の
日
本
家
屋
な
ど
と
夢
み
て
お
り
ま
す
。
瞑
想
道
場
、
写

経
場
な
ど
、
精
神
修
養
の
場
に
も
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま

す
が
、
そ
れ
は
い
つ
の
こ
と
や
ら
。

は
る
ば
る
ア
メ
リ
カ
ま
で
来
て
頂
く
わ
け
で
、
信
頼
で
き

る
、立思
志
強
固
な
方
が
望
ま
し
く
、
で
き
れ
ば
Ｃ
Ｉ
の
役
員
の

ど
な
た
か
に
推
薦
し
て
頂
け
る
方
を
希
望
し
て
お
り
ま
す
。

と
り
あ
え
ず
二
人
く
ら
い
来
て
頂
け
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
試
み

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

●
募
　
集

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
北
部
太
平
洋

沿
岸
の
山
中
で
、
自
然
農
法
に
よ
り
野
菜
を
栽
培
、

マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を
学
び
実
践
す
る
仲
間
を
求
め
て
い
ま
す
。

自
発
創
生
、
篤
実
な
日
本
人
。
自
然
農
法
経
験
者
か
、
開

拓
作
業
に
興
味
あ
り
、
大
工
仕
事
、
自
動
車
運
転
で
き
る
方
。

男
女
年
齢
不
間
。
希
望
の
方
は
、
感
想
文
、
履
歴
書
、
写
真
、

特
技
、
趣
味
、
日
本
Ｃ
Ｉ
の
役
員
の
方
の
推
薦
状
を
お
送
り

下
さ
い
。

く
ｏ
オ
ｏ

「
ｏ
●
ら
ｏ
『
ｏ
∽
”
＼
、”

ｏ
ｘ

∞
゛
卜

‘く
〓
８
多
ｏ
「
Ｐ

Ｏ
＞

Φ
い
卜
∞
０

Ｃ
∽
＞

裏
山
で
松
茸
が
た
く
さ
ん
と
れ
ま
す
。
今
年
は
日
本
カ
ボ

チ
ャ
の
種
を
手
に
入
れ
、
作

っ
て
み
ま
し
た
。
甘
く
て
ク
リ

ー
ム
の
よ
う
に
お
い
し
い
の
が
と
れ
ま
し
た
。
松
茸
も
カ
ボ

チ
ャ
も
ア
メ
リ
カ
人
た
ち
に
お
わ
け
し
て
よ
ろ
こ
ば
れ
て
い

ま
す
。
■
９
計
８
８

（パ
ン
ダ
ロ
ー
サ
）
と
い
う
の
は
、
松

茸
の
ラ
テ
ン
名
で
す
。
仕
事
を
す
る
時
の
名
前
に
す
る
つ
も

り
で
す
。
松
茸
の
お
か
げ
で
、
山
の
中
で
十
四
年
、
生
き
の

び
ら
れ
た
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な

い
く
ら
い
で
す
。

亡
き
桜
沢
先
生
を
初
め
、
先
生
の
選
志
を
う
け
つ
ぎ
、食
養

の
普
及
に
日
夜
尽
力
し
て
お
ら
れ
る
皆
々
様
の
お
か
げ
で
、

私
も
山
の
中
で
独
り
で
が
ん
ば

っ
て
お
り
ま
す
。
厚
く
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔本
誌
編
集
長
あ
て
の
手
紙
。
筆
者
は

く
年
ｏ
「
ｒ
〓
３
■

本
誌
６．
年
１２
月
号
２４
ぺ
‐
ジ
に
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
か
ら
」

と
い
う
手
紙
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
〕

蒼
玄

協
会

郡
山
支
部
開
設
記
念
講
演
会

日
時
／
３
月
２‐
日

（月

・
休
）
午
後
１
時
～
５
時

会
場
／
橘
公
民
館

（郡
山
市
元
町
１
の
２０
の
１８
　
●
０
２
４

９

・
２
３

・
９
９
３
０
）

〈
至
買
／／色
軍
，円

講
師
／
大
森
英
桜

「正
食
で
難
病
を
治
す
」

「半
断
食
で
１０

歳
若
返
る
」

菅
藤
祥
江

「開
設
の
こ
と
ば
」

主
催
問
合
せ
／
蒼
玄
協
会
郡
山
支
部

（福
島
県
郡
山
市
富
田

町
字
町
田
６０
の
３
　
●
０
２
４
９

ｏ
３
９

ｏ
ｌ
９
５
３
）

本
部

（東
京
都
八
王
子
市
小
門
町
２０
の
２
　
８
０
４
２
６

・
２
５

ｏ
０
０
９
６
）

◆ ◆ ◆◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
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新
行
事
の
講
師
紹
介

慧
え

講
師

か
ず

大
森

一

（正
食
医
学
講
座

。
実
技
編
、
育
児
勉
強
会
、
育
児

。
家
庭

相
談
担
当
）

静
岡
県
出
身
。
栄
養
学
専
攻
。
代
々
木
上
原
の
Ｍ
Ｉ
で
の

帰
路
、
大
森
英
桜
氏
と
知
り
合

い
、
結
婚
。
夫
君
の
Ｐ
Ｕ
、
正

食
研
究
を
裏
面
で
支
え
る
。
四
男
二
女
を
正
食
で
育
て
る
。

近
年
は
町
や
郡
の
婦
人
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
役
員
を
勤
め
、

地
域
で
の

一
般
の
人
々
と
積
極
的
に
ふ
れ
あ
う
。

２
月
２７
日

（土
）
、

２８
日

（日
）
の

「実
技
編
」
で
は
、

し
ょ
う
が
シ
ッ
プ
、
芋
シ
ッ
プ
な
ど
手
当
法
や
正
食
生
活
の

問
題
を
長
年
、
多
く
の
方
々
に
指
導
し
て
き
た
経
験
を
惜
し

ま
ず
披
露
し
て
く
だ
さ
る
。

（家
庭
の
食
養
手
当
法
、
食
養
な
ん
で
も
相
談
、
食
養
こ
ん

だ
ん
会
、
母
と
子
の
食
養
入
門
講
座
担
当
）

昭
和
４６
年
よ
り

一
家
で
正
食
を
始
め
る
。

Ｃ
Ｉ
の
講
習
会
、
健
康
学
園
な
ど
欠
か
さ
ず
出
席
し
て
夫

婦
で
勉
強
。
大
森
先
生
の
指
導
で
２
児
を
育
て
る
の
に
苦
心
。

昭
和
５０
年
、
神
奈
川
県
津
久
井
町
に
移
り
、
小
麦
、
豆
、
そ

ば
、
野
菜
類
な
ど
作
物
の
自
給
を
体
験
。
次
第
に
方
々
か
ら

相
談
を
持
ち
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
正
食
の
実
際
を
さ
ら

に
研
究
す
る
。

５８
年
と
６‐
年
に
男
子
誕
生

（正
食
で
）。
千
枝

夫
人
は
、
地
域
で
健
康
と
料
理
の
指
導
を
始
め
る
。
日
本
Ｃ

Ｉ
協
会
の
育
児
関
係
の
行
事
に
相
談
役
と
し
て
参
加
す
る
。

今
年
度
か
ら
リ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
保
育
室
を

担
当
。

ひ

ろ

加
藤
大
季

講
師

桜 沢 如一

桜 沢 如一

桜 沢 如一

毎日毎
具ビスデ_  入事郵&議義対壇:頒厨f

健康とは、幸福とは? 無双原理の

ニ ュ ー ョ ー ク 講 演  基本問題をNY在住の日本人に語つ

た連続講演30時間 !

判 断 力 の 話 "分こ酬   桜 沢 如 一 母 を

90分 ×1本  ¥2700
T 240

'11:;:発

:F 羊
3998

7巻 ¥21,000 〒 650

語る90°
軍淵

●大森英桜先生の講義集

無双原理入門  60分
×2本

食 養 手 当 法  90分
×2本

体 質 別 正 食 法

玄 米 の 研 究

美容とヒフの手当法

側
２４０　
４０００
２４０　３０００
２４０

￥

〒
　
￥

〒
　
￥

〒

珈
２４０　側
２４０

￥

〒
　
￥

〒

90分 ×2本

90分 ×2本

90う)。 60,)
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心
ま
で
と
か
す
も
の

一九

筆
者
は
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
マ
ル
コ
ス
市

在
住
。
若

い
頃
か
ら
玄
米
食
、
食
養
、
漢
方
、
東
洋
医

学
な
ど
を
研
究
。
実
業
界
か
ら
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク

運
動
に
入
り
、
日
本
Ｃ
Ｉ
の
事
務
局
長
を
勤
め
、　
一
九

七

一
年
、
渡
米
。

『自
ら
治
す
』
と
い
う
本
を
発
表
。

味
噌
、
納
豆
な
ど
の
製
造
法
実
習
や
健
康
指
導
、
講
義

な
ど
に
あ
た
る
。
エ
イ
ズ
の
問
題
に
深

い
関
心
を
持
ち
、

こ
の
ほ
ど

一
書
を
ま
と
め
、
英
文
で
出
版
準
備
中
。
こ

の
原
稿
は
そ
の
本
の

一
章
で
あ
る
。　
　
宮

，
Ｚ
３
９
‘

〓
‘
『
”
Ｂ
ｏ
一ｏ
＼
、Ｎ
ω
ｏ
∽
・
０
”
【
ヨ
２

”
，
・
∽
”
●
〓
”
”
ｏ
ｏ
Ｐ

ｏ
＞

終
８
ｏ
ｃ
∽
と

エ
イ
ズ
は
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
け
の
問
題
で
は

な
い
。
熱
帯
ア
フ
リ
カ
に
は
、
も

っ
と
多
く
の
患
者
が
い
る

ら
し
い
こ
と
は
、
も
う
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ハ
イ
チ
、
ブ

ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
な
ど
に
も
広
ま

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
疑
間
は
、
ア

フ
リ
カ
や
ハ
イ
チ
に
な
ぜ
多
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

前
に
私
は
、
エ
イ
ズ
の
第

一
の
原
因
と
し
て

「肉
食
過
多
」

を
挙
げ
た
。

（本
誌
昨
年
１０
月
号
）
し
か
し
、
今
度
は
第
二

の
原
因
と
し
て
「砂
糖
の
害
」を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

百
年
前
と
比
べ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
砂
糖
消
費
量
は
約
七
倍

に
増
加
し
て
、
今
は

一
人
あ
た
り
年
間
約
１６
キ
ロ
と
発
表
さ

れ
て
い
る
。　
一
年
間
に
自
分
の
体
重
と
同
じ
く
ら
い
食
べ
て

い
る
計
算
に
な
る
。
砂
糖
と
肉
は
、
歩
調
を
そ
ろ
え
て
増
加

し
て
き
た
。
と
い
う
の
は
、
肉
だ
け
で
は
、
と
て
も
食
べ
ら

れ
な
い
。
体
が
蛋
白
質
過
剰
で
、
す
ぐ
糖
分
の
不
足
に
な
る

か
ら
で
あ
る
。
血
液
の
中
の
蛋
白
質
と
グ
ル
コ
ー
ス
は
、
常

に
均
衡
を
保

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
砂
糖
だ
け
で
、

肉
が
な
く
て
も
食
べ
続
け
ら
れ
な
い
。
す
ぐ
脱
力
感
、
疲
労

感
に
お
そ
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

昔
、
砂
糖
は
薬
と
し
て
使
用
さ
れ
、
貧
乏
人
の
手
の
届
か

な
い
貴
重
品
だ

っ
た
。
砂
糖
は
熱
帯
地
方
の
産
物
で
、
我
々

温
帯
地
方
に
住
ん
で
い
る
者
に
と

っ
て
は
縁
の
な
い
品
物
で

あ
る
。
今
は
大
量
に
ど
こ
に
で
も
運
ば
れ
、
世
界
中
ほ
と
ん
ど

手
に
入
ら
な
い
所
は
な
い
く
ら
い
に
普
及
し
て
し
ま

っ
た
。

砂
糖
会
社
、
製
薬
会
社
の
宣
伝
に
の
っ
て
、
砂
糖
は
最
高
の

カ
ロ
リ
ー
食
品
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
食
品
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
人

々
に
植
え
つ
け
て
し
ま

っ
た
。

こ
れ
は
完
全
な
ウ
ソ
で
、
唯

一
の
理
由
は
、
多
く
の
人
々

が
甘

い
も
の
を
好
む
と
い
う
、
そ
れ
だ
け
の
事
か
ら
の
曲
解

で
あ
る
。
チ
ャ
ー
ル
ズ

・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
サ
モ
ア
諸
島
に
到

-16-



着
し
て
、
砂
糖
を
上
着
人
に
や

っ
た
ら
、
皆

一
度
に
砂
糖
中

毒
に
な

っ
て
、
砂
糖
が
な
く
て
は
暮
ら
せ
な
く
な

っ
た
、
と

書
い
て
い
る
。
そ
れ
は
世
界
中
の
ど
こ
の
国
で
も
、
ど
の
民

族
で
も
皆
同
じ
で
、　
一
度
口
に
し
た
ら
、
も
う
や
め
ら
れ
な

い
。
糖
尿
病
や
何
か
で
砂
糖
を
食
べ
る
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
る

と
、
サ

ッ
カ
リ
ン
そ
の
他
の
人
工
甘
味
料
で
も
な
け
れ
ば
耐

え
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
る
、
い
わ
ば

一
種
の
魔
物
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。

人
は
皆
な
ぜ

一
様
に
甘
い
も
の
を
好
む
か
と
い
う
の
は
、

も
う
長
い
間
論
議
さ
れ
た
。
よ
く
宣
伝
に
利
用
さ
れ
た
の
は
、

「体
は
そ
の
必
要
な
も
の
を
要
求
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
も
し
人
間
が
他
の
動
物
の
よ
う
に
知
能
の
発

達
し
な
い
間
だ

っ
た
ら
、
そ
う
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、
現
在
の
よ
う
に
発
達
し
て
、
本
能
で
食
べ
る
よ
り

も
知
識
で
食
べ
る
よ
う
に
な

っ
た
以
上
は
、
そ
う
は
行
か
な

い
。
科
学
的
に
も
、
こ
の
説
は
完
全
に
打
破
さ
れ
た
。
人
は

甘
く
さ
え
あ
れ
ば
何
で
も
食
べ
た
が
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

２つ
。砂

糖

は

中

毒

現
在
、
す
で
に
二
百
種
類
以
上
の
甘
味
料
が
発
見
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
に
は
有
毒
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
い
く
つ
も

あ
る
。
ほ
と
ん
ど
は
栄
養
的
に
も
何
も
な
ら
な
い
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
人
間
の
甘
い
味
は
、
舌
の
表
面
の
味
曹
と
い

う
小
さ
な
無
数
の
ツ
ボ
を
刺
激
し
さ
え
す
れ
ば
、
毒
で
も
何

で
も
い
い
の
だ
。
同
じ
よ
う
に
甘
い
と
感
じ
、
食
べ
た
い
と

い
う
気
持
ち
を
起
こ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
結
局
、
た
だ
理
由

な
し
に
中
毒
症
状
に
な
る
と
考
え
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

甘
味
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
魅
力
の
あ
る
食
品
な
の
で
あ

２つ
。

砂
糖
は
、
化
学
的
に
は

「炭
水
化
物
」
と
呼
ば
れ
て
、
炭

素
、
水
素
、
酸
素
の
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
、

ハ
チ
ミ
ツ
、
果
物
、
野
菜
、
イ
モ
、
繊
維
素

（セ
ル
ロ
ー
ズ
）
、

穀
物
、
澱
粉
な
ど
、
い
ず
れ
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
く
炭
水
化
物

が
主
成
分
で
あ
る
。
奇
妙
な
こ
と
に
、
酒
そ
の
他
の
飲
料
の

ア
ル
コ
ー
ル
も
、
全
然
違
う
よ
う
に
見
え
て
も
本
質
的
に
ほ

と
ん
ど
同
じ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
繊
維
素
や
穀
物
や
澱

粉
の
味
と
、
砂
糖
、
ハ
チ
ミ
ツ
の
味
で
は
全
然
違
う
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
元
は
植
物
の
光
合
成
で
出
来
た
も
の

で
あ
る
。
植
物
が
根
か
ら
吸
い
上
げ
た
水
と
空
気
中
か
ら
取

っ
た
炭
酸
ガ
ス
を
太
陽
の
光
で
結
合
さ
せ
て
作

っ
た
も
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
、
ワ」
れ
は
太
陽
熱
の
貯
蔵
と
考
え
て
も
よ
い
、

つ
ま
り
、
カ
ロ
リ
ー
源
、
熱
源
で
あ
る
。

合
成
の
第

一
歩
は
、
最
も
簡
単
な
構
造
の
単
糖
類
、
蜜
で
、

最
も
甘
く
感
ず
る
。
こ
れ
は
、
枝
の
上
の
方
に
出
来
る
花
の

中
の
果
物
の
中
に
貯
え
ら
れ
る
だ
け
で
、
残
り
は
皆
、
多
糖

類
に
変
え
ら
れ
る
。
単
糖
類
で
は
、
水
溶
性
で
は
あ
る
し
、

大
量
に
貯
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
こ
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
濃
縮
し
て
澱
粉
と
す
る
が
、
こ
れ
は
種
子
の
中
に
少
し
貯

え
ら
れ
る
ほ
か
は
、
植
物
自
体
の
構
造
材
料
と
な
り
、
あ
る

い
は
根
に
送

っ
て
貯
蔵
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
サ
ツ
マ
イ
モ

や
ヤ
マ
ノ
イ
モ
は
根
の
肥
大
し
た
も
の
で
あ
り
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
や
サ
ト
イ
モ
は
根
茎
の
肥
大
し
た
も
の
で
あ
る
。
澱
粉
と

い
う
の
は
砂
糖
の
濃
縮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

蜜
は
、
糖
の
ほ
か
に
少
し
の
ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
た
い
し
た
量
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う

な
栄
養
は
、
ほ
と
ん
ど
種
子
、
根
、
皮
な
ど
に
貯
え
ら
れ
る
。

砂
糖
は
精
製
さ
れ
て
、
炭
水
化
物
の
ほ
か
に
は
何
も
な
い
。

こ
れ
が
問
題
で
あ
る
。

食
物
と
い
う
の
は
、
皆
、
純
粋
な
も
の
で
な
く
て
、
た
く

さ
ん
の
栄
養
分
の
複
雑
に
組
み
合
わ
さ

っ
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
砂
糖
だ
け
は
人
智
の
限
り
を

つ
く
し
て
精
製
し

た
も
の
で
、
こ
れ
が
、
想
像
す
る
以
上
に
有
害
に
働
く
も
の

で
あ
る
。

骨

を

と

か

す

な
ぜ
な
ら
、
砂
糖
を
食
べ
る
と
必
ず
栄
養
分
の
均
衡
を
崩

す
こ
と
に
な
る
。
脂
肪
は
糖
分
か
ら
肝
臓
で
合
成
さ
れ
る
と

し
て
も
、
砂
糖
を
食
べ
た
ら
、
蛋
自
質
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ

ミ
ン
な
ど
が
全
部
、
相
対
的
に
減
少
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

い
ち
ば
ん
重
要
な
要
素
は
カ
ル
シ
ウ
ム
で
あ
る
。
特
に
、
砂

糖
を
精
白
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
硫
黄
は
、
体
内
で
硫
酸
と

な

っ
て
カ
ル
シ
ウ
ム
を
溶
か
す
。
昔
は
硫
黄
は
当
然
の
よ
う

に
使
わ
れ
た
。
今
は
こ
れ
に
と

っ
て
代
わ

っ
て
、
さ
ら
に
強

力
な
化
学
薬
品
が
使
わ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ

れ
は
さ
て
お
い
て
、
た
と
え
硫
黄
が
使
わ
れ
て
い
な
く
て
も
、

砂
糖
自
体
が
体
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム
と
結
合
し
て
外
に
出
て
し

き
守
つ
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
体
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
ほ
と
ん
ど

歯
と
骨
に
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
少
量
は
血
液
の
中
に
溶

け
て
、
凝
固
剤
な
ど
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。カ
ル
シ
ウ
ム

不
足
の
兆
候
は
、
歯
に
い
ち
ば
ん
早
く
現
わ
れ
や
す
い
。
む

し
歯
、
歯
痛
な
ど
で
あ
る
。
現
代
医
学
で
の
説
明
は
、
食
物

の
残
り
が
歯
に
つ
い
て
い
て
、
口
内
細
菌
の
発
酵
作
用
で
酸

に
変
わ
り
、
歯
を
溶
か
す
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
間
違
い
だ
。
甘
い
も
の
を
や
め
、
玄
米

正
食
を
し
て
い
る
人
は
皆
む
し
歯
が
増
え
な
い
。
米
国
で
は
、

こ
の
問
題
が
長
い
間
、
学
者
た
ち
の
論
争
の
的
に
な

っ
た
。

し
か
し
、
最
近
は
も
う
砂
糖
の
消
費
と
、
む
し
歯
の
増
加
が

一
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
し
ぶ
し
ぶ
な
が
ら
完
全
に
認
め
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ら
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
反
論
が
な
い
。
日
本
で
は
も

っ
と
早
く

認
め
ら
れ
た
と
思
う
か
ら
、
あ
ま
り
書
く
必
要
は
な
い
。
た

だ
、
念
の
た
め
に
少
し
つ
け
加
え
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
婦
人
の
間
で
は

「子
供
を

一
人
産
む
た
び

に
歯

一
本
失
う
」
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
、
も
う
何
百
年
に
も

な
る
。
新
鋭
の
学
者
た
ち
は
、
婆
さ
ん
た
ち
の
井
戸
端
論
議

と
し
て
笑

っ
た
。
し
か
し
、
最
近
は
技
術
の
発
達
で
、
体
内

で
カ
ル
シ
ウ
ム
が
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
か
を
観
察
出
来
る
よ

う
に
な

っ
た
。

骨
と
い
う
の
は
、
硬
く
て
死
ん
だ
よ
う
な
も
の
で
、
い
っ

た
ん
固
定
し
て
し
ま
う
と
、
も
う
変
化
し
な
い
と
考
え
ら
れ

て
い
た
の
は
完
全
に
間
違

い
だ

っ
た
。
人
体
は
常
に
カ
ル
シ

ウ
ム
の
出
し
入
れ
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
食
物
と
し
て
充

分
入

っ
て
来
た
時
は
骨
に
貯
蔵
す
る
。
不
足
の
時
は
出
し
て

使
う
。
も

っ
と
言
え
ば
、
骨
細
胞
も
絶
え
間
な
く
作
り
変
え

ら
れ
て
新
陳
代
謝
し
て
い
る
。
な
ぜ
、
出
し
て
使
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
は
、
血
液
の
恒
常
性
を
保
つ
た
め
で
、
凝
固

の
材
料
そ
の
他
に
欠
か
せ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

「
七
年
た

っ
た
ら
骨
の
髄
ま
で
変
わ
る
」
と
い
う
食
養
の
説

が
正
し
い
こ
と
も
証
明
さ
れ
た
。
歯
も
同
様
、
必
要
な
時
は

溶
か
し
て
カ
ル
シ
ウ
ム
を
取
る
の
で
あ
る
。
妊
婦
の
歯
が
悪

く
な
る
と
い
う
の
は
、
胎
児
の
骨
の
発
育
に
必
要
だ
か
ら
親

の
歯
を
溶
か
し
て
使
う
の
で
あ
る
。
歯
は

一
生
涯
使
う
大
切

な
道
具
で
、　
一
度
生
え
変
わ

っ
た
ら
、
も
う
三
度
と
は
生
え

な
い
。

日
本
に
は
あ
ま
り
な
い
と
思
う
が
、
米
国
に
は
オ
ス
テ
オ

ポ
ロ
シ
ス

（骨
粗
琢
症
）
と
い
う
恐
ろ
し
い
病
気
が
次
々
に

広
ま
っ
た
。
一
一千
万
人
の
患
者
が
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
名
前
の
通
り
、
骨
が
中
か
ら
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
、

つ
い
に
は
こ
わ
れ
る
。
こ
わ
れ
た
ら
最
後
、
猛
烈
な
痛
み
と

共
に
体
が
曲
が

っ
て
自
由
が
き
か
な
く
な
る
。
重
症
の
場
合

は
、
も
ち
ろ
ん
寝
た
き
り
で
、　
一
生
他
人
の
世
話
に
な
ら
な

け
れ
ば
便
所
に
も
立
て
な
い
。

原
因
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
と
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
不
足
で
、

ほ
と
ん
ど
中
年
以
上
の
女
性
に
限
ら
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
、
も
う
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
て

「有
産
未
亡
人
の

せ
む
し
病
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
治
療
法
も
予

防
法
も
全
然
、
見
つ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

読
者
の
皆
さ
ん
な
ら
、も
う
お
分
か
り
の
こ
と
と
思
う
が
、

そ
こ
は
世
の
中
の
面
白
い
理
由
で
あ
ろ
う
。
カ
ル
シ
ウ
ム
の

投
与
と
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
注
射
の
他
に
は
、
医
者
も
何
も
す

る
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
を
や
っ
た
と
こ
ろ
で
、
軽
症
患
者
は

少
し
よ
く
な

っ
た
よ
う
に
思
う
が
、
重
症
患
者
に
は
役
に
立

た
ず
、
予
防
法
と
し
て
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
の
ほ
か
、
牛
乳

を
飲
め
、
乳
製
品
を
食
べ
よ
と
い
う
の
が
盛
ん
に
言
わ
れ
て

い
る
が
、
も
う
ア
メ
リ
カ
で
は
牛
乳
を
飲
む
の
は
当
た
り
前

の
こ
と
で
、
言
わ
れ
る
前
か
ら
浴
び
る
ほ
ど
飲
ん
で
い
て
、

こ
れ
以
上
飲
ん
で
も
ゲ
ブ
ゲ
ブ
い
う
く
ら
い
で
役
に
立
ち
そ

いつ
ま
望
な
い
。

つ
い
で
に
書
く
と
、
ア
メ
リ
カ
人
の
牛
乳
消
費
量
は

一
人

当
た
り
年
間
約
二
五
〇
リ
ッ
ト
ル
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
で
は
、
牛
乳
が
予
防
の
役
に
立
た
な
い
こ
と
は
証
明
ず
み

の
よ
う
に
見
え
る
。

エ
ス
キ
モ
ー
が
病
気

と
こ
ろ
が
、
こ
の
病
気
は
今
、
北
極
の
エ
ス
キ
モ
ー
が
世

界

一
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
挙
げ
て
お
こ
う
。
彼
ら

の
間
で
は
、
今
、
文
明
開
花
の
花
盛
り
、
西
洋
文
明
が
怒
涛

の
よ
う
に
押
し
寄
せ
て
、
生
活
を
何
も
か
も
変
え
て
し
ま

っ

た
。
背
が
低
く
て
頑
丈
で
病
気
を
知
ら
な
い
人
た
ち
と
し
て

知
ら
れ
て
い
た
の
は
昔
話
、
今
は
も
う
子
供
の
世
代
か
ら
背

が
伸
び
て
、
世
界
の
平
均
に
近
づ
い
て
い
る
。

そ
の
反
面
、
西
洋
文
明
病
は
何
も
か
も
皆
入

っ
て
き
た
。

高
血
圧
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
、
そ
の
他
、
伝
染
病
ま
で
、
ほ

と
ん
ど
な
い
も
の
な
し
、
と
い
う
く
ら
い
病
気
の
花
盛
り
だ
。

原
因
は
も
ち
ろ
ん
食
物
が
変
わ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
エ
ス
キ
モ
ー
に
限
ら
ず
、
開
発
途
上
国
は
ほ
と
ん

ど
同
じ
で
、
ア
フ
リ
カ
奥
地
で
も
何
も
か
も
西
洋
風
に
な
ろ

う
と
し
て
い
る
。
今
ま
で
あ
ま
り
口
に
し
な
か
っ
た
動
物
の

肉
が
、
栄
養
食
と
し
て
根
づ
よ
く
普
及
し
た
。
あ
る
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
医
者
が
、
ア
フ
リ
カ
に
行

っ
て
、
小
さ
な
町
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
毎
日
８
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
に
山
猿
を
い
っ
ぱ
い
積

ん
で
運
ん
で
く
る
の
を
見
た
。
中
に
は
エ
イ
ズ
の
源
に
な

っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
グ
リ
ー
ン
モ
ン
キ
ー
も
入

っ
て
い
る
と

報
告
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
食
料
用
と
し
て
で
あ
る
。

エ
ス
キ
モ
ー
の
場
合
は
、
反
対
に
砂
糖
だ
。
熱
帯
産
の
砂

糖
を
北
極
で
食
べ
た
ら
も
う
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
。
少
量

で
も
、
そ
の
害
は
極
端
に
現
わ
れ
る
。
エ
ス
キ
モ
ー
も
ま
た

砂
糖
中
毒
に
な

っ
た
。
そ
れ
が
栄
養
が
あ
る
と
も
学
ん
だ
。

現
代
栄
養
学
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
恐
ろ
し
い
も
の
な
の

で
あ
る
。

ガ
ブ
飲
み
で
カ
ル
シ
ウ
ム
欠

そ
れ
で
も
大
部
分
の
ア
メ
リ
カ
の
学
者
た
ち
は
反
論
す
る
。

「砂
糖
が
カ
ル
シ
ウ
ム
と
結
合
し
て
体
外
に
出
る
と
い
う
こ

と
は
科
学
的
に
証
明
さ
れ
な
い
」
と
。
そ
れ
な
ら
私
は
別
の

観
点
か
ら
証
拠
立
て
る
。
飲
み
物
の
消
費
量
か
ら
で
あ
る
。

米
国
の
ビ
ー
ル
の
消
費
量
は
六
十
二
億
ガ
ロ
ン
と
報
告
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
人
口
約
二
億
四
千
万
で
、
国
民

一
人
あ
た
り

約
九
十
六
リ
ッ
ト
ル
く
ら
い
に
な
る
。
コ
ー
ヒ
ー
の
量
は
推
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計
出
来
な
い
が
、
食
習
慣
か
ら
言

っ
て
ビ
ー
ル
よ
り
は
る
か

に
多
い
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
も

っ
と
飲
ま
れ
る
の
は
コ
ー

ラ
な
ど
の
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
ス
で
、
多
分
、
百
二
十
リ
ッ
ト

ル
以
上
だ
ろ
う
。

ビ
ー
ル
の
製
造
に
大
量
の
砂
糖
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は

周
知
の
こ
と
で
、
コ
ー
ヒ
ー
も
砂
糖
を
入
れ
な
け
れ
ば

一
杯

で
す
む
。
し
か
し
、
砂
糖
と
ミ
ル
ク
を
入
れ
れ
ば
二
杯
も
五

杯
も

一
度
に
飲
む
人
が
出
て
く
る
。
コ
ー
ラ
も
何
も
皆
そ
う

だ
。
ノ
ド
が
か
ゎ
い
た
か
ら
飲
む
の
で
は
な
い
。
お
い
し
い

か
ら
飲
む
の
で
あ
る
。

こ
の
他
に
果
物
ジ

ュ
ー
ス
、
野
菜
ジ

ュ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど

水
だ
。
い
ち
ば
ん
消
費
量
の
多
い
の
は
牛
乳
で
あ
る
。
先
に

書
い
た
通
り
、
三
百
五
十
リ
ッ
ト
ル
と
い
う
と
、
飲
み
物
総

計
で
、
ざ

っ
と
計
算
し
た
ら
八
百
リ
ッ
ト
ル
に
も
達
す
る
と

思
う
。
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
余
分
の
水
だ
。
飲
ま
な
く
て
も
す

む
も
の
を
飲
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
す
る
と
、
ど
の
く
ら
い
の
尿
が
出
る
か
。
飲
ん
だ
水
の

約
半
分
が
尿
と
し
て
排
泄
さ
れ
る
と
す
る
と
、
２
リ
ッ
ト
ル

余
計
に
飲
ん
だ
ら
尿
が
１
リ
ッ
ト
ル
余
計
に
出
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
カ
ル
シ
ウ
ム
の
量
は
、
人
に

よ

っ
て
も
違
う
が
、
約
？
冥
五
グ
ラ
ム
、
年
間
約
茜
グ
ラ
ム
、

五
十
年
で
は
下
ニ
キ
ロ
失
う
計
算
に
な
る
。
〓
一キ
ロ
と
い
う

と
、
全
身
の
カ
ル
シ
ウ
ム
量
と
ほ
ぼ
同
じ
に
な
る
。

毎
日
の
食
事
で

一
日
誰
で
も
？
五
グ
ラ
ム
く
ら
い
の
カ
ル
シ

ウ
ム
を
摂

っ
て
い
る
か
ら
、
年
間
８
グ
ラ
ム
く
ら
い
の
消
失

は
補
給
出
来
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
消
失
す
る
と
補
給
が

つ
か
な
い
の
で
、
骨
か
ら
取
り
崩
し
て
使
う
こ
と
に
な
る
。

だ
か
ら
、
砂
糖
の
味
に
つ
ら
れ
て
摂
り
入
れ
る
水
分
の
問

題
は
重
大
で
あ
る
。
カ
ル
シ
ウ
ム
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
燐
、
塩
、
そ
の
他
す

べ
て
の
ミ
ネ
ラ
ル
、
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ビ
タ
ミ
ン
が
皆
流
出
す
る
。
も

っ
と
大
切
な
ホ
ル
モ
ン
ま
で

常
に
失

っ
て
い
る
。
な
ぜ

「有
産
せ
む
し
未
亡
人
」
が
、
未

亡
人
で
な
く
て
も
増
加
し
た
か
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
中
で
も
特
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
の
消
失
は
大
き
い
。
砂
糖

で
も
澱
粉
で
も
、
炭
水
化
物
が
体
内
で
燃
焼
す
る
時
は
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
が
な
く
て
は
燃
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
は
大
量
に
消
費
さ
れ
る
。
戦
前
、
日
本
人
は
脚
気
に
悩
ま

さ
れ
た
が
、
こ
ん
な
に
ビ
タ
ミ
ン
剤
が
普
及
し
て
い
る
現
在

で
も
、
毎
年
約
２
万
人
は
脚
気
で
死
ん
で
い
る
。

玄
米
に
は
充
分
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
砂

糖
に
は
何
も
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
、
砂
糖
を
や
め
な
い
限

り
は
脚
気
の
根
絶
は
な
い
。
そ
の
上
、
悪
い
こ
と
に
砂
糖
を

摂
る
と
、　
一
時
に
大
量
の
糖
分
が
血
液
の
中
に
入

っ
て
来
る

か
ら
、
細
胞
が
過
剰
燃
料
で
不
完
全
燃
焼
を
起
こ
す
。
調
子

の
悪
い
自
動
車
が
黒
い
煙
を
吐
き
な
が
ら
走

っ
て
い
る
よ
う

な
状
態
で
、
体
内
に
炭
酸
、
酪
酸
、
乳
酸
、
焦
性
ブ
ド
ウ
酸

な
ど
が
発
生
し
て
血
液
を
酸
性
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
酸
は
有

機
酸
だ
か
ら
、
肺
か
ら
も
発
散
さ
れ
る
が
、
体
内
に
と
ど
ま

っ
て
害
を
与
え
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

砂
糖
は
有
害
な
だ
け

砂
糖
の
害
は
、
そ
れ
く
ら
い
で
は
な
い
。
も

っ
と
大
き
な

問
題
は
、
砂
糖
は
蛋
自
質
を
溶
か
し
て
出
す
。
血
液
の
糖
分

が
異
常
に
多
い
と
、細
胞
が
砂
糖
漬
け
に
な

っ
て
自
殺
す
る
。

そ
の
た
め
に
筋
肉
が
少
し
ず
つ
小
さ
く
な

っ
て
ゆ
き
、
子
供

の
場
合
は
太
れ
な
い
。
重
症
糖
尿
病
の
場
合
は
急
速
に
体
重

減
少
と
な
る
。
糖
尿
病
で
な
く
て
も
、
そ
れ
に
近
い
状
態
は

ど
こ
に
で
も
あ
る
。
も
し
そ
の
よ
う
な
状
態
の
時
に
細
菌
が

侵
入
す
る
と
、
体
の

一
個
所
の
筋
肉
を
冒
し
て

一
度
に
崩
壊

す
る
。
ポ
リ
オ
、
筋
萎
縮
症
な
ど
が
、
そ
の
例
で
あ
る
。

細
菌
が
内
臓
に
入

っ
た
ら
も

つ
と
悪
い
。
特
に
肺
は
外
か

ら
直
接
空
気
が
入

っ
て
来
る
か
ら
、
結
核
菌
、
肺
炎
菌
な
ど

が
入
り
や
す
い
。
肺
炎
の
場
合
は
急
性
で
、
細
胞
が
破
壊
さ

れ
、
液
体
が
肺
胞
に
充
満
し
て
急
速
に
死
に
向
か
う
が
、
結

核
の
場
合
は
細
胞
の
破
壊
が
徐
々
に
進
行
す
る
。

こ
れ
は
、
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
細
菌
が
細
胞
を
破
壊
し

て
、
蛋
白
質
を
血
液
に
補
給
し
て
体
を
助
け
て
い
る
と
も
言

え
て
、
も
と
も
と
細
菌
が
悪
い
の
で
な
く
て
砂
糖
が
悪
い
の

だ
が
、
誰
も
皆
甘
い
も
の
が
好
き
だ
か
ら
、
そ
う
は
考
え
な

い
。
以
前
は
結
核
患
者
と
い
え
ば
、
や
せ
て
い
る
に
決
ま

っ

て
い
た
。
最
近
は
薬
の
発
達
し
た
せ
い
で
、
病
気
が
は
る
か

に
複
雑
に
な

っ
て
、
腎
臓
そ
の
他
、
体
の
ど
こ
で
も
冒
し
、

太

っ
た
人
で
も
例
外
で
は
な
く
な

っ
た
。
こ
れ
は
も

っ
と
恐

ろ
し
い
こ
と
で
、
後
日
こ
の
問
題
は
改
め
て
論
じ
る
。

と
す
る
と
、
実
際
問
題
と
し
て
砂
糖
は
肉
以
上
に
有
害
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
事
実
そ
の
通
り
、
砂
糖
は
人
間
の
生
活

に
必
須
な
食
品
で
は
な
い
。
完
全
に
不
要
、
有
害
な
も
の
で

あ
る
。
栄
養
的
に
は
、
熱
量
の

「可
能
性
」
が
あ
る
、
と
い

う
だ
け
で
、
ほ
か
に
何
も
な
い
。
「可
能
性
」
と
い
う
の
は
、

も
し
よ
く
燃
焼
し
た
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
、
と
い
う
こ
と

で
、
現
実
の
高
カ
ロ
リ
ー
食
で
は
な
い
。
こ
こ
に
砂
糖
会
社

の
宣
伝
の
ウ
ソ
が
あ

っ
た
。
現
実
の
高
カ
ロ
リ
ー
食
品
と
い

う
の
は
炭
水
化
物
を
中
心
に
し
て
同
時
に
必
要
な
栄
養
素
を

全
部
含
ん
で
い
る
。
玄
米
が
そ
の
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。

日
本
の
男
は
、
甘
い
も
の
と
い
え
ば
女
子
供
の
食
べ
る
も

の
と
し
て
手
を
出
さ
な
か

っ
た
。酒
を
少
々
た
し
な
む
方
が
よ

ほ
ど
ま
し
で
あ
る

（酒
の
品
質
の
問
題
は
あ
る
に
し
て
も
）。

だ
い
た
い
甘
党
の
男
は
女
性
的
で
、
大
き
な
仕
事
、
男
性
的

な
仕
事
は
向
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
砂
糖
は
体
を

冷
や
す
か
ら

（そ
の
理
由
は
前
に
書
い
た
栄
養
分
の
喪
失
か

ら
）、
性
的
不
能
そ
の
他
の
障
害
が
出
て
く
る
。
ア
メ
リ
カ
人

は
食
い
し
ん
ぼ
う
だ
か
ら
、
男
も
女
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
も
飲

め
ば
甘

い
も
の
も
食
べ
る
。

砂
糖
は
性
欲
鎮
静
剤

で
は
、
な
ぜ
女
性
が
甘
い
も
の
を
よ
け
い
に
食
べ
る
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
。
こ
れ
も
、
人
間
の
健
康
、
病

気
と
み
な
関
連
し
て
い
る
こ
と
だ
。
前
に
、
男
性
が
肉
を
食

べ
た
が
る
の
は

一
つ
の
理
由
と
し
て
性
能
力
を
強
め
よ
う
と

す
る
か
ら
だ
、
と
書
い
た
。
そ
れ
と
ち
ょ
う
ど
反
対
に
、
女

性
は
砂
糖
を
性
欲
の
鎮
静
剤
と
し
て
利
用
す
る
。
生
理
的
構

造
の
違
う
女
性
に
は
、
過
剰
性
欲
は
苦
痛
の
種
に
な
る
。
積

極
的
に
仕
掛
け
て
み
て
も
、
男
性
が
応
じ
て
く
れ
な
け
れ
ば

ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
歴
史
的
に
、
女
性
に
対
す
る
貞
操
の

要
求
は
強
烈
で
あ

っ
た
。
甘
い
も
の
が
女
性
の
不
満
を
な
ぐ

さ
め
る
役
を
果
た
し
て
き
た
、
と
考
え
て
い
い
。
そ
の
こ
と

は
男
性
も
承
知
と
み
え
て
、
外
で
遊
ん
で
き
た
帰
り
に
は
菓

子
折
り

一
つ
買

っ
て
帰
る
の
が
常
識
に
な

っ
て
い
る
。

そ
の
程
度
は
仕
方
が
な
い
と
し
て
も
、
女
性
が
や
た
ら
に

甘
い
も
の
を
食
べ
る
と
、
不
感
症
、
不
妊
、
月
経
異
常
、
子

宮
後
屈
な
ど
の
体
の
異
常
を
引
き
起
こ
し
、
性
生
活
を
好
ま

な
い
よ
う
に
な
る
。
そ
う
な

っ
て
か
ら
医
者
に
行

っ
て
も
手

に
負
え
な
い
。

さ
ら
に
悪
い
こ
と
は
、
真
菌
類

（カ
ビ
）
に
よ
る
病
気
は

砂
糖
が
最
大
の
原
因
で
あ
る
。
も
う
日
本
で
も
「イ
ー
ス
ト
・

イ
ン
フ
ェ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
酒

そ
の
他
の
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
、
パ
ン
、
良
質
の
食
酢
な
ど
は

み
な

一
種
の
カ
ビ
の
作
用
で
作
ら
れ
る
こ
と
は
良
く
知
ら
れ

て
い
る
。
発
酵
に
は
砂
糖
が
必
須
の
材
料
で
あ
る
。
澱
粉
で

も
い
い
が
、
澱
粉
は

一
度
糖
分
に
変
わ

っ
て
か
ら
変
化
す
る
。
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糖
分
は
カ
ビ
の
最
高
の
栄
養
で
あ
り
大
好
物
で
あ
る
。
甘
い

も
の
な
ら
何
に
で
も
た
か
っ
て
く
る
か
ら
、
砂
糖
を
食
べ
て

体
の
甘
く
な
っ
た
人
も
、
こ
れ
に
は
簡
単
に
や
ら
れ
て
し
ま

一ｎノ。カ
ビ
類
は
、
種
子
で
は
な
く
胞
子
で
繁
殖
す
る
か
ら
、
ご

く
小
さ
く
て
、
ど
こ
に
で
も
飛
ん
で
行
く
。
そ
の
上
に
、
耐

性
が
強
く
て
、
環
境
が
悪
け
れ
ば
長
い
間
、
時
機
を
待

っ
て

い
る
。
い
っ
た
ん
、
砂
糖
と
し
め
り
気
が
来
る
と
、　
一
度
に

息
を
吹
き
返
し
た
よ
う
に
繁
殖
を
始
め
る
。
急
性
の
病
気
に

な
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
慢
性
に
じ
わ
り
じ
わ
り
と
悪
化
し

て
く
る
か
ら
始
末
が
悪
い
。
始
ま

っ
た
と
思

っ
た
ら
、
も
う

相
当
に
進
ん
で
い
る
の
で
、
本
人
の
気
づ
か
な
い
う
ち
に
、

も
う
胞
子
を
ま
き
ち
ら
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
急
速
に
広

ま

っ
て
、
多
分
ア
メ
リ
カ
に
は

一
千
万
人
以
上
の
患
者
が
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
男
性
に
は
あ
ま
り
な
か
っ

た
。
男
の
体
に
は
湿

っ
た
場
所
が
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
も
昔
の
話
と
な

っ
た
。

〈
フ
、
エ
イ
ズ
の
患
者
に
は

「イ
ー
ス
ト
・イ
ン
フ
ェ
ク
シ
ョ

ン
」
が
ザ
ラ
で
あ
る
。
肛
門
、
日
、
の
ど
、
腸
に
ま
で
カ
ビ

が
進
出
し
て
、
手
に
負
え
な
い
始
末
の
悪
い
病
気
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
に
エ
イ
ズ
に
い
ち
ば
ん
多
い
の
は
、
肺
炎
の

一

種
で

「
カ
リ
ニ
肺
炎
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
初
め

て
こ
の
肺
炎
の
原
因
を
発
見
し
た
プ
ラ
ジ
ル
人
の
名
を
と

っ

た
も
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
後
進
国
の
プ
ラ
ジ
ル

で
、
世
界
で
初
め
て
発
見

（
死
こ
年
）
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

も
注
目
す
る
価
値
が
あ
る
。
プ
ラ
ジ
ル
は
ハ
チ
ミ
ツ
の
生
産

で
世
界

一
、
砂
糖
は
第
二
で
あ
る
。
最
近
ま
で
、
こ
の
病
気

は
乳
幼
児
以
外
に
は
欧
米
の
国
々
に
は
、
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、

内
臓
移
植
患
者
が
時
た
ま
か
か
る
く
ら
い
で
あ

つ
た
。
し
か

し
、
こ
こ
へ
来
て
エ
イ
ズ
で

一
時
に
大
量
の
人
た
ち
が
か
か

っ
て
し
ま

っ
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
抵
抗
力
の
低
下
だ

が

、

そ

の

原

因

と

し

て

は

、

Ｈ

Ｉ

Ｖ

Ｔ

ｃ
ヨ
”
ヨ

Ｆ

ヨ

Ｅ

Φ

∪
ｏ
ｈ一ｏ
】ｏ
ス
Ч
≦
Ｅ
じ
、
「人
体
抵
抗
力
破
壊
ヴ
ィ
ー
ル
ス
」

と
で
も
訳
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
、
ア
メ
リ
カ
の
ロ
バ
ー
ト
博
士

は

「
こ
れ
は
日
本
で
特
殊
な
白
血
病
を
起
こ
し
て
い
る
Ｈ
Ｔ

Ｌ
Ｖ

‐
Ｉ
と
同
属
の
ヴ
ィ
ー
ル
ス
と
し
て
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ

‐
Ⅲ
で

あ
る
」
と
発
表
し
た
が
、
ブ」
れ
は
誤
り
で
、
自
血
病
そ
の
他
ガ

ン
を
起
こ
す
作
用
は
な
く
て
、
自
血
球
を
主
に
狙
う
か
ら
、

昨
年
、
国
際
委
員
会
で
名
前
を
変
え
た
。
今
で
は
も
う
日
本

で
も
、
こ
れ
が
エ
イ
ズ
の
原
因
と
し
て
通

っ
て
い
る
と
思
う

が
、
正
確
に
は
、
い
ま
だ
確
定
に
は
ほ
ど
遠
い
。

そ
の
う
ち
に
、
最
初
の
発
見
者
、
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ン
テ
ー

ニ
ュ
博
士
に
よ

っ
て
第
二
の
候
補
が
発
見
さ
れ
た
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ

‐
Ⅱ
、
同
属
の
第
二
号
で
あ
る
。

「異
な

っ
た
ヴ
ィ
ー
ル
ス

が
同
じ
病
気
を
起
こ
す
と
は
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
こ
れ

は
事
実
で
あ
る
」
と
学
会
は
混
乱
し
た
。
さ
ら
に
、
も
う

一

つ
発
見
し
た
と
い
う
報
告
が
出
た
が
、
こ
れ
は
少
し
ア
イ
マ

イ
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
に
、
結
核
菌
の

一
種
が
原
因
で
あ
る
と
か
、
バ

イ
毒
菌
が
原
因
で
あ
る
と
か
、
そ
れ
ぞ
れ
幾
多
の
理
由
を
挙

げ
て
主
張
す
る
学
者
も
た
く
さ
ん
い
る
か
ら
、
ま
だ
、
ど
う

い
う
こ
と
に
な
る
の
か
分
か
ら
な
い
。

血
液
検
査
法
も
、
抗
体
を
発
見
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
完
成

さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
実
は
不
確
実
な
も
で
あ
る
。
例
外
的
に

で
は
あ
る
が
、
全
身
エ
イ
ズ
症
状
で
は

っ
き
り
し
て
い
な
い

患
者
に
、
検
査
結
果
に

（
一
）
が
出
た
り

（カ
ポ
シ
肉
腫
に

多
い
）、
何
回
も
検
査
す
る
と

（＋
）
が
出
た
り

（
一
）
が
出

た
り
で
、
ど
ち
ら
と
も
決
め
ら
れ
な
い
、
ほ
ぼ
確
実
だ
な
ど

と
い
う
の
は
ウ
ソ
で
、
少
な
く
と
も
あ
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い

の
誤
り
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
菌
発
見
者
は
、
別
の
血
液
検
査
が
必
要
で
あ

る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
も
大
変
な
金
が
か
か

る
の
に
、
将
来
、
他
の
菌
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

っ
て
、

問
題
は
い
つ
解
決
さ
れ
る
の
か
、
見
通
し
が
つ
か
な
い
。

脳

病

と

砂

糖

そ
の
う
え
悪
い
こ
と
に
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
脳
細
胞
を
攻
撃
す
る

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
も

っ
と
頭
の
痛
い
問

題
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
前
に
書
い
た
ス
ク
レ
イ
ピ
ー
は

羊
の
脳
病
だ

っ
た
し
、

ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ヤ
の
ク
ー
ル
ー
も
人
間

の
脳
病
で
あ
り
、
今
、
エ
イ
ズ
の
ヴ
ィ
ー
ル
ス
を
見
直
し
て

み
る
と
、
こ
れ
も
同
じ
種
類
の
レ
ト
ロ
ヴ
ィ
ー
ル
ス
、
レ
ン

テ
ィ
ヴ
ィ
ー
ル
ス
で
あ
る
。
事
実
、
エ
イ
ズ
患
者
の
中
か
ら

頭
の
お
か
し
い
の
が
次
々
と
出
て
き
た
。
狂

っ
た
よ
う
に
な

っ
て
死
ん
だ
の
も
い
る
。

と
す
る
と
、
も
う

一
度
ク
ー
ル
ー
病
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
ク
ー
ル
ー
は

一
九
六
〇
年
に
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
と

い
う
こ
と
は
、
医
学
的
に
観
察
さ
れ
て
か
ら
、
ま
す
ま
す
増

え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
習
慣
と
し
て
、
フ
ォ

ア
族
は
太
古
の
時
代
か
ら
人
肉
食
を
続
け
て
き
た
に
違
い
な

い
。
病
気
も
ま
た
長
い
問
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、

種
族
を
滅
ぼ
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
問
題
に
は
な
ら
な
か
つ
た
。

そ
れ
が
、
急
に
増
加
し
始
め
た
と
い
う
の
は
、
何
か
他
の
条

件
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
、
そ
れ
は
砂
糖
で
あ

る
。
こ
の
人
た
ち
も
ま
た
、
砂
糖
の
味
に
魅
せ
ら
れ
て
し
ま

っ
た
。
不
思
議
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
人
間
の
体

は
、
大
量
の
砂
糖
が
脳
に
上
が

っ
て
行

っ
て
消
費
さ
れ
る
よ

う
に
出
来
て
い
る
の
で
あ
る
。

前
に

「植
物
は
葉
で
蜜
を
合
成
し
、
そ
の
蜜
は
上
に
あ
が
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っ
て
行

っ
て
花
と
果
物
の
中
に
貯
え
ら
れ
、
濃
縮
し
た
ら
澱

粉
と
な

っ
て
根
の
方
に
下
が

っ
て
行
く
」
と
書
い
た
。
上
に

あ
が
る
力
は
蜜
が
い
ち
ば
ん
強
く
、
そ
の
次
は
砂
糖
と
考
え

て
間
違
い
な
い
。

私
は
今
ま
で
省
略
し
て
き
た
が
、
蜜
は
い
ち
ば
ん
強
い
糖

分
で
、
脳
の
た
め
に
は
最
高
の
栄
養
で
あ
る
と
同
時
に
、
最

高
の
毒
な
の
で
あ
る
。
変
な
こ
と
を
言
い
出
し
た
と
思
わ
れ

る
か
も
知
れ
な
い
が
、
ど
う
も
こ
れ
は
事
実
ら
し
い
。
わ
れ

わ
れ
の
摂
る
炭
水
化
物
は
糖
と
な

っ
て
、
そ
の
う
ち
約
舌
パ

ー
セ
ン
ト
は
脳
が
消
費
す
る
。

頭
を
使

っ
た
ら
、
も

っ
と
脳
細
胞
が
糖
を
消
費
す
る
か
ど

う
か
は
確
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
最
近
開
発
さ
れ
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ

（り
ｏ
■
一「
ｏ
・
同
ヨ
お
■
ｏ
５
日
０
日
０
”
「
”
０
デ
】
∽
ｏ
”
●
●
ｏ
『
）
と
一い
いつ

精
密
検
査
器
に
か
け
る
と
、
脳
細
胞
の
作
用
が
観
察
で
き
る

よ
う
に
な

っ
た
。
そ
こ
で
、
放
射
性
物
質
を
ま
ぜ
た
糖
分
を

入
れ
て
や
る
と
、
細
胞
が
ど
の
よ
う
に
糖
分
を
使

っ
て
い
る

か
が
分
か
る
。
確
か
に
活
発
に
働
い
て
い
る
細
胞
ほ
ど
糖
分

を
使

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題

が
解
け
て
く
る
。
私
の
考
え
で
は
、
少
量
の
糖
分
は
、
最
初

の
う
ち
は
脳
を
活
発
に
す
る
よ
う
に
働
く
。
し
か
し
、
こ
こ

に
落
と
し
穴
が
あ
る
こ
と
は
、
お
断
り
し
て
お
く
。

脳
を
働
か
す
も
の

た
と
え
ば
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
天
才
た
ち
で
あ
る
。
ア
レ

キ
シ
ス

・
カ
レ
ル
ほ
ど
の
大
学
者
で
も
、

「ど
う
い
う
理
由

で
、
こ
の
時
代
に
突
如
と
し
て
数
多
く
の
天
才
た
ち
が
続
出

し
た
か
、
も
し
そ
の
理
由
が
つ
か
め
た
ら
、
人
類
に
対
す
る

貢
献
も
大
き
い
だ
ろ
う
」
と
書
い
て
い
る
。

（
『人
間
―
こ

の
未
知
な
る
も
の
』
桜
沢
如

一
訳
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
編
５９
ペ

ー
ジ
）

そ
れ
は
、
紀
元
前
約
四
百
三
十
年
ご
ろ
で
、
ペ
リ
ク
レ
ス

時
代
と
呼
ば
れ
、
文
化
史
上
で

一
時
期
を
画
し
た
時
で
あ
る
。

科
学
、
哲
学
、
医
学
、
数
学
、
絵
画
、
彫
刻
、
そ
の
他
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
超
天
才
が
続
出
し
た
。
中
国
の
孔
子
、
イ
ン
ド

の
釈
迦
と
ほ
と
ん
ど
同
時
代
で
、
他
に
類
例
を
探
す
な
ら
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
芸
復
興
期
く
ら
い
だ
ろ
う
。

し
か
も
、
こ
れ
ら
の
天
才
た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど
ア
テ
ネ
ま

た
は
そ
の
周
辺
の
出
身
者
で
あ
る
か
住
人
で
あ
る
。
そ
れ
以

前
に
、
ア
テ
ネ
は
ペ
ル
シ
ャ
の
大
軍
を
破

っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ

一
の
強
力
な
都
市

（国
家
）
と
な
り
、
地
中
海
貿
易
の
中

心
地
と
な

っ
て
、
巨
額
の
富
を
蓄
積
し
た
。

私
は
、
こ
の
こ
ろ
ア
テ
ネ
人
が
北
ア
フ
リ
カ
、
エ
ジ
プ
ト
、

リ
ビ
ア
な
ど
か
ら
ハ
チ
ミ
ツ
を
大
量
に
輸
入
し
て
普
及
し
た

と
思
う
。
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
は
、
や
や
早
く
、

「少
量
の
蜜
と
穀

物
と
水
の
簡
単
食
を
摂
れ
」
と
教
え
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
は
高
価
で
あ

っ
た
。
現
代
人

が
食
べ
て
い
る
ほ
ど
の
生
産
高
は
な
い
。

私
は
も
う

一
つ
の
要
素
を
挙
げ
る
。
そ
れ
は

「鉄
」
で
あ

る
。
鉄
は
血
液
中
に
少
量
入

っ
て
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
中
心
と

な
り
、
肺
か
ら
細
胞
へ
酸
素
を
運
ぶ
元
素
で
あ
る
。
脳
は
酸

素
の
最
大
の
消
費
者
で
あ
る
。
肺
が
取
り
入
れ
る
酸
素
の
う

ち
約
量
パ
ー
セ
ン
ト
は
脳
が
使
い
、
も
し
考
え
ご
と
で
も
す

る
な
ら
三
パ
ー
セ
ン
ト
も
消
費
す
る
。
こ
の
こ
ろ
、
料
理
用

の
鍋
に
鉄
が
用
い
ら
れ
て
普
及
し
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
は

ま
だ
高
価
で
、　
一
般
人
ま
で
使

っ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な

い
が
、
貴
族
、
有
産
階
級
は
こ
れ
を
使

っ
た
。

そ
れ
ま
で
は
、
銅
器
か
土
鍋
が
普
通
で
、
王
族
は
金
、
銀

を
使

っ
た
も
の
と
思
う
。
し
た
が

っ
て
、
天
才
た
ち
は
ほ
と

ん
ど
貴
族
、
有
産
階
級
の
出
身
で
あ

っ
た
。
中
国
で
も
イ
ン

ド
で
も
、
鉄
器
の
普
及
は
ほ
と
ん
ど
同
時
代
だ

っ
た
。
文
芸

復
興
期
は
、
蜜
と
砂
糖
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
普
及
し
た
時
期
と

一
致
す
る
。

し
か
し
、
不
幸
に
し
て
ペ
リ
ク
レ
ス
の
天
才
時
代
は
長
く

続
か
な
か

っ
た
。
同
民
族
の
新
興
勢
力
、
ス
パ
ル
タ
が
ア
テ
ネ

の
指
導
権
を
奪
い
取
ろ
う
と
し
て
戦
争
を
仕
掛
け
て
き
た
。

ス
パ
ル
タ
の
陸
軍
は
有
名
な
つ
わ
も
の
ど
も
だ
が
、
海
軍
が

弱
く
、
財
政
的
に
貧
弱
で
、
誰
の
目
に
も
勝
て
る
戦
の
よ
う

に
見
え
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
ど
う
し
た
こ
と
か
戦
争
が
始
ま
る
や
間
も
な

く
、
疫
病

（伝
染
病
）
が
突
如
と
し
て
ア
テ
ネ
を
襲

っ
た
。

被
害
は
軍
隊
か
ら
始
ま

っ
て
、
庶
民
の
間
に
入
り
、
人
口
の

２
割
く
ら
い
が
死
ん
だ
の
で
は
な
い
か
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。

症
状
は
、
高
熱
に
始
ま

っ
て
下
痢
な
ど
が
起
き
る
が
、
記
録

が
ア
イ

マ
イ
で
、
現
代
医
学
の
病
名
を
あ
て
は
め
る
こ
と
が

出
来
な
い
。

記
録
を
残
し
た
の
は
、
主
に
ツ
キ
ジ
デ
ス
で
、
病
気
は
エ

ジ
プ
ト
ま
た
は
リ
ビ
ヤ
か
ら
来
た
、
と
書
い
て
あ
る
が
、
詳

細
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
も
不
思
議
な
こ
と
に
、
病
気
は
ア

テ
ネ
と
そ
の
同
盟
都
市
だ
け
で
、
ス
パ
ル
タ
と
そ
の
同
盟
都

市
は
全
然
被
害
が
な
い
。
こ
れ
で
両
勢
力
ほ
ぼ
同
数
と
な

っ

て
、
戦
争
は
約
二
十
年
続
い
た
後
、
ア
テ
ネ
は
つ
い
に
屈
服

し
た
。

ツ
キ
ジ
デ
ス
嘆
い
て
い
わ
く

「も
し
恋
族
に
蹂
躙
さ
れ
ぎ

ら
ば
、
文
化
の
繁
栄
見
る
べ
き
も
の
あ
り
し
な
ら
ん
」
と
。

彼
の
み
で
な
く
、
後
世
の
文
化
人
が

一
様
に
こ
の
敗
北
を
惜

し
ん
だ
。

さ
て
、
そ
う
な
る
と
、
い
っ
た
い
こ
の
病
気
は
何
か
。
ど

う
し
て
そ
う
い
う
こ
と
に
な

っ
た
か
。
歴
史
家
、
医
学
研
究

者
に
と

っ
て
興
味
の
あ
る
問
題
と
な
る
。
当
然
、
た
く
さ
ん

の
議
論
が
た
た
か
わ
さ
れ
た
が
、
ま
だ
、
こ
れ
ら
し
い
と
い
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う
定
説
は
な
い
。
私
に
は
、
大
量
死
の
原
因
は
、
サ
ル
モ
ネ

ラ
ま
た
は
類
似
の
菌
で
、
食
物
、
た
ぶ
ん
果
物
か
肉
に
つ
い

て
ア
フ
リ
カ
か
ら
来
た
。
そ
れ
が
流
行
性
感
冒
と

一
緒
に
な

つ
た
か
ら
、
あ
の
惨
状
を
ひ
き
起
こ
し
た
も
の
と
見
え
る
。

と
す
る
と
、
天
才
た
ち
の
誕
生
も
輸
入
食
品
が
も
た
ら
し
、

そ
れ
が
ま
た
疫
病
を
導
入
し
て
、
ア
テ
ネ
は
終
焉
を
迎
え
た

こ
と
に
な
る
。

十
字
軍
が
エ
ル
サ
レ
ム
に
遠
征
し
て
、
そ
こ
で
戦
士
た
ち

が
発
見
し
た
も
の
は
、
異
国
の
珍
味
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神

と
は
違

っ
た
神
を
信
じ
て
、
結
構
幸
福
に
暮
ら
し
て
い
る
人

た
ち
で
あ

っ
た
。
エ
ホ
パ
だ
け
が
唯

一
の
神
と
教
え
ら
れ
、

世
の
終
わ
り
が
来
る
と
信
じ
て
暮
ら
し
て
き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
た
ち
は
び

っ
く
り
し
た
。

東
西
の
貿
易
が
盛
ん
に
な
り
、
ベ
ニ
ス
な
ど
が
そ
の
中
心

と
し
て
栄
え
、
神
に
代
わ

っ
て
人
間
の
力
を
信
じ
て
文
化
の

復
興
と
な

っ
た
。
こ
の
時
入

っ
て
来
た
物
は
、
香
辛
料
、
コ

ー
ヒ
ー
、
茶
な
ど
の
ほ
か
、

ハ
チ
ミ
ツ
、
砂
糖
な
ど
で
あ

っ

た
。
航
海
術
と
造
船
技
術
の
進
歩
で
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
発

見
、
世
界

一
周
、
貿
易
の
大
発
展
が
実
現
し
た
。

当
時
、
随

一
の
超
天
才
は
レ
オ
ナ
ル
ド

・
ダ

・
ヴ
ィ
ン
チ

で
あ
る
が
、
彼
は
当
時
の
人
と
し
て
は
珍
し
く
独
身
だ

っ
た
。

ま
た
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
、
ガ
リ
レ
オ
そ
の
他
多
く
の
天
才
が

出
現
し
た
。
こ
の
時
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
ほ
ど
に
集
中
し
て
い

な
い
が
、
そ
の
波
は
死
世
紀
ま
で
続
い
て
い
た
。
音
楽
の
天

才
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

な
ど
は
好
ん
で
砂
糖
を
食
べ
た
。
現
代
医
学
の
父
と
言
わ
れ

る
ル
イ

・
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
も
例
外
で
は
な
か

っ
た
。
四
十
六

歳
で
半
身
が
不
自
由
と
な
り
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
体
で
、

あ
れ
だ
け
の
研
究
と
発
見
を
し
た
の
だ
か
ら
感
心
す
る
が
、

ま
た
、
彼
の
重
大
な
見
落
と
し
、
な
ぜ
自
分
が
半
身
不
随
に

な
っ
た
か
と
い
う
原
因
は
見
抜
け
な
か
っ
た
。
他
の
天
才
た

ち
は
皆
短
命
だ
っ
た
。
有
名
な
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
、
シ
ェ
リ

ー
は
二
十
歳
で
肺
結
核
で
死
ん
だ
。

天
才
に
異
常
者

そ
れ
な
ら
、
私
も
子
供
を
天
才
に
し
て
有
名
に
な
り
た
い
、

な
ど
と
考
え
る
人
も
出
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
念
の
た

め
に
書
く
が
、
天
才
た
ち
の
社
会
に
対
す
る
貢
献
は
た
し
か

に
偉
大
だ

っ
た
。
し
か
し
、
家
族
に
と

っ
て
は
負
担
に
は
な

っ
て
も
利
益
に
な

っ
た
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
親
の
財
産

を
蕩
尽
す
る
く
ら
い
は
ザ
ラ
で
、
け
た
は
ず
れ
に
行
動
の
異

常
な
人
も
多
か

っ
た
。
そ
の
上
、
短
命
、
あ
る
い
は
病
気
が

ち
な
ど
、
ど
う
見
て
も
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ

平
凡
で
も
健
康
な
子
供
た
ち
に
め
ぐ
ま
れ
る
方
が
よ
ほ
ど
幸

せ
で
あ
る
。

最
近
の
精
神
異
常
者
の
急
増
も
ま
た
砂
糖
の
害
の

一
部
で

あ
る
。
化
学
薬
品
な
ど
の
影
響
も
あ
る
に
は
違
い
な
い
が
、

こ
の
異
常
さ
は
、
た
し
か
に
砂
糖
が
関
係
し
て
い
る
。

脳
と
い
う
の
は
、
人
体
の
中
で
も
最
も
精
巧
に
出
来
て
い

る
器
官
で
、
他
の
諸
器
官
と
比
べ
て
も
最
も
利
口
で
、
普
通

の
状
態
で
は
、
少
し
余
計
に
使

っ
て
や
ろ
う
と
思

っ
て
も
要

求
に
従
わ
な
い
。　
一
定
限
度
使
う
と
、
自
動
的
に
活
動
を
休

止
し
て
、
ア
ク
ビ
、
深
呼
吸
を
要
求
す
る
か
、
記
憶
喪
失
、

集
中
力
散
漫
、
思
考
停
止
と
な
る
か
で
な
け
れ
ば
、
こ
っ
そ

り
と
眠

っ
て
し
ま

っ
て
、も
う
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入

っ
て
い
る
。

こ
の
点
、
他
の
筋
肉
な
ど
と
全
然
違
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ

れ
を
お
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
、
薬
品
な
ど
で
刺
激
し
て
、
も

っ
と

働
か
せ
る
こ
と
が
出
来
る
。

「甘
い
も
の
を
あ
げ
る
か
ら
、

も

っ
と
勉
強
し
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
子
供
み
た
い
に
、
砂

糖
を
入
れ
て
や
れ
ば
、　
一
時
だ
け
猛
烈
に
働
く
ら
し
い
。

し
か
し
、
そ
ん
な
ご
褒
美
は
、
よ
ほ
ど
上
手
に
使
わ
な
い

と
、
後
で
猛
烈
な
反
動
が
来
る
。
ま
ず
頭
痛
。
ア
メ
リ
カ
だ

け
で
五
千
万
人
以
上
の
慢
性
頭
痛
持
ち
が
い
る
と
い
う
か
ら
、

ま
ず
あ
き
れ
る
他
は
な
い
。
と
す
る
と
、
全
人
口
は

一
年
に

一
回
や
二
回
は
頭
痛
に
悩
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。
私
な
ど
は
、

頭
が
悪
い
せ
い
か
、玄
米
を
食
べ
始
め
て
か
ら
五
十
年
以
上
、

砂
糖
を
食
べ
な
い
か
ら
、
頭
痛
に
悩
ま
さ
れ
た
記
憶
な
ど

一

つ
も
な
い
。

ア
ス
ピ
リ
ン
も
発
ガ
ン
性

そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
人
は
ど
う
す
る
か
見
て
い
る
と
、
ま

ず
ア
ス
ピ
リ
ン
を
二
、
三
個
口
に
ほ
う
り
込
ん
で
、
水
で
流

し
こ
み
、
寝
て
し
ま
う
。
ア
ス
ピ
リ
ン
は
今
ま
で
無
害
の
方

能
薬
み
た
い
に
使
わ
れ
て
、
今
で
も
薬
局
の
売
り
上
げ
の
ト

ッ
プ
で
あ
り
、
頭
痛
、
感
冒
、
熱
、
一局
血
圧
、
そ
の
他
、
ア
シ

ド
ー
シ
ス
中
和
剤
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
ア
ス
ピ
リ
ン
が

効
か
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
人
は
、
他
の
鎮
痛
剤
、
精
神
安

定
剤
な
ど
を
の
む
。

最
近
、
ア
ス
ピ
リ
ン
は
発
ガ
ン
性
物
質
で
あ
り
、
ま
た
、

子
供
の
レ
イ
ズ

・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（急
性
の
脳
病
で
、
助
か

る
見
込
み
は
少
な
い
）
の
原
因
と
も
な
り
、
腎
臓
病
、
腸
壁

を
荒
ら
す
な
ど
と
い
う
理
由
か
ら
、
薬
局
で
の
自
由
販
売
禁

止
と
決
定
、
近
い
う
ち
に
実
施
さ
れ
て
、
医
者
の
処
方
箋
を

も
ら
わ
な
け
れ
ば
買
え
な
く
な
る
。

ア
ス
ピ
リ
ン
が
発
見
さ
れ
た
の
は
十
九
世
紀
の
終
り
だ
か

ら
、
そ
れ
ま
で
は
、
そ
ん
な
便
利
で
有
害
な
も
の
は
な
か
っ

た
。
天
才
た
ち
も
砂
糖
を
ほ
ど
ほ
ど
に
食
べ
て
上
手
に
使
い

こ
な
し
た
人
た
ち
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

頭
痛
に
な
ら
な
い
で
、
脳
が
働
き
続
け
る
異
常
も
あ
る
。

神
経
症
、
憂
う
つ
症
な
ど
と
呼
ば
れ
て
、
い
つ
ま
で
も
不
要
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な
こ
と
を
考
え
続
け
る
と
か
、
心
配
し
続
け
る
と
か
、
幻
覚
、

妄
想
な
ど
に
襲
わ
れ
て
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
そ

の
う
ち
に
疲
れ
て
寝
て
し
ま
え
ば
回
復
の
見
込
み
も
あ
る
が
、

目
が
覚
め
た
ら
、
ま
た
甘
い
物
を
口
に
ほ
う
り
込
む
か
ら
、

と
ど
ま
る
と
こ
ろ
な
し
で
、
医
者
に
行

っ
て
も
、
何
が
原
因

か
さ

っ
ば
り
分
か
ら
ず
、
精
神
安
定
剤
な
ど
を
も
ら

っ
て
、

一
時
だ
ま
し
を
さ
れ
る
ぐ
ら
い
で
、
後
日
ま
す
ま
す
こ
じ
ら

せ
て
悪
化
し
て
し
ま
う
。
も
う
、
そ
う
な

っ
た
ら
明
ら
か
に

精
神
病
、
精
神
異
常
で
、
薬
も
何
も
な
い
。

精
神
病
と
と
も
に
激
増
し
て
い
る
の
が
脳
病
で
あ
る
。
以

前
は
梅
毒
性
の
脳
病
が
い
ち
ば
ん
多
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た

が
、
最
近
は
ヴ
ィ
ー
ル
ス
性
の
脳
病
の
増
加
が
す
ご
い
。

そ
の
他
に
ま
だ
原
因
が
分
か
ら
な
い
の
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
と
い
う
老
人
性
痴
呆
症
み
た
い
な
病
気
だ
。
ど
こ
の

国
で
も
老
人
に
な
る
と
頭
が
ボ
ケ
て
く
る
の
で
、
モ
ー
ロ
ク

と
か
何
と
か
名
づ
け
て
、
あ
き
ら
め
て
い
た
が
、
今
は
も
う

老
人
だ
け
で
な
し
に
、
四
十
代
、
五
十
代
か
ら
ボ
ケ
始
め
て
、

七
十
に
も
な

っ
た
ら
も
う
体
も
動
け
な
い
。

寝
た

っ
き
り
で
、
や
れ
飯
を
食
わ
せ
ろ
、
お
茶
を
持

っ
て

こ
い
、
と
か
、
便
を
と

っ
て
く
れ
と
か
、
看
病
に
二
人
く
ら

い
常
に
雇

っ
て
お
か
な
い
と
手
に
負
え
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の

家
族
に
自
分
の
父
母
の
面
倒
を
見
る
人
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
い

か
ら
、
皆
雇
わ
れ
た
看
護
婦
な
ど
だ
。
早
く
死
ん
で
く
れ
、

な
ど
心
の
中
で
思

っ
て
い
る
人
が
あ
る
か
ど
う
か
は
知
ら
な

い
が
、
な
か
な
か
死
な
な
い
。
重
症
、
軽
症
合
わ
せ
て
約
五

百
万
人
も
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
そ
の
経
済
的

負
担
は
大
変
な
も
の
に
な
る
。
平
均
寿
命
が
延
び
た
と
い
っ

て
も
、
手
放
し
で
喜
べ
な
い
。
最
近
は
多
分
、
ヴ
ィ
ー
ル
ス

に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。

今
、
日
本
で
眠
り
病

（日
本
脳
炎
）
は
ど
う
い
う
こ
と
に

な

っ
て
い
る
の
か
知
ら
な
い
が
、
豚
か
ら
ヴ
ィ
ー
ル
ス
が
蚊

の
媒
介
で
蔓
延
す
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
ハ
チ
ミ

ツ
が
好
き
な
人
に
多
い
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

古
く
は
狂
犬
病
も
ヴ
ィ
ー
ル
ス
病
の

一
種
で
、
古
代
ギ
リ

シ
ャ
、
ロ
ー
マ
な
ど
に
は
記
録
が
残

っ
て
い
る
が
、
北
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
は
十
七
世
紀
ま
で
全
然
な
い
。
な
ぜ
、
そ
れ
ま
で

な
か

っ
た
病
気
が
、
十
八
世
紀
、
十
九
世
紀
に
し
ょ
う
け
つ
を

極
め
た
か
は
全
然
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
も
し
、
単
に
伝
染

病
と
い
う
だ
け
だ

っ
た
ら
、
ロ
ー
マ
時
代
か
ら
ず

っ
と
入

っ

て
き
て
い
る
は
ず
だ
。
ほ
と
ん
ど
全
部

ロ
ー
マ
の
領
土
で
、

ロ
ー
マ
兵
も
駐
屯
し
て
い
た
の
だ
か
ら
。

そ
の
他
に
、
神
経
の
病
気
も
ま
た
、
脳
と
ほ
と
ん
ど
同
じ

よ
う
な
細
胞
の
構
造
を
持

っ
て
い
る
か
ら
、
よ
く
脳
神
経
病

と
し
て

一
括
さ
れ
る
。
ヴ
ィ
．―
ル
ス
は
、
体
の
ど
の
部
分
で

も
攻
撃
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
脳
神
経
と
呼
吸
器
で
、体
の
中
で
も
い
ち
ば
ん
上
の
部
分
、

そ
の
他
に
は
皮
膚
、
わ
ず
か
に
心
臓
そ
の
他
内
臓
で
、
好
発

部
位
が
決
ま

っ
て
い
る
。
狂
犬
が
、
手
足
や
胴
体
を
噛
ん
で

も
、
そ
ん
な
所
に
炎
症
が
出
た
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
脳
に

ま
で
上
が

っ
て
い
く
間
が
潜
伏
期
だ
。
だ
い
た
い

一
カ
月
か

ら
三
カ
月
か
か
る
。
な
ぜ
上
に
上
が

っ
て
行
く
か
は
、
後
日

改
め
て
検
討
す
る
。

そ
こ
で
、
エ
イ
ズ
の
症
状
で
い
ち
ば
ん
多
い
の
は
、
先
に

挙
げ
た
カ
リ
ニ
性
肺
炎
、
イ
ー
ス
ト

・
イ
ン
フ
ェ
ク
シ
ョ
ン
、

ハ
イ
チ
や
ア
フ
リ
カ
に
行
く
と
結
核
、
そ
の
他
は
肝
炎
ヴ
ィ

ー
ル
ス
、
Ｅ
Ｂ
ヴ
ィ
ー
ル
ス
、
サ
イ
ト
メ
ガ
ロ
ヴ
ィ
ー
ル
ス
、

ヘ
ル
ペ
ス
ヴ
ィ
ー
ル
ス
な
ど
で
あ
り
、
ヴ
ィ
ー
ル
ス
性
の
も

の
が
多
い
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
砂
糖
が
好
物
で
、
人
間

が
砂
糖
を
食
べ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
細
菌
に
冒
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
は
、
だ
い
た
い
分
か
る
と
思
う
。
水
あ
め
そ
の
他
の

甘
味
料
も
、
砂
糖
、
ハ
チ
ミ
ツ
と
大
同
小
異
で
、
た
だ
、
多

少
は
ま
し
な
く
ら
い
、
人
工
甘
味
料
に
は
、
も

っ
と
危
険
な

も
の
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
く
。

も
し
、
今
、
世
界
最
大
の
農
産
物
は
何
か
、
と
聞
い
た
ら
、

皆
さ
ん
な
ら
、
「米
だ
ろ
う
」
と
答
え
る
。
ア
メ
リ
カ
の
青
年

だ

っ
た
ら
、
麦
、
で
な
か
っ
た
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
だ
と
言
う
。

み
な
違
う
。
世
界

一
の
農
産
物
は
砂
糖
で
、
総
生
産
額
の
夭

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
、
米
、
大
麦
、
小
麦
を
合
計
し
た
額
と
ほ

ぼ
同
じ
で
、
約
三
分
の

一
に
近
い
。
残
り
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

大
豆
、
果
物
、
芋
、
野
菜
な
ど
で
、
わ
ず
か
百
年
ば
か
り
の

間
に
砂
糖
の
生
産
が
十
倍
以
上
に
増
え
た
の
だ
か
ら
、
そ
の

繁
栄
ぶ
り
、
普
及
ぶ
り
も
、
た
だ
驚
く
ば
か
り
。
そ
れ
で
も

生
産
者
た
ち
は
常
に
穀
物
の
不
足
に
さ
ら
さ
れ
て
危
機
状
態

に
あ
る
。

サ
モ
ア
島
の
土
人
と
同
じ
で
、
砂
糖
は
最
初
に
口
に
入
れ

た
瞬
問
か
ら
人
の
心
を
と
ろ
け
さ
せ
て
し
ま
う
。
続
い
て
カ

ル
シ
ウ
ム
を
と
か
し
、
蛋
白
質
を
と
か
し
、
ビ
タ
ミ
ン
を
奪

い
、
脳
細
胞
を
砂
糖
漬
け
、
水
漬
け
に
し
て
破
壊
し
て
し
ま

う
。
い
っ
た
ん
と
り
こ
に
な

っ
た
ら
、
も
う
体
に
有
害
だ
と

聞
か
さ
れ
て
も
我
慢
が
出
来
な
い
。

イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ョ
ン

・
ユ
ド
キ
ン
博
士
は

『甘
く
て
危
険
』

０
■
８
一
”
ａ

∪
”
品
９
８
８
と
い
う
本
を
書
い
た
。

〔坂
井

友
吉
ほ
か
訳

『純
白
、
こ
の
恐
ろ
し
き
も
の
―
―
砂
糖
の
間

題
点
』

（
冗
究
年
、
評
論
社
刊
こ
そ
の
中
で
、　
コ
」
れ
は
も

う
社
会
全
体
の
問
題
で
、
個
人
の
意
志
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

出
来
な
い
。
こ
の
よ
う
に
有
害
だ
と
分
か

っ
た
以
上
、
政
府

で
法
律
を
作

っ
て
、
砂
糖
の
使
用
を
い
っ
さ
い
禁
止
す
べ
き

だ
」
と
述
べ
、
学
者
間
に
論
議
の
渦
を
巻
き
起
こ
し
た
。

―-24-



大 森 英 桜

「害
に
な
る
食
べ
方
と
は
」
と
い
う
と
、
も
ち
ろ
ん
、
農
薬

が
か
か

っ
た
食
品
と
か
有
害
な
添
加
物
の
人

っ
た
物
な
ど
が

あ
る
わ
け
で
す
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
う
い
う
も
の
は
取
り
上

げ
な
い
こ
と
に
し
ま
す
。

そ
れ
以
外
で
、
私
た
ち
が
食
べ
る
植
物
性
食
品
で
害
に
な

る
も
の
は
何
か
、
と
い
う
と
、
こ
れ
は
非
常
に
難
し
い
。
私

た
ち
が
言
え
る
の
は
、
そ
の
食
品
が
陰
性
か
陽
性
か
、
と
い

う
こ
と
で
す
ｃ
桜
沢
先
生
の

『新
食
養
療
法
』
を
見
る
と
、

病
人
の
禁
忌
食
品
の
中
に
は
果
物
が
入

っ
て
い
て
、
果
物
を

食
べ
て
い
い
、
と
い
う
項
目
は

＾
つ
も
な
い
。
で
は
、
果
物

と
い
う
も
の
は
非
常
に
害
の
あ
る
も
の
か
、
そ
う
い
う
結
論

を
出
し
て
も
い
い
の
か
、
と
。

と
こ
ろ
が
、
果
物
を
使
わ
な
け
れ
ば
治
ら
な
い
病
人
が
あ

る
ん
で
す
。
こ
れ
は
最
近
の
相
談
で
す
が
、
玄
米
を
三
年
ほ

ど
食
べ
て
い
る
家
の
赤
ち
ゃ
ん
が
、
四
日
前
に
四
卜
度
の
熱

を
出
し
た
。
母
親
が
、
そ
れ
が
陰
性
か
陽
性
か
分
か
ら
な
い
。

難
し
い
ん
で
す
。
熱
が
ジ
フ
テ
リ
ヤ
な
の
か
、
疫
痢
の
熱
な

の
か
、
赤
痢
の
熱
な
の
か
、
た
だ
単
に
腎
臓
が
熱
を
も

っ
て

腎
孟
炎
を
起
こ
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
が
は

っ
き
り
し
て
い

れ
ば
、
ど
う
い
う
こ
と
を
す
れ
ば

い
い
か
、
す
ぐ
分
か
る
わ

け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
あ
ん
ま
り
勉
強
し
て
い
な
い
家
で
は
、
子
供

が
熱
を
出
し
た
、
と
な
る
と
、
あ
わ
て
て
し
ま

っ
て
何
が
何

だ
か
分
か
ら
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
足
を
さ
わ

っ
て
ご
ら
ん

な
さ
い
、
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
聞
き
ま
す
。
そ
う
し

て
組
み
立
て
て
み
て
、
こ
れ
は
陽
性
だ
、
と
な

っ
た
ら
、
普

通
、
陰
性
の
病
人
が
食
べ
て
は
い
け
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る

果
物
で
も
使

っ
て
治
す
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
ｅ

た
ま
た
ま
、
そ
の
赤
ち
ゃ
ん
も
、
様
ｒ
を
聞
い
て
み
た
ら

陽
性
な
の
で
、
ま
ず
椎
茸
を
飲
ま
せ
て
み
た
。
し
か
し
、
熱
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が
全
然
さ
が
ら
な
い
。
か
え

っ
て
上
が

っ
て
し
ま

っ
た
。
そ

れ
で
は
風
邪
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
、
第

一
大
根
湯
を
飲
ま
せ

て
み
た
け
れ
ど
、
こ
れ
で
も
ま

っ
た
く
下
が
ら
な
い
。
そ
れ

が
二
日
日
で
す
。
そ
れ
で
、
最
後
に
果
汁
を
、
と
い
う
の
で

果
汁
を
猛
烈
に
飲
ま
せ
た
。
果
汁
だ
け
で
な
く
実
も
や
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
消
化
器
官
が
炎
症
を
起
こ
し
て
、
そ
れ
が

原
因
で
熱
を
出
し
て
い
る
時
に
は
、
果
物
の
ジ
ュ
ー
ス
だ
け

で
は
効
か
な
い
。
大
根
お
ろ
し
と
か
リ
ン
ゴ
お
ろ
し
の
よ
う

な
も
の
を
消
化
器
官
に
入
れ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

だ
か
ら
、
そ
の
赤
ち
ゃ
ん
に
は
、
す
ぐ
リ
ン
ゴ
お
ろ
し
を
１

個
分
摂
ら
せ
る
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
リ
ン
ゴ

の
お
ろ
し
汁
に
レ
モ
ン
の
し
ば
り
汁
を
１
滴
か
２
滴
入
れ
て

飲
ま
せ
て
く
れ
、
と
言

っ
た
と
こ
ろ
が
、
熱
が
下
が

っ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
“
度
５
分
か
ら
下
が
ら
な
い
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
前
に
浣
腸
を
さ
せ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
浣
腸

を
さ
せ
て
も
便
が
出
な
い
、
と
い
う
ん
で
す
。

そ
れ
な
ら
ば
、
と
い
う
の
で
、
お
腹
の
あ
た
り
を
さ
わ

つ

て
も
ら

つ
た
ら
、
お
ヘ
ソ
の
あ
た
り
が
非
常
に
固
い
と
い
う
。

そ
れ
は
古
い
便
が
た
ま

っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
こ
を

生
姜
で
温
め
て
，、
そ
れ
か
ら
里
芋
の
湿
布
を
や
り
な
さ
い
、

と
指
示
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
３
日
目
に
な

っ
て
も
い
ぜ
ん

と
し
て
”
度
か
ら
３９
度
く
ら
い
の
熱
が
出
て
い
る
。
椎
茸
も

や
っ
て
み
た
。
大
根
も
や

っ
て
み
た
、
リ
ン
ゴ
も
や

つ
て
み

た
、
お
腹
に
芋
の
湿
布
も
や

っ
て
み
た
。
と
こ
ろ
が
、
豆
腐

は
、
そ
の
子
が
い
や
が

っ
て
や
ら
せ
な
い
。
し
か
し
、
枕
に

は
キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
は
敷
い
て
い
た
。

そ
し
た
ら
親
が
も
う
医
者
に
か
け
る
、
と
言
い
だ
し
た
。

そ
し
て
診
せ
た
ら
、
こ
れ
は
ビ
ー
ル
ス
性
の
熱
だ
、
と
い
っ

て
何
か
薬
を
く
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
飲
ま
な
か

っ
た
ん

で
す
が
、
そ
こ
で
、
お
腹
を
徹
底
的
に
温
め
て
み
よ
う
、
と

い
う
こ
と
で
、
生
姜
シ
ッ
プ
を
ど
ん
ど
ん
や

っ
て
、
足
も
温

め
て
や

っ
た
と
こ
ろ
が
、
熱
が
下
が
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
私
に
内
緒
で
葛
湯
を
や

っ
た
と
こ
ろ
が
、
い
っ

ぺ
ん
に
血
圧
が
上
が

っ
て
鼻
血
を
出
し
て
し
ま

っ
た
。
熱
の

あ
る
間
は
、
当
分
、
穀
類
と
か
澱
粉
系
統
の
も
の
は
や

っ
て

は
い
け
な
い
、
と
い
っ
て
お
い
た
の
に
、
お
腹
が
す
い
て
い

る
だ
ろ
う
、
と
葛
湯
を
や

っ
た
と
こ
ろ
が
鼻
血
が
出
て
し
ま

っ
た
。
実
は
、
そ
れ
で
助
か
っ
た
ん
で
す
。
鼻
血
で
出
た
血
と

い
う
の
は
、
酸
性
の
血
で
す
。
も
し
、
き
れ
い
な
ア
ル
カ
リ

性
の
血
だ

っ
た
ら
出
血
は
し
ま
せ
ん
。
正
常
な
血
な
ら
、
体

の
下
の
方

へ
下
が

っ
て
い
っ
て
腎
臓
に
向
か
う
ん
で
す
が
、

酸
性
の
に
ご

っ
た
血
は
逆
上
し
て
上
が

っ
て
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
鼻
血
で
す
ん
だ
か
ら
い
い
。
鼻
血
が
出
な
か

っ
た
ら
脳
溢
血
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
の
子
は
足
を
温
め
た

か
ら
、
そ
こ
の
腎
の
経
絡
を
刺
激
し
て
、
上

へ
吹
い
て
来
た

わ
け
で
す
。
そ
れ
で
熱
は
３６
度
ま
で
い
っ
ぺ
ん
に
下
が
り
ま

し
た
。

と
こ
ろ
が
、
平
熱
に
な
る
ま
で
物
を
食
べ
さ
せ
て
は
い
け

な
い
、
と
言

っ
て
あ
る
の
に
、
も
う
四
日
も
食
べ
て
い
な
い

か
ら
と
、
お
粥
を
や

っ
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
、
た
ち
ま
ち

田
度
５
分
ま
で
上
が

っ
て
し
ま

っ
た
。
お
母
さ
ん
は
、
ふ
る

え
て
し
ま

っ
て
、
子
供
に
何
を
や

っ
た
ら
い
い
ん
で
し
ょ
う
、

と
言
う
か
ら
、
何
も
や

っ
て
は
い
け
な
い
、
果
物
だ
け
や

っ

て
お
き
な
さ
い
、
と
言

っ
た
ん
で
す
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
熱

全
国
的
に
見
て
、
玄
米
の
家
庭
で
、
こ
う
い
う
陽
性
熱
を

起
こ
し
て
い
る
場
合
が
多
い
ん
で
す
。
普
通
、
害
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
る
果
物
の
よ
う
な
物
を
あ
ま
り
摂

っ
て
い
な
い

ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
フ」
ん
な
に
熱
を
出
す
と
い
う
こ
と
は
、

何
か
悪
い
酸
性
の
陽
性
な
食
品
を
食
べ
て
い
る
、
と
い
う
こ

と
で
す
。

た
と
え
ば
、
こ
れ
は
非
常
に
面
白
い
問
題
で
す
が
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
中
国
で
は
、
こ
れ
は

穀
類
の
中
に
入
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
日
本
で

「五
穀
」

と
い
う
と
、
米
、
麦
、
粟
、
稗
、
黍
で
す
。
こ
れ
は
非
常
に

小
粒
な
陽
性
な
も
の
で
す
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
見
た
通
り
、

茎
も
高
い
し
、
葉
も
陰
性
で
大
き
い
し
、
実
も
陰
性
で
大
粒

な
も
の
で
す
。
た
だ
、
実
の
色
が
黄
色

い
と
い
う
だ
け
で
す
。

私
た
ち
が
普
段
食
べ
て
い
る
米
な
ど
に
比
べ
る
と
、

「大
き

い
」
と
い
う
こ
と
は
陰
性
で
す
。
そ
し
て
、
比
較
的
、
蛋
白

質
が
多
い
。
だ
か
ら
、
酸
化
し
や
す
い
わ
け
で
す
。

こ
の
間
、
あ
る
青
年
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
て
飛
行
機
の
中

で
大
熱
を
出
し
ま
し
た
が
、
彼
の
場
合
も
問
い
て
み
た
ら
子

供
の
こ
ろ
か
ら
ポ

ッ
プ
コ
ー
ン
が
大
好
き
で
、
よ
く
食
べ
て

い
た
と
い
う
ん
で
す
。
目
を
見
た
ら
、
目
が
大
き
い
。
玄
米

の
家
で
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
陽
性
な
も
の
を
食
べ
さ
せ
て
い

れ
ば
、
目
が
糸
を
引
い
た
よ
う
に
細
い
は
ず
で
す
。
昔
か
ら

「男
の
目
に
は
糸
を
引
け
、
女
の
目
に
は
鈴
を
張
れ
」
と
言

い
ま
す
。
も
し
、
妊
娠
中
か
ら
生
ま
れ
た
あ
と
、
母
親
が
陰

性
な
も
の
を
摂
ら
な
い
で
、
陽
性
に
陽
性
に
と
塩
気
を
入
れ

て
い
っ
た
ら
、
男
の
子
の
日
は
細
い
わ
け
で
す
。

目
の
横
に
腎
の
経
絡
が
来
て
い
る
か
ら
、
塩
気
で
目
の
ま

わ
り
が
後
ろ
へ
ぐ
―
っ
と
引

っ
張
ら
れ
て
、
耳
も
前
か
ら
見

え
な
い
く
ら
い
寝
て
し
ま
う
は
ず
で
す
。

も
し
、
そ
の
反
対
に
カ
リ
系
の
陰
性
な
も
の
を
摂

っ
た
ら
、

塩
気
が
足
ら
な
い
か
ら
、
ゆ
る
ん
で
目
が
大
き
く
な
り
、
耳

も
横
に
出
て
し
ま
い
ま
す
。
男
と
い
う
の
は
、
宇
宙
法
則
か

ら
見
て
も
陽
性
な
も
の
だ
か
ら
、
目
が
細
く
て
、
塩
気
が
き

い
て
、
行
動
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
、
そ
う
し
て
男
ら
し
い
男
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だ
、
と
言
わ
れ
る
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
、
塩
気
の
陽
性
で
な
く
て
、
主
食
が
陽
性
だ
と
思

っ
て
、
穀
類
に
準
じ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
よ
う
な
も
の
を
摂

っ
た
ん
で
し
ょ
う
。
よ
く
、
フ」
う
い
う
失
敗
が
あ
る
ん
で
す
。

「ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ら
い
い
だ
ろ
う
。
小
豆
な
ら
陽
性
だ
か

ら
い
い
だ
ろ
う
」
と
。
小
豆
を
た
く
さ
ん
摂

っ
た
た
め
に
大

変
な
こ
と
に
な
っ
た
場
合
が
、
ず
い
ぶ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、

「害
に
な
る
食
べ
方
と
は
」
と
い
う
と
、

陰
性
な
病
人
に
は
陰
性
な
食
品
が
害
に
な
る
わ
け
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
陽
性
な
人
、
ま
た
は
陽
性
な
症
状
が
出
て
い
る
場

合
は
、
そ
う
い
う
陰
性
な
食
品
は
本
当
に
薬
に
な
る
わ
け
で

す
。
こ
う
い
う
答
え
を
出
す
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し

て
み
る
と
、害
に
な
る
食
品
と
い
う
も
の
は
な
い
わ
け
で
す
。

「
何

で

も

治

る

」

か

？

一
応
、
食
養
の
理
論
か
ら
い
っ
て
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
カ
リ

ウ
ム
の
比
率
が
１
対
５
く
ら
い
が
い
い
わ
け
で
す
。
食
べ
る

も
の
が
全
体
と
し
て
、
こ
の
く
ら
い
に
な

っ
て
い
れ
ば
い
い

ん
で
す
が
、
食
養
で
ふ
つ
う

「危
険
」
と
い
う
の
は
、
カ
リ

が
非
常
に
多
い
陰
性
な
も
の
を
い
う
わ
け
で
す
。
私
が
心
配

し
て
い
る
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
健
康
法
の
本
が
、
あ
と
か
ら

あ
と
か
ら
出
て
い
ま
す
が
、椎
茸
の
健
康
法
の
本
を
読
む
と
、

陽
性
の
病
気
か
ら
陰
性
の
病
気
ま
で
、
何
で
も
椎
茸
を
摂

っ

た
ら
治
る
よ
う
に
書
い
て
あ
る
。
ニ
ン
ニ
ク
の
本
を
見
る
と
、

こ
れ
も
低
血
圧
か
ら
高
血
圧
ま
で
、
ど
れ
も
治
る
と
書
い
て

あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
え
な
い
で
す
。

（笑
い
）

病
気
に
も

「陰
性
」
と

「陽
性
」
が
あ

っ
て
、
食
べ
物
に

も

「陰
性
」
と

「陽
性
」
が
あ
る
と
。
陽
性
な
体
質
の
人
、

ま
た
は
陽
性
な
病
気
の
人
に
は
、
時
に
は
こ
う
い
う
陰
性
な

食
品
が
薬
に
な
る
、
と
書
い
て
あ
れ
ば
い
い
け
れ
ど
、
な
か

な
か
そ
ん
な
本
は
な
い
で
す
。

話
が
少
し
そ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
陰
陽
の
理

屈
が
分
か
ら
な
い
と
、
食
べ
物
は
害
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
先
ほ
ど
の
例
で
は
、
玄
米
さ
え
害
に
な
る
こ
と
が
あ
る

わ
け
で
す
。
穀
物
の
中
で
も
玄
米
は
い
ち
ば
ん
素
晴
ら
し
い

と
い
っ
て
も
、
肝
臓
が
腫
れ
て
し
ま

っ
て
熱
を
出
し
て
い
る

時
に
は
、
玄
米
の
に
お
い
が
し
た
だ
け
で
も
、
病
人
は

「苦

し
い
、
苦
し
い
」
と
言
い
ま
す
。

遠
く
の
台
所
で
玄
米
を
炊
い
て
い
る
と
、
離
れ
で
寝
て
い

る
病
人
が
、
そ
の
に
お
い
を
か
い
だ
だ
け
で
苦
し
み
ま
す
。

に
お
い
と
言

っ
て
も
分
子
で
す
。
玄
米
の
細
か
い
、
油
の
ま

ざ

っ
た
分
子
が
飛
ん
で
き
て
も
、
陽
性
症
の
患
者
は
、
そ
れ

で
苦
し
ん
で
し
ま
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
玄
米
で
さ
え
害
に

な
る
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
特
殊
な
例

で
す
。

よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
例
で
す
が
、
西
瓜
を
食
べ
た
ら
腎

臓
病
が
良
く
な

っ
た
、
と
い
う
。
果
た
し
て
そ
う
か
。
腎
臓

病
に
も
、
萎
縮
腎
の
よ
う
に
、
年
寄
り
が
長
年
、
塩
気
を
摂

っ
て
、
体
が
や
せ
て
き
て
、
腎
臓
が
石
み
た
い
に
な

っ
た
人

も
あ
る
。
そ
う
か
と
思
う
と
肉
や
卵
を
食
べ
過
ぎ
て
、
体
が

腫
れ
あ
が
る
ほ
ど
、
か
っ
ぷ
く
が
よ
く
な

っ
て
腎
臓
も
真

っ

赤
に
腫
れ
あ
が

っ
て
い
る
人
も
あ
る
。
腎
臓
病
で
も
、
こ
う

い
う
二
つ
の
タ
イ
プ
の
人
が
い
る
の
に
、
こ
れ
に
西
瓜
を
や

っ
た
ら
ど
う
な
る
か
。
正
反
対
の
症
状
を
起
こ
す
わ
け
で
す
。

豆

乳

で

や

ら

れ

る

「大
豆
は
植
物
性
の
蛋
白
質
だ
」
と
、
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

肉
は
酸
性
食
品
で
、
体
の
中
で
処
理
し
き
れ
な
い
酸
を
出
す

け
れ
ど
も
、
大
豆
は
ア
ル
カ
リ
性
食
品
で
、
良
質
の
蛋
白
質

を
持

っ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
、
こ
の
自
然
食
ブ
ー
ム
に
乗

っ
て
、
肉
食
の
代
わ
り
に
大
豆
製
品
を
勧
め
て
い
る
人
た
ち

が
い
ま
す
。
『大
豆
健
康
法
」
と
い
う
の
が
出
て
い
ま
し
た
。

そ
う
す
る
と
、
さ

っ
そ
く
大
豆
の
グ
ル
テ
ン
が
売
り
出
さ
れ

２●
。そ

う
か
と
思
う
と
、
「牛
乳
は
動
物
性
食
品
だ
か
ら
、
い
け

な
い
」
と
い
っ
て
、
豆
乳
を
飲
め
と
い
う
。
そ
れ
に
さ
ら
に

甘
い
も
の
を
入
れ
た
の
が
出
て
い
る
。
豆
乳
ブ
ー
ム
で
す
。

豆
乳
を
飲
ま
せ
て
、
赤
ち
ゃ
ん
が
ど
れ
だ
け
犠
牲
に
な

っ
た

か
分
か
ら
な
い
。
昏
睡
状
態
に
な
り
ま
す
。
豆
乳
ば
か
り
や

っ
て
い
る
う
ち
に
血
液
が
薄
く
な

っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
ひ

ど
い
の
は
脱
臼
し
て
し
ま

っ
た
の
も
い
る
。
こ
れ
は
非
常
に

カ
リ
ウ
ム
が
多
い
ん
で
す
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
ー
に
対
し
て
珈
く

ら
い
で
す
。
カ
リ
肥
料
を
や
る
と
作
物
が
陰
性
に
大
き
く
な

る
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
い
う
の
は
塩
気
だ
か
ら
締
ま

っ
て
く
る
。

た
し
か
に
大
豆
に
は
蛋
白
質
が
あ
る
か
ら
、
貴
重
な
食
べ

物
な
ん
で
す
が
、
昔
か
ら
日
本
で
は
味
噌
や
醤
油
を
作
る
時

に
塩
を
大
量
に
使
う
わ
け
で
す
。
し
か
も
、
植
物
性
蛋
自
と

い
う
の
は
、
な
か
な
か
消
化
で
き
な
い
か
ら
、　
一
年
以
上
も

こ
う
じ
菌
を
使

っ
て
発
酵
さ
せ
て
、
人
間
が
消
化
で
き
る
よ

う
に
分
解
す
る
ん
で
す
。
日
本
で
は
、
こ
う
い
う
理
想
的
な

植
物
性
蛋
自
の
摂
り
方
を
し
て
き
た
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
自
然
食
ブ
ー
ム
で
、
肉
を
や
め
た
ら
大
豆

だ
と
、
や
た
ら
に
勧
め
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
う
い
う
こ

と
を
知
ら
な
い
人
が
宣
伝
し
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
。
実
際
に

そ
の
人
が
食
べ
て
み
て
、
そ
れ
か
ら
書
い
て
く
れ
れ
ば
い
い
。

豆
乳
を
勧
め
る
人
は
、　
一
年
な
ら

一
年
間
、
豆
乳
を
飲
ん
で

み
た
ら
い
い
。
た
い
て
い
動
け
な
く
な

っ
て
し
ま
う
は
ず
で

す
。

（笑
じ

こ
の
玄
米
の
会
員
の
中
で
さ
え
、
子
供
に
豆
乳
を
や

っ
て

失
敗
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
あ
る
地
方
の
玄
米
の
会
で
す
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が
、
最
近
大
勢
集
ま

っ
て
健
康
学
園
を
や

っ
た
。
そ
の
幹
部

の
青
年
の
子
供
が
二
歳
で
、
高
熱
を
出
し
た
。
私
が
健
康
学

園
に
呼
ば
れ
て
講
義
し
て
い
る
最
中
で
す
。
し
か
も
脱
腸
し

て
睾
丸
の
中
へ
入

っ
て
、
睾
丸
が
大
き
く
垂
れ
下
が

っ
て
苦

し
ん
で
い
る
と
い
う
。
ど
ん
な
食
べ
方
を
し
て
い
る
ん
だ
、

と
聞
い
た
と
こ
ろ
が
、

「私
の
と
こ
ろ
は
玄
米
を
食

べ
て
い

る
」
と
言
う
ん
で
す
。

玄
米
を
食
べ
て
い
て
、
腸
が
そ
ん
な
に
ゆ
る
ん
で
睾
丸
の

中
に
落
ち
て
し
ま
う
な
ん
て
こ
と
は
な
い
っ
て
言

っ
た
ん
で

す
。
何
か
別
の
も
の
を
摂

っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
、
と
言

っ
た

ら
、
も
う

一
年
く
ら
い
豆
乳
を
飲
ま
せ
て
い
る
、
と
。
そ
こ

は
自
然
食
の
店
を
や

っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
当
然

だ
。
大
豆
は
カ
リ
ウ
ム
が
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
何
百
倍
も
あ

っ
て

陰
性
で
、
そ
の
上
、何
か
甘
み
を
入
れ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
。

黒
砂
糖
か
、
そ
う
で
な
か

っ
た
ら
ハ
チ
ミ
ツ
か
。
ハ
チ
ミ
ツ

な
ん
て
砂
糖
よ
り
も
悪
い
。

私
は
ず
い
ぶ
ん
赤
ち
ゃ
ん
が
死
ん
だ
例
を
見
て
い
ま
す
。

植
物
性
蛋
自
で
素
晴
ら
し
い
な
ん
て
宣
伝
を
信
じ
て
飲
ま
せ

た
ら
、
血
が
薄
く
な

っ
て
し
ま
う
。
心
臓
も
弱

っ
て
し
ま
う

し
、
骨
が
は
ず
れ
て
き
て
し
ま
う
。
腕
が
反
対
の
方
に
曲
が

っ
て
し
ま
う
。
そ
う
な
る
と
、
大
豆
も
、
食
べ
方
が
分
か
ら

な
い
と
、
害
に
な
る
植
物
性
食
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

エ
ン
ニ
ク
で
脳
軟
化

そ
う
い
う
こ
と
は
、

ニ
ン
ニ
ク
に
し
て
も
何
に
し
て
も
言

え
る
ん
で
す
。

ニ
ン
ニ
ク
を
ず

っ
と
食
べ
つ
づ
け
た
ら
大
変

で
す
。
脳
軟
化
で

「洸
惚
の
人
」
に
な

っ
て
し
ま
う
。

ニ
ン

ニ
ク
も
非
常
に
カ
リ
の
多
い
も
の
で
す
。
非
常
に
臭
い
が
強

い
。
臭
い
が
強
い
と
い
う
こ
と
は
、
分
子
で
も
非
常
に
陰
性

な
も
の
が
入

っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
分
子
が
空
間

に
飛
び
出
す
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
臭
い
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
強
烈
な
陰
性
だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
う
い
う
理
屈
で
な
く
て
も
、
ニ
ン
ニ
ク
と
い
う
の
は
肉

料
理
に
使
う
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
ニ
ン
ニ
ク
は
肉
の
蛋
白

質
を
分
解
す
る
酵
素
を
持

っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

だ
か
ら
、
肉
を
食
べ
る
時
に
ニ
ン
ニ
ク
を
使
う
、
と
い
う
の

は
い
い
わ
け
で
す
。
先
の
話
で
、
大
豆
の
蛋
白
を
分
解
す
る

の
に
こ
う
じ
を
使

っ
て
長
い
時
間
を
か
け
る
の
と
同
じ
よ
う

に
、
肉
も
そ
の
ま
ま
で
は
人
間
は
消
化
出
来
な
い
か
ら
、
肉

を
溶
か
す
分
解
酵
素
を
持

っ
た
も
の
を
加
え
て
摂
る
わ
け
で

す
。
そ
れ
な
ら
い
い
け
れ
ど
も
、
ニ
ン
ニ
ク
を
単
独
で
摂

っ

た
ら
、
自
分
の
赤
血
球
が
溶
か
さ
れ
て
し
ま
う
。
脳
に
行
く

赤
血
球
が

一
定
量
な
く
な

っ
た
ら
、
脳
軟
化
に
な

っ
て
し
ま

い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
肉
を
溶
か
す
く
ら
い
で
す
か
ら
、
心
臓
な
ら

心
臓
の
血
管
の
壁
を
溶
か
し
て
し
ま
う
。

ニ
ン
ニ
ク
な
ら
ニ

ン
ニ
ク
を
食
べ
て
も
赤
血
球
は
出
来
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、

そ
う
い
う
陰
性
な
赤
血
球
が
血
管
へ
行

っ
た
ら
、
血
管
の
粘

膜
を
溶
か
し
て
し
ま
う
。
そ
う
し
て
溶
け
た
も
の
が
脳
の
血

管
に
行
く
と
、
そ
こ
で
詰
ま

っ
て
血
栓
を
お
こ
し
て
、
そ
れ

で
も
ま
た
脳
軟
化
で
す
。

有
名
な
ア
リ
ナ
ミ
ン
に
ニ
ン
ニ
ク
が
入

っ
て
い
て
、
こ
れ

が
危
険
だ
と
、
東
大
の
高
橋
吐
正
さ
ん
が
盛
ん
に
叩
い
て
い

ま
す
。
こ
う
い
う
の
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
の
比
率

で
言

っ
て
の
陰
性
だ
け
で
は
な
い
で
す
。
揮
発
性
の
陰
性
で

す
。
だ
か
ら
、
こ
う
い
う
の
も
、
摂
り
方
に
よ

っ
て
は
薬
に

な
る
し
、
摂
り
方
を
誤
る
と
、
人
間
の
健
康
を
害
す
る
非
常

に
お
そ
ろ
し
い
食
品
で
す
。

栽
培
の
朝
鮮
人
参
は
？

そ
う
い
う
こ
と
が
、
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
ん

で
す
。
こ
の
前
は
、
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
が
ブ
ー
ム
で
大
変
で

し
た
。
あ
れ
を
煎
じ
て
飲
ん
で
い
い
で
し
ょ
う
か
、
と
方
々

か
ら
聞
い
て
き
ま
し
た
。
い
っ
ぺ
ん
飲
ん
で
み
な
さ
い
、
と

言

っ
た
。

（笑
い
）
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
と
い
う
も
の
が
、
も

と
も
と
何
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
何
で
出
来
て
い

る
か
、
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
。

だ
い
た
い
、陰
性
か
陽
性
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
の
に
、

陽
性
な
も
の
だ

っ
た
ら
出
来
る
の
に
時
間
が
か
か
る
は
ず
で

す
。
昔
か
ら
朝
鮮
人
参
と
い
う
も
の
が
非
常
に
高
貴
な
薬
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
昔
は
孝
行
な
娘
が
身
売
り
し
て
、
そ
の

お
金
で
朝
鮮
人
参
を
買

っ
て
親
に
飲
ま
せ
た
、
と
い
う
話
が

い
く
ら
も
あ

っ
た
。
こ
の
間
、
週
刊
誌
を
見
た
ら
、
野
生
の

朝
鮮
人
参
は

一
本
、
三
百
万
円
だ
と
い
う
。

そ
う
す
る
と
、
野
生
の
朝
鮮
人
参
は
、
あ
の
寒
い
朝
鮮
の

北
の
方
の
陽
の
あ
た
ら
な
い
山
の
中
で
、
七
年
も
十
年
も
か

か
っ
て
、
せ
い
ぜ
い
１０
セ
ン
チ
か
１５
セ
ン
チ
く
ら
い
し
か
伸

び
な
い
。
そ
う
い
う
寒
さ
の
中
で
育
つ
と
い
う
の
は
、
非
常

な
生
命
力
が
あ
る
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
か
、
今
、
朝
鮮
人
参
が
い
い
と
い
っ
て
も
、
そ
こ

ら
で
売

っ
て
い
る
の
は
速
成
も
の
で
す
。
ビ
ニ
ー
ル
を
使

っ

て
速
成
を
や

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
日
本
の
よ
う
な
暖

か
い
と
こ
ろ
で
、
し
か
も
早
く
育
て
よ
う
と
思

っ
て
、
い
ろ

ん
な
こ
と
を
や

っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た

ら
、
水
の
中
で
朝
鮮
人
参
を
栽
培
し
て
い
る
。
化
学
肥
料
を

ど
ん
ど
ん
や

っ
て
。
い
と
も
簡
単
な
ん
で
す
。
陰
性
を
か
け

て
し
ま

っ
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
、
す
ぐ
大
き
く
な

っ
て
し
ま

う
。

「短
時
間
に
」

「大
き
く
」
さ
せ
て
し
ま
う
、
と
い
う
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こ
と
は
陰
性
で
す
。

戦
後
、
日
本
の
農
業
は
化
学
肥
料
や
農
薬
を
ふ
ん
だ
ん
に

使

っ
て
や

っ
て
き
た
。
短
時
間
に
大
き
い
も
の
を
作
る
、
と

い
う
こ
と
を
や

っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
日
本

の
畑
や
田
ん
ぼ
の
土
は
病
気
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
う
し

て
出
来
た
米
に
し
ろ
野
菜
に
し
ろ
病
気
で
す
。
ま
と
も
な
食

べ
物
で
は
な
く
な

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
、
朝
鮮
人
参
は
い
い
と
な

っ
て
く
る
と
、
そ
う
や

っ
て
速
成
し
た
も
の
が
出
て
く
る
。
で
は
、
朝
鮮
人
参
が
ど

う
い
う
病
気
に
い
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
論
じ
る
に
し
て
も
、

野
生
の
朝
鮮
人
参
と
、
そ
こ
ら
で
売

っ
て
い
る
朝
鮮
人
参
と

で
は
違
う
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
栽
培
で
あ

っ
て
も
、
朝
鮮

人
参
な
ら

一
応
、
陽
性
は
陽
性
で
す
。
し
か
し
、
野
生
の
朝

鮮
人
参
と
い
う
も
の
は
非
常
に
陽
性
な
も
の
で
す
。

要
す
る
に
、
肥
料
と
い
う
も
の
は
、
カ
リ
肥
料
に
し
て
も

窒
素
肥
料
に
し
て
も
、
陰
性
な
も
の
を
か
け
て
し
ま
う
わ
け

で
す
。
そ
う
し
て
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
入
れ
て
し
ま
う
。
野

生
の
も
の
や
普
通
の
作
り
方
の
物
は
、
寒
さ
や
暑
さ
を
く
ぐ

り
抜
け
て
育
つ
か
ら
、
非
常
に
生
命
力
が
強
い
ん
で
す
。
ハ

ウ
ス
に
入
れ
て
、
し
か
も
室
温
を
温
め
て
や

っ
て
、
ま
る
で

熱
帯
で
で
も
育
て
て
い
る
よ
う
に
フ
ワ
ッ
と
大
き
く
さ
せ
て

い
る
。
だ
か
ら
、
朝
鮮
人
参
に
し
て
も
、
効
き
め
が
落
ち
て

き
て
い
ま
す
。

朝
鮮
人
参
で
失
敗

朝
鮮
人
参
で
は
、
私
た
ち
の
仲
間
で
も
け

っ
こ
う
失
敗
し

て
い
る
人
が
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
東
洋
医
学
の
治
療
を
や

っ

て
い
て
、
そ
の
地
域
の
食
養
の
会
の
顧
間
を
し
て
い
た
人
で

す
が
、
七
、
八
年
前
に
、
奥
さ
ん
の
産
後
の
肥
立
ち
が
悪
い

と
い
う
の
で
、
朝
鮮
人
参
を
飲
ま
せ
た
。
そ
う
し
た
ら
、
そ

の
お
乳
を
飲
ん
だ
赤
ち
ゃ
ん
が
縮
ま

っ
て
き
て
し
ま

っ
た
。

た
だ
縮
ま

っ
た
ん
で
は
な
い
で
す
。
右
半
身
が
縮
ま

っ
て
し

ま

っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
を
治
す
の
に
、
ま
た
大
苦
労
し
て
、
果
物
を
浴
び
る

ほ
ど
や

っ
て
、
ひ
と
月
く
ら
い
で
や

っ
と
元
に
さ
せ
た
ん
で

す
。
た
し
か
に
、
そ
れ
く
ら
い
朝
鮮
人
参
と
い
う
の
は
強
い

生
命
力
を
持

っ
て
い
る
か
ら
、
漢
方
で
言
う
と
こ
ろ
の
虚
証

の
人
、
も
う
本
当
に
体
が
弱

っ
て
、
臓
器
も
弱

っ
て
消
化
機

能
も
弱

っ
た
と
い
う
極
陰
の
人
に
朝
鮮
人
参
を
飲
ま
せ
て
や

れ
ば
、
非
常
に
強
壮
剤
と
し
て
役
に
立
つ
で
し
ょ
う
が
、
赤

ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
、
血
の
か
た
ま
り
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た

も
の
に
や

っ
て
は
い
け
な
い
物
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
は
十
月
十
日
、
お
母
さ
ん
の
血
液
を
栄
養
と
し

て
、
い
わ
ば
肉
食
を
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と

し
て
合
格
し
て
、
フ」
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
、

三
十
億
年
の
生
命
の
歴
史
を
十
月
十
日
の
間
に
濃
縮
し
て
繰

り
返
し
て
や

っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
陽
性
の
か
た
ま

り
だ
か
ら
、
日
本
で
は

「赤
」
ち
ゃ
ん
と
い
う
名
前
が
つ
い

て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
に
朝
鮮
人
参
を
入
れ
た
ら
、
グ
ー
ッ

と
縮
ま

っ
て
し
ま
う
。
北
朝
鮮
の
寒
い
と
こ
ろ
で
七
年
も
八

年
か
か
っ
て
少
し
し
か
伸
び
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

「伸
び

る
」
と
い
う
カ
リ
系
の
も
の
が
少
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

「す
ぐ
大
き
く
な
る
」
と
い
う
の
は
、
カ
リ
が
多
い
、
と
い

う
こ
と
で
す
。
バ
ナ
ナ
に
し
て
も
１
対
８００
で
す
。
こ
れ
は
ア

メ
リ
カ
の
分
析
で
す
。
日
本
の
は
１
対
８０
で
、
１
対
３００
と
ぃ

う
数
字
も
あ
る
。
だ
か
ら
、
要
す
る
に
南
方
産
の
こ
う
い
う

も
の
は
非
常
に
カ
リ
が
多
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

朝
鮮
人
参
の
よ
う
に
、
堅
い
地
面
の
中
に
少
し
ず
つ
し
か

伸
び
な
い
と
い
う
こ
と
は
、非
常
に
陰
性
な
要
素
が
少
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
物
は
、
体
の
ゆ
る
ん
だ
虚
証

の
人
に
は
い
い
。
塩
気
が
な
く
な

っ
て
、
血
の
循
環
も
悪
く

な

っ
た
よ
う
な
人
で
す
。
そ
う
い
う
人
に
は
薬
だ
け
れ
ど
も
、

陽
性
の
人
に
は
危
険
で
す
。

だ
か
ら
、
本
当
に
陰
陽
が
分
か
っ
た
ら
、
害
に
な
る
食
べ

物
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
た
だ
、

農
薬
が
た
く
さ
ん
か
か

っ
た
物
と
か
、
化
学
肥
料
を
た
く
さ

ん
や

っ
て
出
来
た
物
の
よ
う
に
、
無
機
質
の
物
と
い
う
の
は
、

陰
性
に
し
ろ
陽
性
に
し
ろ
害
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
自
然

の
野
生
の
植
物
、
ま
た
は
有
機
農
法
で
作

っ
た
物
な
ら
、
そ

れ
の
陰
性
、
陽
性
と
い
う
問
題
は
あ

っ
て
も
、
陰
性
だ
か
ら

毒
だ
と
か
、
陽
性
だ
か
ら
毒
だ
と
い
う
こ
と
は
な
い
わ
け
で

す
。も

し
陰
性
だ

っ
た
ら
、
味
噌
や
醤
油
の
例
の
よ
う
に
、
ナ

ト
リ
ウ
ム
と
カ
リ
ウ
ム
の
比
率
を
変
え
て
、
人
間
の
食
べ
物

と
し
て
良
い
物
に
変
え
て
い
け
ば
い
い
わ
け
で
す
。

未

熟

と

完

熟

先
ほ
ど
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
こ
と
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
お

腹
の
悪
い
時
に
食
べ
る
と
下
痢
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
腫
れ
物

が
出
来
ま
す
。
完
全
に
熟
し
た
も
の
で
な
く
、
そ
の

一
歩
手

前
の
物
を
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
子
供
に
や
る
と
、
赤
い
ブ
ツ

プ
ツ
が
出
た
り
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

■
第
１５
期
正
食
医
学
講
座
③

「基
礎
編
Ｉ
」
は
、
２
月
６
日

（土
）
～
７
日

（日
）
で
す
。
講
師
は
大
森
英
桜
先
生
。
テ

ー
マ
は
①
臓
腑
の
陰
陽
②
五
行
説
と
経
絡
③
望
診
法
な
ど
。

■
正
食
医
学
講
座

「実
技
編
」
①
は
、
２
月
２７
日

（土
）
～

２８
日

（日
）。
講
師
は
大
森

一
慈
先
生
。
正
食
の
実
際
、
食
養

手
当
法
の
実
習
な
ど
。
詳
細
は
折
込
別
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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2月 の食養料理

桜沢里真

一
、
玄
米
御
飯
ソ
ボ
ロ

●
材
料
／
玄
米

（カ

ツ
プ
３
）
、
豆
腐

（１
丁
）
、
プ

ロ
ッ

コ
リ
ー

（１
本
）
、
の
り

（１
枚
）
、
人
参

（５０
こ

①
圧
力
鍋

に
水
カ

ッ
プ
４
、
塩
小
さ
じ
３
分
の
１
を
入

れ
、
玄
米
を
入
れ
て
、
ふ

っ
く
り
炊
く
。

②
豆
腐
は
乾

い
た
タ
オ
ル
に
包
み
、

マ
ナ
板
を
乗

せ
て

水
を
切
る
。

２０
分
ほ
ど
し
て

つ
ぶ
し
、
大
き
じ
１
の
ゴ

マ
油
を
熱
し
た
中

に
入
れ
て
よ
く
炒
り
、
塩
小
さ
じ
３

分
の
１
、
醤
油
大
さ
じ
１
で
味
を

つ
け
、
バ
ラ
バ
ラ
に

な
る
よ
う
炒
り

つ
け
る
。

（途
中

で
火
か
ら
離
し
、
布

巾

の
上

に
の
せ
、

ヘ
ラ
で

つ
ぶ
す
と
焦
げ
ず
、
よ
く
細

か
く
な
る
）

③
人
参
は
細
か
く
ミ
ジ

ン
に
切
り
、
塩
小
さ
じ
２
分

の

１
を
振
り
、
よ
く
手
で
ま
ぜ
、
強
火
で
手
早
く
、
水
分

が
と
ぶ
ま
で
炒
め
る
。
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
は
色
よ
く
塩

ゆ

で
し
、
板

で

つ
ぶ
し
て
バ
ラ
バ
ラ
に
し
、
塩
小
さ
じ
２

分

の
１
と
醤
油
大
さ
じ
１
に

つ
け
て
お
く
。

④

の
り
は
焼

い
て
も
む
。

⑤
出
来
上
が
り
の
御
飯

に
豆
腐
を
ま
ぜ
、
人
参
、
プ

ロ

ッ
コ
リ
ー
を
少
し
ず

つ
残
し
て
ま
ぜ
、
器

に
盛
り
、
の

り
を
ふ
り
、
残
し
た
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
と
人
参
を
美
し
く

天
盛

り
す
る
。

二
、
玄

米

雑

炊

●
材
料
／
玄
米
御
飯

（カ

ツ
プ
３
）
、椎
茸

（中
２
個
）
、

昆
布

（１０
セ
ン
チ
）
、出
し
汁

（カ

ッ
プ
６
）
、塩

（小
さ

じ
２
分
の
１
）
、醤
油

（大
き
じ
１
）

①
御
飯
は
よ
く
ほ
ぐ
し
、椎
茸
は
水
に
も
ど
し
て
（も
ど

し
汁
は
出
し
に
加
え
る
）、
細
か

い
サ
イ
の
目
切
り
。
昆

布
は
２

つ
切
り
。

②
鍋
に
昆
布
を
敷
き
、
水
カ

ッ
プ
５
入
れ
、
椎
茸
も
入

れ
て
中
火
で
煮
立

っ
て
き
た
ら
下
敷
き
を
入
れ
て
弱
火

に
し
、
塩
と
醤
油
を
入
れ
、
残
り
の
水
を
加
え
、
さ
ら

に
１
時
間
く
ら

い
煮
る
。

途
中

で
水
が
上

に
な

い
よ
う
な
ら
カ

ッ
プ
半
分
く
ら

い
静
か
に
入
れ
、
さ
ら
に
よ
く
煮

て
、
上

に
水
が
な
く

な
り
、
御
飯
が
軟
ら
か
に
な

っ
た
ら
出
来
上
が
り
。
お

餅
が
あ
れ
ば
焼

い
て
上

に
の
せ
て
少
し
煮
ま
す
。

三
、
味

噌

汁

●
材
料
／
麦
味
咽
、
豆
味
噌
半
々

（６４

９
）
、
え
の
き
茸

（半
束
）
、
豆
腐

（３
分
の
１
丁
）
、
ね
ぎ

（１
本
）

①
ね
ぎ
は
１
セ
ン
チ
小
日
切
り
。
青

い
と
こ
ろ
も
同
じ

に
切
る
。
豆
腐
は
水
を
切
る
。
え
の
き
茸
は
さ

っ
と
洗

い
、
根
の
と
こ
ろ
を
切
り
、
２
つ
に
切
る
。

②
ゴ

マ
油
小
さ
じ
２
分
の
１
を
鍋
に
温
め
、
ね
ぎ
の
青

い
部
分
を
炒
め
、
自

い
ね
ぎ
を
入
れ
て
よ
く
炒
め
、
水

カ

ッ
プ
３
を
加
え
、
煮
立

っ
た
ら
豆
腐
を
細
か
く
切

っ

た
も
の
を
入
れ
、
ひ
と
煮
立
ち
し
た
ら
、
え
の
き
茸
を

加
え
、
水
カ

ッ
プ
ー
で
味
噌
を
溶
き
、
流
し
入
れ
、
煮

立

っ
た
ら
す
ぐ
頂
く
よ
う
に
し
ま
す
。
味
嗜
汁
は
グ
ツ

グ
ツ
煮
る
と
香
り
も
消
え
、
お
い
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

四

、

大

根

フ

ア

ル

シ

ー

●
材
料
／
大
根

（１８
セ
ン
チ
）
、
コ
ー
フ
ー

（劉

９
）
、長

ね
ぎ

（１
本
）
、
ひ
し
お
味
唱

（大
さ
じ
１
）
、
出
し
汁

（大
き
じ
２
）
、昆
布

（１０
セ
ン
チ
）
、花
人
参

（１２
個
）
、
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善
油
、
塩
、
葛

（大
き
じ
２
）

①
大
根
は
４

つ
に
輪
切
り
、
水
に
糠
か
お
米
を
カ

ッ
プ

半
分
、
袋

に
入
れ
て
大
根
を
串
が
通
る
ま
で
ゆ
で
、
取

り
出
し
、
大
根
を
面
取
り
し
、
ナ
イ

フ
で
真
ん
中
を
く

り
取
り
、

②

コ
ー
フ
ー
は
油

で
揚
げ

て
ミ
ジ

ン
切
り
、
カ

ッ
プ

ー

の
水
に
醤
油
大

１
、
下

に
昆
布

１
枚
置
き
、
そ
の
中

に

入
れ
て
水
が
な
く
な
る
ま
で
煮
付
け
、
生
姜
ミ
ジ

ン
を

小
さ
じ
半
分
加
え
て
ま
ぜ
る
。
長
ね
ぎ
は
小
口
う
す
く

切
り
、
青
、
白

と
も
半
分
ず

つ
コ
ー

フ
ー
に
ま
ぜ
、
①

に
入
れ
、

い
っ
ぱ

い
に
な
ら
な

い
時
は
大
根

の
中
身
を

少

々
ま
ぜ
て
も
よ
ろ
し

い
。

③

ひ
し
お
を
よ
く
す
り
、
出
し
汁
大
さ
じ
２
加
え
て
ゆ

る
め
、
②

に
流
す
。

④
ね
ぎ
の
う
す
切
り
の
半
分
を
ゴ

マ
油
小
さ
じ
１
で
炒

め
、
出
し
汁
を
カ

ッ
プ
２
加
え
、花
人
参

（
モ
ミ
ジ
形

）

を
入
れ
て
、
ひ
と
煮
立
ち
さ
せ
、
塩
と
醤
油

で
吸

い
も

の
よ
り
少
々
濃

い
め
の
味

に
し
、
①

の
大
根
を
加
え
て

煮
込
み
、
高
を
水
ど
き
し
て
流
し
、
ど
ろ
み
を

つ
け
、

皿
に
盛
り
、
汁
と
共

に
頂
き
ま
す
。
パ
セ
リ
の
ミ
ジ

ン

を
少

々
ふ
る
と
美
し
く
出
来
ま
す
。

五

、

コ

ー

フ

ー

と

豆

腐

の

つ
く

ね

焼

き

●
材
料
／
豆
腐

（１
丁
）
、
コ
ー
フ
ー

（躙

９
）
、
玉
ね
ぎ

（１
個
）
、
ビ
ー
ナ
ツ

（２
分

の
１
カ

ツ
プ
）
、
地
粉

、塩
、

油①

コ
ー
フ
ー
は
油

で
揚
げ

て
ミ
ジ

ン
切
り
、
カ

ッ
プ
ー

の
水

に
醤
油
大

さ
じ
１
入
れ
、
昆
布
を
し

い
た
鍋
で
者
〔

て
、
生
姜

ミ
ジ

ン
を
小
さ
じ
２
分

の
１
加
え
る
。

②
豆
腐
は
水
を
よ
く
切
り
、

つ
ぶ
し
て
塩
小
さ
じ
１
加

え
、
①
を
ま
ぜ
、
ピ

ー
ナ

ツ
を
半

つ
ぶ
し
に
し
た
も
の

を
加
え
、
８
個

に
ざ

っ
く
り
と
丸
め
、
手
で
平
ら
に

つ

ぶ
し
て
、
た

っ
ぷ
り
の
油

で
両
面
を

こ
ん
が
り
焼
き
目

を

つ
け
、
そ
の
あ
と
の
油

で
地
粉
を
大

さ
じ
３
炒
め
、

水
を
少
し
ず

つ
入
れ
て
ど
ろ
り
と
さ
せ
、
上
に
さ
ら
り

と
か
け
る
。

六
、
わ
か
め
の
サ
ラ
ダ

●
材
料
／
わ
か
め

（６

９
）
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

（３
分

の

１
個
）
、
み
か
ん

（３
個
）
、
バ
セ
リ

（少

々
）
、醤
油
、
塩

①
わ
か
め
は
水
洗

い
し
、
細
か
く
切
り
、
カ
リ
フ
ラ
ワ

ー
は
半

口
大

に
花
を
切
り
、
熱
湯

に
地
粉
少

々
バ
ラ
リ

と
入
れ
、
塩
を
加
え
た
中

で
き

っ
と
固
ゆ
で
に
し
、
ザ

ル
に
取
り
出
し
、
冷
ま
す
。

②

ミ
カ

ン
の
汁
を
し
ば
り
、
塩
小
さ
じ
４
分
の
１
と
醤

油
大

１
を
加
え
、
①
を
さ

っ
く
り
和
え
、
パ
セ
リ
の
ミ

ジ

ン
を
ふ
る
。

七
、
ガ
ト
ー

・
セ
レ
ヤ
ー
ル

●
材
料
／
完
全
粉

（カ

ツ
プ
２
）
、
地
粉

（カ

ツ
プ
２
）
、

そ
ば
粉

（カ

ッ
プ
２
）
、
と
う
も
ろ
こ
し
粉

（カ

ッ
プ
２
）
、

ア
ー
モ
ン
ド

（カ

ツ
プ
２
分

の
１
）
、
有
精
卵

（１
個
）

①
粉
類
は
皆
よ
く
ま
ぜ
、
油
大
さ
じ
２
加
え
、
よ
く
ま

ぜ
、
塩
小
さ
じ
１
と
２
分

の
１
と
シ
ナ
モ
ン
小
さ
じ
３

分
の
１
加
え
て
さ
ら
に
ま
ぜ
、
水
を
加
え
、
手
で
丸
め

て
手
に

つ
か
ぬ
ほ
ど
に
さ

っ
く
り
こ
ね
、
卵
白
を
よ
く

泡
立

て
て
ま
ぜ
、
手
で
５
セ
ン
チ
く
ら

い
に
丸
め
、
ほ

ど
よ
く
平
ら
に
し
、
卵
黄
を
上

に
ぬ
り
、
中
火

の
天
火

で
約

３０
分
。
上
に
焼
き
目
が

つ
い
た
ら
出
来
上
が
り
。

八

、

ガ

ト

ー

・

ス

ピ

ラ

ル

●
材
料
／
う
る
ち
玄
米
粉

（カ

ッ
プ
３
）
、
も
ち
玄
米
粉

（カ

ッ
プ
３
）
、
小
豆

（カ

ッ
プ
２
分

の
１
）
、
レ
ー
ズ

ン

（カ

ッ
プ
２
分

の
１
）
、
塩
、
ワ
イ

ン

（少

々
）

①
粉
を
全
部
ま
ぜ
、
塩
小
さ
じ
２
分
の
１
加
え
て
湯
で

耳
た
ぶ
く
ら

い
に
こ
ね
、
丸
め
て
手
で

つ
ま
み
、
熱
し

た
ふ
か
し
器

に
ぬ
れ
布
巾
を
し
き
、
上
に
並

べ
て
２０
分

ほ
ど
ふ
か
す
。
す
ぐ
木
鉢

に
入
れ
少

々

つ
き
ま
ぜ
る
。

②

小
豆
は
水
を
加
え
て
水
煮
を
し
、
上

に
水
が
な
く
な

っ
た
ら
水
を
加
え
、
そ
れ
を
三
、
四
回
く
り
か
え
し
、

上
が
軟
か
く
な
り
水
が
見
え
な
く
な

っ
た
時
、
レ
ー
ズ

ン
を
細
か
く
切

っ
て
ワ
イ

ン
に

つ
け
て
置

い
た
も
の
を

加
え
、
ひ
と
煮
た
ち
さ
せ
、
火
を
消
し
、
塩
小
さ
じ
２

分

の
１
加
え
て
ま
ぜ
る
。

③
、
①
を
２

つ
に
切
り
、
四
角

に
３
ミ
リ
厚
さ
に
の
し
、

上

に
小
豆
を

「
す
じ
め
し
」

の
よ
う
に
の
せ
、
端
か
ら

ぐ
る
ぐ
る
固
く
巻
き
、
小

日
か
ら
適
宜

に
切
る
。

■
リ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
！
春
期
開
講
中
！

（初
級
）
　

２
月
１０
日

（水
）
①
お
め
で
と
う
、
②
大
根
と

油
揚
げ
煮
付
け
、
③
け
ん
ち
ん
汁
、
④
田
舎
ま
ん
じ
ゅ
う

‐７
日

（水
）
　

①
人
参
そ
ぼ
ろ
玄
米
御
飯
、
②
の
り
佃
煮
、

③
玄
米
ク
リ
ー
ム
、
④
う
ど
ん
グ
ラ
タ
ン

（中
級
以
上
）
　

２
月
９
日

（火
）
①
か
や
く
御
飯
、
②
茶

碗
蒸
し
、
③
コ
ー
フ
ー
串
カ
ツ
、
④
半
月
み
か
さ
山

‐６
日

（火
）
　

①
菜
飯
、
②
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
、
③
野
菜
揚

げ
物
、
④
草
な
る
と
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山西み な子

大 森

牛
乳
な
し
で
も
乳
は
出
る

山
西
／
濃
厚
な
お
乳
の
方
を
赤
ち
ゃ
ん
が
き
ら

っ
て
、
薄

い

お
乳
の
方
を
喜
ぶ
と
い
う
こ
と
を
、
キ
チ
ン
と
デ
ー
タ
処
理

を
し
て
科
学
的
に
体
系
化
す
る
に
は
、
今
の
助
産
婦
は
ま
だ

ま
だ
現
場
で
能
力
不
足
と
い
い
ま
す
か
、
た

っ
た
七
日
間
の

中
で
は
研
究
し
き
れ
な
い
部
分
が
あ
る
ん
で
す
。

最
近
で
は
私
ど
も
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
も
母
乳
の
研
究
を

し
て
い
ま
す
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
医
学
部
で
母
乳
の
成

分
を
熱
心
に
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
な
い
ん
で
す
。
順
天

堂
大
学
が
、
か
な
り
熱
心
に
研
究
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

い
ち
ば
ん
熱
心
な
の
は
東
大
の
農
芸
化
学
部
で
、
あ
る
い
は

東
京
農
大
の
特
殊
栄
養
研
究
室
で
す
。
ま
た
、
各
乳
業
会
社

は
非
常
に
熱
心
に
研
究
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
医
学
部
で

は
、
こ
う

い
う
お
乳
の
時
は
赤
ん
坊
が
飲
む
け
れ
ど
も
、
こ

う

い
う
時
は
飲
ま
な
い
、
そ
こ
に
ど
う
い
う
違

い
が
あ
る
か
、

と
い
う
よ
う
な
研
究
は
ま

っ
た
く
進
ん
で
い
な

い
と
い
う
の

が
実
状
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
科
学
と
し
て
キ
チ
ン
と
し
た
デ
ー
タ
が
な
く

て
も
、
お
母
さ
ん
方
は
飲
ま
せ
て
い
れ
ば
分
か
る
わ
け
で
、

あ
の
お
母
さ
ん
の
は
飲
め
て
、
自
分
の
は
飲
め
な
い
、
と
い

う
の
は
、
そ
こ
に
何
か
の
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
こ
と
に
気
づ

い
て
い
け
ば
い
い
わ
け
で
す
。
あ
る
時
ま

で
は
飲
め
て
い
た
け
れ
ど
も
、
あ
る
時
か
ら
突
然
飲
め
な
く

な

っ
た
と
か
、
あ
る
時
間
帯
に
は
飲
め
な
い
、
と
い
う
こ
と

に
も
気
づ

い
て
き
ま
す
。

そ
こ
に
は
食
物
と
い
う
も
の
が
非
常
に
関
係
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
病
院
で
は
産
婦
さ
ん
に

一
日
、
牛

乳
が
二
本
か
ら
二
本
出
ま
す
。
こ
れ
は
、
厚
生
省
の

「基
準

給
食
」
と
い
う
も
の
に
の
っ
と

っ
て
、
一
日
に
二
千
カ
ロ
リ
ー

を
摂

っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
、
病
院
の
給
食
の
義
務
に
な

っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
二
千
カ
ロ
リ
ー
の
中
に
は
牛
乳

を
二
、
三
本
入
れ
て
い
る
病
院
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

牛
乳
だ
け
を
目
の
か
た
き
に
す
る
わ
け
で
は
な

い
ん
で
す

が
、
入
院
中
の
お
母
さ
ん
に
、
牛
乳
を
飲
ま
な
く
て
も
す
む

人
、
飲
ま
な
け
れ
ば
困
る
人
、
と
い
う
よ
う
に
分
け
て
、
飲

ま
な
い
で
も
す
む
人
に
飲
ま
な
い
よ
う
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
ま
す
と
、
私
の
体
験
で
は
、
８
人
部
屋
で
だ

い
た
い
５
人

く
ら
い
は
飲
ま
な

い
よ
う
に
協
力
し
て
く
だ
さ
る
ん
で
す
。

残
り
の
３
人
の
お
母
さ
ん
は
、
部
長
回
診
の
時
に

「先
生
、

婦
長
が
牛
乳
を
飲
ま
な
く
て
も

い
い
、
と
言

っ
て
い
る
け
れ

ど
も
本
当
で
す
か
？
」
と
聞
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

「
い

や
あ
、
と
ん
で
も
な
い
。
飲
ま
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
」
と
言

い

ま
す
。
栄
養
失
調
に
な

っ
た
ら
大
変
だ
、
と
思
う
お
母
さ
ん

が
、
８
人
の
中
に
３
人
く
ら
い
い
る
ん
で
す
。

そ
こ
で
、
後
で
授
乳
室
に
い
ら
し
た
時
に
、
ど
の
よ
う
に

授
乳
し
て
い
る
か
、
見
せ
て
い
た
だ
け
ば
い
い
わ
け
で
す
。

そ
れ
は
、
牛
乳
を
飲
ん
だ
日
も
飲
ま
な
い
日
も
あ

っ
て
も
い

い
し
、
ず
―

っ
と
飲
ま
な
く
て
も
い
い
し
、
あ
る
い
は
母
親

学
級
で
お
願

い
し
て
、
妊
娠
中
か
ら
牛
乳
を
飲
ま
な
い
よ
う

に
協
力
し
て
く
だ
さ

っ
た
方
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
方
の
場
合

を
見
せ
て
い
た
だ
く
だ
け
で
、
歴
然
と
し
て
い
る
ん
で
す
。

▲ 山西みな子先生
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必
ず
し
も
牛
乳
を
飲
ま
な
け
れ
ば
栄
養
失
調
に
な
る
か
と

い
う
と
、
そ
う
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
、
牛
乳
を
飲
ま
な
か

っ
た
お
母
さ
ん
の
群
の
方
が
、
赤
ち
ゃ
ん
が
お
乳
を
上
手
に

飲
め
て
い
る
と
い
う
事
実
を
知
る
人
が
だ
ん
だ
ん
に
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

わ
る
い
食
品
で
脳
に
傷
が

そ
う
い
っ
た
仕
事
を
し
て
い
る
時
に
、
私
は
家
庭
の
事
情

で
群
馬
に
四
年
ほ
ど
住
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
群
馬
大
学
の

小
児
科
の
名
誉
教
授
の
松
村
達
雄
先
生
に
お
会
い
し
ま
し
た
。

先
生
は

「食
物
に
は
有
益
な
面
も
あ
る
が
、
害
に
な
る
面
も

あ
る
」
と
主
張
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
。
害
に
な
る
例

と
し
て
、
食
物
が
原
因
と
な
っ
て
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ

す
場
合
を
挙
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。
子
供
た
ち
が
大
騒
ぎ
を
し

た
り
走
り
回
っ
た
り
、
ギ
ャ
ー
ギ
ャ
ー
泣
い
た
り
、
じ
っ
と

し
て
い
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
頭
が
ア
レ

ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
し
て
い
る
か
ら
だ
、
と
い
う
よ
う
な
見

方
を
な
さ
る
ん
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
皮
膚
に
い
ろ
い
ろ
な
反
応
が
起
こ
る
こ
と
も

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
の

一
つ
だ
け
れ
ど
も
、
い
ち
ば
ん
重
大
な

の
は
、
脳
に
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
す
こ
と
だ
、
と
。
そ

う
す
る
と
、
後
に

「微
細
脳
損
傷
」
が
残

っ
て
、　
一
回
だ
け

の
知
能
検
査
で
は
非
常
に
良
い
成
績
が
出
て
も
、
持
続
性
が

な
く
て
、
将
来
、
そ
の
子
は
学
習
不
振
児
に
な
る
、
と
い
う

考
え
方
も
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
の
当
時
、
ア
メ
リ
カ
で

「微

細
脳
損
傷
」
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
騒
が
れ
て
お
り
ま
し
て
、

ア
メ
リ
カ
の
フ
ァ
イ
ン
ゴ
ー
ル
ド
と
い
う
学
者
が
、
食
品
添

加
物
の
あ
る
種
の
も
の
は
脳
に
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
し

て
学
習
不
振
児
を
招
く
、
と
い
っ
て
、

「あ
な
た
の
お
子
さ

ん
は
、
な
ぜ
暴
れ
ん
坊
で
学
習
嫌
い
か
」
と
い
う
本
を
出
し

て
お
り
ま
す
。

そ
う

い
う
よ
う
に
、
食
物
が
た
だ
皮
膚
だ
け
で
な
く
て
、

人
格
そ
の
も
の
に
も
関
係
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
わ

け
で
す
。
そ
う

い
う
こ
と
は
、
松
村
先
生
に
教
え
て
い
た
だ

い
て
、
さ
ら
に
確
信
を
深
め
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
前

に
、
こ
こ
に
お
い
で
の
何
人
か
の
お
母
さ
ん
方
に
、
そ
う
い

う
こ
と
が
現
実
に
あ
る
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
を
う
か
が

っ
て

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
を
ま
と
め
て
、

「母
乳
で
育
て
る
コ
ツ
』
と
い
う
本
の
中
で
書
か
し
て
い
た

だ
い
た
わ
け
で
す
。

で
、
今
日
、
母
乳
育
児
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ

い

て
い
ま
す
が
、
い
ち
ば
ん
母
乳
育
児
を
さ
ま
た
げ
て
い
る
も

の
は
、

「飽
食
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
豊
か
に
食
べ
ら
れ
る

ん
だ
け
れ
ど
も
、
人
間
は
豊
か
に
食
べ
る
こ
と
に
適
応
す
る

体
に
な

っ
て
い
な
か

っ
た
。
こ
れ
は
、
最
近
で
は
石
丸
震
也

さ
ん
が
本
を
出
し
て
お
ら
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
人
間
は

「飢

え
る
」
と
い
う
こ
と
に
は
体
が
危
険
信
号
を
発
し
ま
す
け
れ

ど
も
、
「食
べ
す
ぎ
る
」
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
は
危
険
信
号

が
は

っ
き
り
し
な

い
、
と
い
う
か
、
食
べ
過
ぎ
に
対
し
て
、

体
の
中
で
徐
々
に
弱

っ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
、
肝
臓

の
弱
ま
り
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
人
類
の
滅
亡
に
も

つ
な
が
っ

て
い
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

そ
れ
は
、
武
見
太
郎
先
生
が
予
言
さ
れ
ま
し
た
。
豊
か
に

物
が
食
べ
ら
れ
て
、
た
い
へ
ん
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
私
た
ち
が
食
べ
て
い
る
半
面
で
、
南
の
国
々
で
大
勢

が
飢
え
て
い
る
と
い
う
実
態
を
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
見
て
お
り
ま
す
と
、
食
べ
物
に

「本

当
に
有
難

い
な
あ
、
頂
け
て
う
れ
し
い
な
あ
」
と
い
う
場
合

と
、
も
う
食
べ
な
け
れ
ば
損
だ
、
と
い
っ
て
食
べ
た
場
合
と

で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
の
出
方
が
ま

っ
た
く
違

っ
て
い
ま

す
。
で
、
子
供
た
ち
の
ぐ
ず
り
方
も
違

っ
て
き
ま
す
。

最
近
も
、
群
馬
県
の
お
母
さ
ん
か
ら
、
し
ょ
っ
ち
ゆ
う
悩

み
の
電
話
が
来
ま
す
が
、
そ
の
お
母
さ
ん
の

一
番
の
欠
点
は
、

感
謝
の
気
持
ち
が
足
ら
な
い
こ
と
だ
、
と
は

っ
き
り
申
し
上

げ
た
ん
で
す
。
何
回
も
私
と
松
村
先
生
と
で
会

っ
て
、
私
は

お
乳
の
方
の
手
当
て
を
、
松
村
先
生
は
食
物
の
方
の
お
話
を

な
さ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
松
村
先
生
か
ら
見
て
も
、
私
か

ら
見
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
も
、
こ
の
お
母
さ
ん
が
感
謝
が
足

ら
な
い
、
と
い
う
点
で
は

一
致
す
る
ん
で
す
。

で
、
こ
の
あ

い
だ
、
心
か
ら
感
謝
で
き
な
く
て
も
、

「
お

か
げ
さ
ま
で
す
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
大
変
う
れ
し
い
で

す
」
と
毎
日
言

い
な
さ
い
、
と
言

い
ま
し
た
ら
、
そ
の
お
母

さ
ん
は

一
週
間
言

っ
た
そ
う
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、

「
心
に

も
な
い
け
れ
ど
、
言
え
、
と
言
わ
れ
た
か
ら
言

い
ま
し
た
」

と
ケ
ン
カ
腰
で
私
に
言

っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
顔
は
大
変

楽
し
そ
う
な
顔
で
し
た
。
そ
の
お
母
さ
ん
に
は
四
月
二
十
日

に
群
馬
で
お
会

い
し
た
ん
で
す
が
、
食
事
を
変
え
た
こ
と
で

大
変
体
重
が
減

っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
回
り

の
人
た
ち
か
ら
、
「
そ
れ
で
は
栄
養
失
調
に
な

っ
て
し
ま
う
。

死
ん
で
し
ま
う
」
と
ギ
ャ
ー
ギ
ャ
ー
言
わ
れ
て
、
そ
れ
が
心

の
し
こ
り
に
な

っ
て
、
な
か
な
か
取
り
組
め
な
か

っ
た
ん
で

す
が
、

「有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
頂
き
ま
す
」
と
言

っ
て
い

る
う
ち
に
、
少
し
体
重
が
増
え
て
き
て
、
に
こ
や
か
に
な

っ

て
、
顔
も
赤
み
が
さ
し
て
き
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
心
に
な
か

っ
た
ら
言
葉
だ
け
で
も

い
い
か
ら
「お

か
げ
さ
ま
で
す
、
お
か
げ
さ
ま
で
す
」
と
叫
ん
で
い
た
ら
、

赤
ち
ゃ
ん
の
行
動
も
だ
ん
だ
ん
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
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こ
こ
に
お
い
で
の
お
母
様
方
は
、
そ
う

い
う
こ
と
は
と

っ

く
に
ご
承
知
の
方
々
ば
か
り
で
あ
り
ま
し
て
、
私
の
方
が
む

し
ろ
教
わ

っ
て
い
く
わ
け
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
母
乳
育

児
を
な
さ
る
方
は
わ
ず
か
３
割
、　
一
年
間
、
母
乳
育
児
を
す

る
方
と
い
う
と
、
も
う
統
計
上
、
数
字
が
出
て
こ
な
い
、
と

い
う
実
状
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
、
母
乳

育
児
で
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
て
あ
げ
て
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

一
年

間
、
い
ろ
い
ろ
教
わ

っ
て
、
そ
の
蓄
積
の
上
に
今
後
の
生
活
、

食
物
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

私
に
も
ぜ
ひ
ま
た
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
も
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（拍
手
）

「里
帰
り
出
産
」
は

質
問
／
里
帰
り
出
産
に
異
常
が
多

い
、
と
い
う
お
話
が
あ

っ

た
ん
で
す
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

山
西
／
里
帰
り
出
産
は
、
妊
婦
が
移
動
す
る
と
い
う
こ
と
の

た
め
に
、
早
産
に
な
り
や
す
い
と
い
う
こ
と
と
、
帝
王
切
開

が
多
い
、
と
い
う
実
状
で
す
。
な
ぜ
帝
王
切
開
が
多

い
か
と

い
う
と
、
お
医
者
さ
ん
が
ず

っ
と
経
過
を
追

っ
て
見
て
い
な

か

っ
た
、
と
い
う
こ
と
が

一
つ
原
因
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
里
帰
り
し
て
お
母
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
安
心
し
て
、

た
く
さ
ん
食
べ
て
太

っ
て
し
ま

っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。

以
上
、
医
師
の
側
か
ら
は
、
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
指

摘
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
妊
娠
中
の
体
重
は
、
医
学
的
な
判

断
で
は
１０
キ
ロ
増
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
実
際

に
は
４
キ
ロ
か
ら
５
キ
ロ
増
と
い
う
あ
た
り
が
い
ち
ば
ん
い

い
の
で
は
な

い
か
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
北
里
大
の
島
田
先

生
や
聖
路
加
病
院
の
先
生
は
７
キ
ロ
以
下
、
と
い
う
よ
う
に

お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
し
、
７
キ
ロ
以
上
太

っ
て
い
る
方
は

異
常
産
に
な
り
や
す

い
、
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

甘

い
も
の
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
せ
い
で
太

っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
然
な
お
産
、
と
い
う
こ
と
か
ら

考
え
る
と
、
３
キ
ロ
前
後
が
い
ち
ば
ん
望
ま
し
い
と
思

い
ま

す
。

質
問
／
実
家
に
帰
る
と
す
る
と
、
移
動
す
る
の
は
い
つ
ご
ろ

が
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

山
西
／
こ
れ
は
、
場
所
に
も
よ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
予
定
日

よ
り

一
カ
月
前
く
ら
い
が
い
い
の
で
は
な

い
か
、
と
思

い
ま

す
。
そ
れ
は
飛
行
機
に
乗
る
場
合
に
も
言
わ
れ
ま
す
し
、
近
く

の
方
は
い
い
の
で
す
が
、
新
幹
線
で
な
く
在
来
線
で
た
く
さ

ん
乗
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
場
合
、
前
駆

陣
痛
と
い
っ
て
本
当
の
陣
痛
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

少
し
お
腹
が
張
る
と
い
っ
た
状
態
に
な
ら
な

い
う
ち
の
方
が

い
い
と
思

い
ま
す
。
８
カ
月
、
９
カ
月
、
し
か
し
、
あ
ま
り

早
く
帰
り
ま
す
と
夫
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
か
ら
９
カ
月
に
帰

る
と
い
う
の
が
い
い
か
と
思

い
ま
す
。

質
問
／
母
乳
の
出
し
方
を
も

っ
と
具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ

い
。

山
西
／
こ
こ
に
は
た
く
さ
ん
先
輩
の
お
母
さ
ん
が
い
ら

っ
し

ゃ
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
後
輩
の
お
母
さ
ん
に
教
え
て
あ
げ
て

い
た
だ
け
ま
す
か
。
恥
ず
か
し
い
で
す
か
…
…
。

生
ま
れ
て
す
ぐ
お
母
さ
ん
の
お
乳
を
し
ゃ
ぶ
ら
せ
る
、
と

い
う
こ
と
が
非
常
に
大
切
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
病
院
で
は
哺

乳
び
ん
を
先
に
く
わ
え
さ
せ
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
種
類
に

よ

っ
て
も
ま
た
、
非
常
に
違

い
ま
す
。
哺
乳
び
ん
に
も
い
ろ

い
ろ
な
メ
ー
カ
ー
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

「自
然
な
飲
み

方
」
と
い
う
哺
乳
び
ん
が
あ
り
ま
す
。
で
、
お
産
の
あ
と
、

産
婦
の
方
が
疲
労
し
て
い
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
お
乳
を
く
わ
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
病
院
の
仕
組
み
と
か
、

産
婦
の
体
調
と
か
で
、
ま
ず
お
母
さ
ん
の
乳
房
を
く
わ
え
さ

せ
ら
れ
な

い
時
に
は
、
次
善
の
策
と
し
て
、
こ
の

「自
然
な

飲
み
方
」
と
い
う
哺
乳
び
ん
を
く
わ
え
さ
せ
る
よ
う
勧
め
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
西
ド
イ
ツ
の
製
品
で
、輸
入
品
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
ん
な
に
高

い
も
の
で
は
な
い
ん
で
す
が
、
病
院
の
助
産
婦

の
意
識
に
よ

っ
て
、
採
り
入
れ
た
り
採
り
入
れ
な
か

っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
ご
希
望
を
出
し
ま
す
と
、
病
院
で

は
使

っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
在
来
の
も
の
と
は
全
く
違
う
形
を
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
は
堅
く
て
と
が

っ
た
形
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
お
母
さ
ん
の
乳
頭
を
く
わ
え
た
時
の
よ
う
な
形
を
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
く
わ
え
て
い
た
未
熟
児
だ
と
、
箱
か
ら
出

て
母
親
の
乳
房
を

つ
け
た
時
に
、
母
親
の
乳
房
を
よ
く
吸
う
、

と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
し
て
、
私
ど
も
は
こ
れ
を
勧
め
て

い
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
が
病
気
で
入
院
し
て
い
た
時
に
、
病
院

で
こ
れ
を
使

っ
て
い
れ
ば
、
家
に
帰

っ
て
、
す
ぐ
お
母
さ
ん

の
乳
一房
に
移
行
し
や
す

い
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

一
方
、
母
乳
を
飲
ん
で
い
た
子
供
は
保
育
園
で
哺
乳
び
ん
を

く
わ
え
な

い
か
ら
困
る
、
だ
か
ら
母
乳
で
育
て
て
い
る
人
は

い
や
だ
、
と
い
う
保
母
さ
ん
が
出
て
き
た
そ
う
で
す
が
、
文

京
区
の
千
石
の
保
育
園
で
働
い
て
い
る
保
母
さ
ん
た
ち
の
研

究
で
は
、
母
乳
で
育

っ
た
子
供
で
も
、
ヌ
ー
ク
を
使
え
ば
、

哺
乳
び
ん
に
な
じ
む
か
ら
、

「自
然
な
飲
み
方
」
の
こ
の
哺

乳
び
ん
が

い
い
ん
だ
、
と
言

っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う

い
う
も
の
は
次
善
の

策
で
し
て
、
ま
ず
お
母
さ
ん
の
乳
房
を
く
わ
え
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。
し
か
し
、
子
供
が
く
わ
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
は
、
体
重
が
８
キ
ロ
も
１０
キ
ロ
も
増
え
て
太

っ
て
し
ま
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う
と
、
乳
房
も
固
く
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る

と
、
吸
お
う
と
し
て
も
、
す
べ
っ
て
し
ま

っ

て
、
く
わ
え
ら
れ
な
い
ん
で
す
。
そ
う
い
う

時
に
は
、
ど
ん
ど
ん
冷
や
し
て
、
水
気
を
摂

ら
な
い
よ
う
に
し
て
安
静
に
し
て
、
少
し
軟

ら
か
く
な

っ
た
ら
飲
ま
せ
れ
ば

い
い
わ
け
で

す
。
ま
だ
固
く
な
ら
な
い
う
ち
に
赤
ち
ゃ
ん

に
吸
わ
せ
れ
ば

い
い
わ
け
で
す
。

そ
う

い
う
よ
う
に
固
く
な
る
の
は
、
入
院

中
の
食
事
で
水
気
の
も
の
を
摂
る
ほ
か
に
、

家
か
ら
果
物
な
ど
を
持

っ
て
き
て
も
ら

っ
て

補
給
を
す
る
た
め
な
ん
で
す
。
特
に
甘

い
も

の
を
食
べ
た
り
す
れ
ば
、
お
乳
が
た
く
さ
ん

出
来
ま
す
の
で
、
こ
の
時
期
に
お
乳
が
カ
チ

ン
カ
チ
ン
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
三
日
目
、
四
日
目
あ
た
り
で
お
乳
を
同

く
し
な
い
た
め
に
は
、
食
事
に
気
を

つ
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
ど
う
し
て
も
お
腹
が
す

く
も
の
で
す
か
ら
、　
つ
い
食
べ
過
ぎ
て
し
ま

っ
て
、
お
乳
を
腫
ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。

固
く
な

っ
た
お
乳
を
ほ
ぐ
す
に
は
、
息
を

吐
き
な
が
ら
脇
の
下
か
ら
乳
房
の
へ
り
を
押

し
て
い
き
ま
す
。
フ
ー
ッ
と
押
し
て
、
一戻
し

て
、
ま
た
フ
ー
ッ
と
押
し
ま
す
。
こ
の
時
、

乳
房
に
手
が
さ
わ

っ
て
い
る
と
痛

い
も
の
で

す
か
ら
、
さ
わ
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。
そ

う
す
る
と
、
少
し
ユ
ル
ミ
が
出
来
て
、
乳
頭

が
軟
ら
か
く
な
り
ま
す
。
　

　

（
２
つ
く
）

美 術 印刷 一般

郵 東 賀
代表取締役 野 ヶ 山 量 尉 :知

東 京 都 台 東 区 浅 草 橋 4丁 目 16番 8号 〒 111

電 話   東労マ (862) イtヨ辱 1  6  2  7 ～  9  番

食べて、ほっそり、美しく。毎日のおかずからおもてなし料理ま

で 、桜沢里真のおいしいマクロビオティック料理集大成 /

リマ クッキング ビデオ 奎 5琶
〈各巻・お料理テキスト付〉 定価45,000円

食養の普及に、東西文化の融合に、世界を駆けた情熱の軌跡。

世界的自由人、桜沢如一(GO)の生涯を浮き彫りにする。

00ヒストリービデオ 皇 1書
桜沢女□一の思想と生涯 定価 18,000円

このビデオは、食養とGO
(桜沢如一)の思想によっ

て救われた私が、この時代

の人々に残す感謝の贈物で

す。

いまこそ、まさに、食養 (マ

クロビォティック)が必要

とされ、GOの思想が求め

られています。

桜沢里真 (88歳 )

取 扱店 募 集 中 .4′

カタログ無料送付

リマプロジェク ト東京事務所

〒155東京都世田谷区Jじ沢4-32-26

TEL 03(460)1238

リマプロジェク ト大阪連絡所

〒540大阪市東区内淡路町2-6

小山ビル 丁EL 06(941)7506

リマ+G04巻セット価格 60,000円
15回分割払いあり (初回5200円 、以降4600円 )
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▲ 豪華カラー愛蔵版、付録に天然

酵母バン、コーフーの作り方。

桜沢里真著

マクロビオティック

料理 の決定版
●リマクッキング(3刷 )

定価/7,500円 (〒 350円 )

●マクロピオティック料理
(普及版 )

定価/2,500円 (〒 300円 )

日本Cl協会 振替/東京0-194125

インナークリニ ッ

クは超医学・ 自然

医学を応用 し、肉

体・心体・霊体の

根本浄化を図 る世

界で初めての クリ

ニックです。

■内容/正食の実践、発汗による排毒、π (パ イ)科学療法、細胞活性法、浄

霊、浄魂、空間療法、食養・手当法・操体法などの講習

■ ドックの効果 /宿便の除去、痩身、慢性症状の軽快、体質改善、ス トレス

の除去、精神の高揚

■毎月第 2月 曜 日～土曜日 参加費/5万 円 (食事代を含む)

インナークリエック 奏馬琴曇11li『
掲‐0

いま、もうひとつの1日ヨ|ノ
tl キ|こ 考

赤穂の天 塩 二つの食卓用塩

東京都新宿区百人町 2丁 目24番 9号  株 :式鵡針社  天  塩   〒 160 電話 03(371)152 代表
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精
神
と
体
は
分
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

心
が
不
調
で
あ
れ
ば
体
も
そ
の
影
響
を
受
け
、

体
が
不
調
で
あ
れ
ば
精
神
の
安
定
も
得
ら
れ

ま
せ
ん
。
気
を
病
む
こ
と
を
病
気
と
言
う
よ

う
に
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
は

″あ
う
ん
″
の

呼
吸
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
ア
ー
と
言
え
ば

ウ
ン
で
す
。
ツ
ー
と
言
え
ば
カ
ー
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
を
切
り
離
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

阿
畔
堂
で
は
漢
方
薬
の
服
用
だ
け
で
な
く
、

こ
の
よ
う
に
心
身
両
面
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
法
の
指
導
、
食
事
の
指
導
、
と

く
に

「健
康
自
立
指
南
只
健
康
も
病
気
も
な

い
）
、
身
心

一
如
の
指
導
を
基
本
と
し
て
い

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
阿
叶
堂
で
も
無
農
薬
玄
米
を

扱

っ
て
お
り
ま
す
が
、
玄
米
に
は
、
体
に
対

し
て
補
う
力
と
潟
す
力

（下
す
、
余
分
な
も

の
を
ド
す
）
が
あ
り
ま
す
。

あ
ま
り
か
ま
な

い
で
食
べ
る
と
補
う
力
よ

り
も
潟
す
力
の
方
が
強
調
さ
れ
ま
す
の
で
、

や
せ
た
虚
弱
な
人
が
そ
う

い
う
食
べ
方
を
続

け
る
と
、
体
が
冷
え
た
り
力
が
出
な
く
な

っ

た
り
し
て
調
子
を
く
ず
し
ま
す
。

よ
く
か
む
と
い
う
こ
と
は
、
玄
米
の
う
す

度
を
か
み
や
ぶ
り
中
の
向

い
部
分
、
は
い
芽

も
よ
く
つ
ぶ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
玄
米
全

体
を
充
分
咀
し
ゃ
く
し
て
食
べ
る
、
玄
米
に

共
感
、
同
調
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

常
食
と
し
て
い
く
方
は
、
よ
く
か
む
習
慣

を

つ
け
る
か
、
玄
米
粥
に
し
て
食
べ
る
と
よ

い
と
思

い
ま
す
ｃ
そ
う
す
れ
ば
、
大
自
然
の

力
を
充
分
に
身
に
戴
き
な
が
ら
、
大
自
然
の

浄
化
作
用
も
身
に
つ
い
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

れ
は
体
内
の
毒
素
の
排
出
を
促
し
、
体
は
ど

ん
ど
ん
自
然
に
同
調
、
自
然
に
帰

っ
て
ゆ
き

ま
す
。
玄
米
の
力
は
こ
う

い
う
こ
と
に
象
徴

さ
れ
ま
す
。
体
が
少
し
ず

つ
か
わ

っ
て
ゆ
き

ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
に
つ
れ
て
、
心
の
有
り

様
も
感
じ
方
も
変

っ
て
ゆ
き
ま
す
。

ど
う
変
る
か
知
り
た

い
人
は
、
食
べ
て
み

て
下
さ
い
。
頭
で
食
べ
ず
体
と
心
で
食
べ
て

下
さ
い
。
そ
う

い
う
気
を
込
め
て
…
…

「旬
の
味
」
と
い
う
言
葉
を
付
け
た
よ
う
に

野
菜
が
信
頼
で
き
る
店
だ
。

宗
像
郡
福
間
町
の
舎
利
蔵
で
有
機
栽
培
の

農
産
物
を
作
り
な
が
ら
、
福
岡
市
内
九
州
大

学
の
近
く
に
店
舗
を
持

っ
て
新
鮮
な
野
菜
を

販
売
し
て
い
る
。

舎
利
蔵
と
い
う
所
は
、
交
通
の
使
が
良
く

な

い
地
で
あ

ノ
た
た
め
か
、
も
と
も
と
、
農

薬
を
使
わ
な

い
で
や

っ
て
き
た
年
寄
り
農
家

が

い
く
つ
か
残

っ
て
い
た
そ
う
だ
。
青
年
時

代
を
ヤ
マ
ギ
シ
で
過
し
た
店
主
の
小
川
伸
夫

さ
ん
が
舎
利
蔵
に
住
ん
だ
の
は
数
年
前
。
は

じ
め
少
な
い
注
文
で
は
あ

っ
た
が
、
有
機
野

菜
を
集
配
し
て
く
れ
る
グ
ル
ー
プ
が
２
つ
で

き
た
。
残

っ
た
野
菜
は
、
九
大
前
や
宮
崎
宮

前
で
引
き
売
り
し
て
、
な
ん
と
か
食

い
つ
な

い
だ
。
だ
ん
だ
ん
、
出
所
の
ハ
ッ
キ
リ
し
た

も
の
を
提
供
し
て
い
る
と
い
う
信
用
も
得
て
、

グ
ル
ー
プ
の
数
も
４０
に
な
り
、

５０
に
な

っ
た
。

お
店
の
方
の
商
品
は
、
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ

ン
の
も
の
、
ヤ
マ
ギ
シ
会
の
卵
、
肉
、
熊
本

の
坂
本
製
油
工
場
か
ら
の
純
ゴ

マ
油
、
紅
花

油
な
ど
や
長
野
の
小
布
施
か
ら
と
り
寄
せ
て

い
る
低
農
薬

（
４
回
）
の
信
州
り
ん
ご
、
そ

よ
風
ブ
ラ
ン
ド
の
「
み
か
ん
蜜
Ｌ
れ
ん
げ
蜜
」

が
印
象
に
残

っ
た
。

生
協
に
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
と
店
に
買

い
に
来
る
人
も
あ
る
が
、
や
は
り
七
割
ぐ
ら

い
が
配
達
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
。
（編
集
部
）

こ
の
ベ
ー
ジ
は
日
本
Ｃ
…
協
会
友
の
　
一

店
加
盟
の
、
皆
さ
ま
の
お
近
く
の
自
然

一

食
品
店
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
治
療
院
等
を

一

ご
紹
介
す
る
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
一

食
品
、
日
本
Ｃ
Ｉ
書
籍
の
ご
購
入
は
　
一

も
ち
ろ
ん
、
勉
強
会
、
料
理
教
室
、
健

一

康
食
事
相
談
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
　
　
一

譴
l∵1窓キ「li∫

ヤ̀鸞
i

●大須観音仁王門前

産有野 門店の
阿畔堂。

-38-



く近畿地方〉
マクロビオテイツク① 〒606京 都市左京区高野蓼原町77● 075・ 7

11・ 4551弁 当(予約制)、 正食品、書籍

京都自然食品センター 〒604京 都市中京区河原町通り夷川東北角

8075・ 221・ 7890、 231・ 0348[∃9～18⑩ネ兄
ヘルス伏見① 〒612京都市伏見区桃山町鍋島7国鉄桃山駅西50m

8075・ 611,0337□ 10～ 20困① 純正食品、洗斉」、無農薬野菜

中村自然医食センター 〒602京都市上京区河原町通丸太町下ル伊

勢屋町4108075256・ 4388圏 9～ 20困①祝 ゲルマ温浴、エアロビ

天粒マクロビオティックセンター 〒624舞鶴市サンモールマナイ

1丁 ロヘルスションプみずたに内 80773・ 76・ 7126固 9～ 19困無

了瑚自然食品① 〒625京都府舞鶴市五条朝日北 80773・ 63・ 5729

曰10～ 19困 l① 食品、調理器具、リマ化粧品、書籍販売
ヘルスマート大手通店 〒540大阪市東区大手通251806・ 945・

0618□ 9半～18半 困2・ 4・ 5①祝

正食協会 〒540大阪市東区大手通251● 06・ 941・ 7506圏 9～ 18

困① 料理教室(⑬ЭЭ)定例会(第 l①)入門講座

研心館本部食養道場 〒545大阪市阿倍野区西田辺町2229コ%
・691・ 1590固 9～ 21困無 無双原理研修、気の研究会、食養道場

健
腎象薗貧[孟電釜『『 」.孟h堰げ 正三臀:違霧 響1塁審櫓懲

32

自然食品むぎの家〇 〒532大阪市淀川区東三国町4175806・ 395

。7806、 393・ 4577固10～ 20因Э 純正食品、野菜、

ハッコー山海フーズ① 〒533大阪市東淀川区東中島1-2012ユ ニ

ゾーン新大阪ビル414号 806・ 461・ 3528固 10～ 17困ЭЭ⑥Э 酉己達

アイランド・ジャップ①〒542大阪市南区西清水町34江川直ビル3F

806・ 245・ 1414固10～ 19困①祝 旅行企画、書籍、自然食品

山本祥園 (ソ フイー)〒 573大阪府枚方市高田222PU学園 807

20・ 53・ 2200困ЭЭ 健康相談、料理教室、PU勉強会、出張講師

神戸ヘルスフーズ岡本店 〒658神戸市東灘区岡本177● 078・ 453

・1777固 10～ 19正食指導、食養、美容相談、無農薬野菜 住吉店あり

マツヤ健康食品 〒655兵庫県神戸市垂水区五色山8498078・ 708

・9380東松弘樹 固10～ 19困① 正食健庫相談、純正食品、野菜

蔵風 (ろ ふう)〒 659兵庫県芦屋市船戸町5番街 80797・ 31・ 4141

固9半 ～18半 困Э祝 自然食レストラン、健康食品、無農薬野菜

i∞i最勇:;:言璽鰐 [I∫I夕鼈』月券
浦町朝日2239807355・ 2・ 1107正食料理・ヨガ・足心道、南紀正食会

大宝倶楽部グループ 〒51705二 重県志摩郡阿児町鵜方94318
05994・ 3・0077桧扇閣、摩宝道場、玄庵、伊勢志摩マクロビオティック

グァバハウスe 〒64965和 J矢 111県 】∫賀郡粉河町粉河178380736
・73・ 2154巴811～ 19因④ 無農薬野菜 茶・食品配達・発送、食養

く中国・四国地方〉

皆実Ci 〒734広 島県広島市南区皆実町4112● 0822・ 55・ 2846

平賀佐和 F毎月、第4①、例会、料理講習、PU勉強会

賄岩本綜合漢方① 〒730広島県広島市東区若草町1048082・ 261

・8001困①祝、4① 食品、漢方薬、鍼灸による治療、健康教育実施

明治製粉侑)〒 726広 島県府中市中町536●0847・ 41・ 22554ヽ り11清

因① めん類、純正養老醤油、保命みそ製造

人間医学社府中支局健康医学社広島県総特約店 〒726広 島県府中

市府中町590-680847・ 41・ 7668曰困 特に定めず 食品、正食浄血

榊純正食品マルシマ 〒722広島県尾道市新浜1621国道2号線沿

80848・ 22・ 5577□9～ 18困①祝 自然食品販売普及活動

鶴島食品 〒747山 口県防府市南松崎町5-480835・ 22・ 0347 社長

鶴島ツユ子 専務 原田昌―・弘美 純正食品、自然食品全国卸

山口健康生活センター 〒753山 口県山口市道場門前2丁 目4-228
0839・ 23・ 1842(本部 808397・ 2・ 3800)固 10～ 18⑩ 各種相談

純正食品裕意(やすえ)① 〒689-24.鳥 取県東伯郡東伯町八橋223

80858・ 522243井 上裕恵 困県 純正食品配達。発送、健康相談

愛媛純正食品センター① 〒790愛媛県松山市湯渡町102280899・

43・ 6464菅本フジ子 邸 ～20困4① 料理教室(毎④)東洋医学会

ハピネス① 〒796愛 媛県八幡浜市矢野町4丁 目 80894・ 22・ 1768

渡辺大起、ナミ枝 固8～20E10幸せの輪をひろげましょう

のま商店① 〒794愛媛県今治市常盤町4717● 0898・ 32・ 2378固

10～ 20困無 自然食品、書籍販売

布法ボサツ友の会 〒73904広島県佐伯郡大野田」8326●0829・ 56

・2019固 7半～22 布法 (ふ のり)ボサツ・図書・身心相談・坐禅

く九州・沖縄地方〉
八幡自然食品センター① 〒806福 岡県北九州市八幡西区八千代町

6228093621・ 4184固9～ 18困 1・ 3① 料理講習、健康相談、

自然回帰健康センター① 〒803福岡県北九州市ノjヽ倉Jヒ区朝日ケ丘

3288093・ 561・ 3001圏 10～ 19困①祝 正食指導、ゲルマニウム

サニー健康食品① 〒813福岡県福岡市東区千早5105● 092・ 681

・0883固 10～ 19因Э 食品、洗剤、書籍、器具、自然化粧品

旬の味そよ風① 〒812福岡市東区箱崎3-820●∞2・ 641・ 9044園

10～ 18半 困ЭЭ 無農薬有機野菜、果物、食品、市内近郊配達

自然食品センター夢有民 (ムユウミン)① 〒885長 崎県島原市桜町

951本 田春代 809576・ 4・ 3160地卵、無農薬有機野菜直売

フレンドショップ徳陽 〒870-11大 分県大分市田尻453580975
・42・ 1215圏10～ 20困Э祝 食品、野菜、健康相談・正食指導

心の学校・ヨガハウス① 〒874大 分県別府市天満町163380977
・26・ 2463固9～ 21因Э ヨーガとマクロビオティンク

ニコニコ村①〒874別 府市堀田12組 80977・ 23・ 3244 移動販売、
有機野菜、食養相談、地方発送可

愛鍼灸院① 〒84913佐 賀県鹿島市大殿分1590180954630981
画8～ 19 □Э 飯炎と正食品による綜合治療、健康相談

天粧下通店① 〒860熊本県熊本市下通14880963・ 54・ 9161福 lL

健一郎 固10～ 19困 1・ 3① 体質別食養相談・オリーブ自然美容相談

天粒子飼店① 〒860熊本県熊本市東子飼町3580963・ 43・ 4043

福山敬救 因無 体質別食養相談・オリープ自然美容法

岡部食品豆腐工場(創業慶応3年 )① 〒86146負資本県上益城郡甲佐

町岩下143●096・ 234・ 0447固 7～ 19困Э 糸屯正豆腐、食養研究会

天然村① 〒89944鹿児島県熊毛郡屋久町麦生335(高平)●09974

・7・ 2922、 7・ 2541′じ身魂のいこいの場、案内書60円 切手同封請求

自然食品センター陽報① 〒900沖縄県那覇市久茂地3118809
8861・ 7195固10～ 19困①祝 食養相談、料理教室、書籍、純正食品

紅葉純正食品店① 〒902沖縄県那覇市寄宮156● 0988・ 54・ 0296

□10～ 20困① 書籍販売、純正食品、アザレ化粧品

く新入会〉

玄米キット・田畑組 〒146人 ||lκ 池 1博 147 8037551412困
①41両 llx売 と電l rlit文 配達 りヽ1円 (人 ||||え 内外のみ)正 食食穐品

味穂自然食品江古田店● 〒176練 111κ栄町4013(江古田駅北日音

大通り商li街 )803・ 948・ 5701 El10～ 19 困① 無農薬農産物

天粋屋● 〒184小 金チ「市前原田「419980423・ 85・ 2602困Э①

り|き 売りと配達を11と した店 無農薬野菜、「1然 食」]

自然派の食卓。道1 〒424静

“

I県 清71K市 イ「束坂6672●054346・

2845 日10～ 21 □無 食糧:‖ 、無農薬野菜、調理イ1具、陶‖ヽ

障害者が地域で生きるための生活協同組合準備会 〒732広 島1'東

区尾長町5755鈴 木方 8082・ 2626330 玄米、料理学習、気功

自然食品店緑屋ご 〒640利 1歌山市湊本田「323 80734280643

日Ю～18 困∞  無農薬野菜 毎週土
'‖

1ヽ 正食たべてみる会

ナチュラルストアー久美堂 (き ゅうびどう)① 〒41003沼 津市原

字束中14184380559・ 67・ 3777 圃10～ 20 因Э 漢方薬、野菜

阿叶堂薬局 〒460名 古た:子 ド中区人須2262 8052・ 231・ 2839□
10～ 20 困①祝 漢方薬、健康ri fl指 南、食養指導、気流法

穂高養生回

` 
〒39984 長野県南安曇郡穂高町有りi 80263・ 83

・5260 食養・温泉・針灸・lI設 養生施設・案内書60円 切手同封請求
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高砂自然食品センター① 〒125葛飾区高砂8135803・ 600・ 1412

帥 ～19困① 無農薬野菜、果物、料理講習、勉強会、配達
自然食品専門店ベル・ウッド①〒143大田区北.馬込233-18803・

771・ 9243固 10～ 19半 因① 無農薬野菜、純正食品、化粧品、配達
自然食品の店マサチエミ① 〒146大田区多摩川135-2 803・ 756
・2445 固10～ 19因Э祝 純正食品、無農薬野菜、料理教室、CI図書

自然食品取扱店スーパー宝屋① 〒143大田区大森中2241京浜
急行梅屋敷駅前 803・ 761・ 5489囲半～22困無 無農薬野菜、果物

自然の幸。AndO ① 〒171豊島区南長崎541803・ 9518509(事 )

951・ 8280(自 )夜 8時以降 困① 無農薬野菜、純正食品、無添加化粧品
自然食品の店ななくさ① 〒177練 ,弓区西大泉町11510803・ 925・

0914固 9～ 20因Э 無農薬野菜、豆腐、パン、書籍、洗斉」
富士見台自然食品店① 〒176練馬区貫井31416803・ 990・ 6773

固 9～ 19因Э 自然農法食品、野菜、化粧品、図書
エコロジー生活協同組合イサキ会 〒H2文京区白山5-3512第 2

さつき荘101号 803・ 813・ 7825講習会、機関誌「イサキ」年間1500円

ナチュラルグルメサロンロFu①  〒H2文京区関日1179803・
268・ 4389900011半～21(①は20時 )地下鉄有楽町線江戸川橋

ナチュラルライフ① 〒176練馬区北町8128森屋荘202● 03・ 931

・7457□7～ 20日Э本、自然食品、健康器具、内観の会、移動販売

木下ヘルス商会① 〒166杉並区堀ノ内2-432● 03・ 317・ 5781固
10～ 22、 ① 12～ 20困無 食品全般、野菜、化粧品、洗剤、活水器、「二カ

鍋、書籍他 食養相談 配達・発送 売上の一部は自然保護団体に寄付
友永ヨーガ学院荻窪本部 〒167杉並区荻窪43111 ●03・ 393・ 54

81 固9～22 クラス:入 F5。 中級・安産・断食・瞑想等の1諄座
グルッベ自然食粗品店① 〒167杉並区荻窪5275803・ 398・ 7427

圃10～ 19困0レ ストラン 803・ 393・ 1224圏 11半～21因①

く東京市部〉
はじめ健康食品店① 〒180武蔵野市中町129580422・ 54・ 7716

圃 8半 ～20F12・ 3①、5、 15日 食品、野菜、小川みち先生食養教室⑥
ほうすいえん自然食品店① 〒182調布市仙川町11316803・ 326
・2356固 10～ 19因③ 無農薬のお茶・有機野菜・果物、純正食品

やさい村① 〒181三 鷹市下連雀36-2580422・ 47・ 6639固 10～ 19

ミルキーウエイ武蔵野市吉祥寺北町5417● 0422・ 536483
グルッベ調布店(旧・兄弟社)① 〒181三鷹市中原2-126●0422・

49・ 7225固 10～ 19困Э 有機栽培無農薬野菜、海産物、雑穀
自然食品の店和康① 〒184/」 金ヽ井市本町3101380423・ 85・ 5261

圏10～ 18因ЭЭ祝 食品、書籍、料理教室、玄米試食会
自然健康食品の店いなほ① 〒1874ヽ 平市花小金井171880424
・62・ 8975曰 10～ 19困Э 自然健康食品、無農薬野菜、石けん、書籍

久米川自然食センターふ・れ。あ・いの村① 〒189東村山市栄町2

2228●0423・ 95・ 9525圏 11～ 19四① 食品、有機野菜、書籍
美山口茶舗① 〒192八 王子市長沼町582046日 生商店内 80426

35・ 9643固 H～ 18困Э①祝 お茶、海苔、自然食みやま●46・ 8380

国造自然食品センター① 〒192八王子市明神町41780426・ 44

・6162□ 10～ 19困2① 無農薬野菜、食品、書籍、リマ化粧品
蒼玄協会① 〒192八王子市小門町20280426・ 25・ 0096支部/長
野、中野、屋島、会津若松、鎌倉 南部菜瑛場 8042625・ 3095

明日葉① 〒194町 田市玉川学園276●0427・ 29・ 5015圏 10～ 18

半 困① 有機野菜、食品、手作り生活用品、図書、移動販売
自然食糧品美味① 〒202保 谷市東伏見262080424・ 63・ 7613□

9～ 20困① 無農薬野菜、トーフ、パン、毎週月水金に入荷
南伊豆山荘 〒202保谷市村p沢3298042467・ 3404五罵久男 山
荘連絡先 805586・ 2・ 3629山荘・静岡県賀茂郡南伊豆町加納113942

東京幸茸園① 〒181三 鷹市新川425-30380422・ 48・ 3877 日
～18 因C祝 霊芝、花粉、純正食品、全国配送、半断食受付

く神 奈 J!I〉

菊屋片山商店① 〒211神奈川県川崎市幸区古市場1348044・ 522

・6233～ 4固9～ 20困⑥ 自然酒・無添加(ワ イン、味酪、焼酎)発送
株式会社豊兼① 〒220神奈川県横浜市西区花咲町4-1lIЮ45・ 23

1・ 4823、 242・ 3614□10～ 19困2① 食養相談、第1日 曜健康講演会
自然食品センター弘明寺店① 〒232神奈川県横浜市南区中島町4

-81 al145・ 712・ 3339固10～ 19無農薬野菜、豆腐、枇杷葉温圧
菊屋百貨店健康自然食品センター① 〒244神 奈川県横浜市戸塚区
戸塚町448045・ 881・ 7636固 10～ 19因⑧ 料理教室(第 2⑥ )

自然食センターヘルス回―ド① 〒242神 奈川県大和市中央6-322
●∝62・ 62.0020圏 10～ 19因Э 食品、化粧品、図書、治療院併設

陰陽洞① 〒249神 奈川県逗子市逗子532880468・ 73・ 7137圏
10～ 19因Э 食品、無農薬野菜、豆腐、化粧品、食養相談、配達

ゆうき自然健康食品店① 〒249神奈川県逗子市久木25-11●

“68・ 73・ 8050固10～ 19半 困祝 里予菜、パン、豆腐、みそ、瞥油、貸本
延寿① 〒239神 奈川県横須賀市根岸町43680468・ 35・8773固

10～ 19困① 無農薬農産物、豆腐、食箋指導、料理講習会、配達
真営堂治療院 〒25003神 奈川県足柄下郡箱根町湯本97● 0460・ 5・

6525固 10～ 19困Э・3① 鍼灸。指圧、生活習慣の改造
自然食スナッククレール① 〒228神 奈川県相模原市南台4168

80427・ 48・ 8936固 11半～13半、17半～23半 []Э⑥ 日替リランチ
大豆屋① 〒253神 奈川県茅ケ崎市富士見町13380467・ 85・ 5316

□9～ 18半 困Э 豆腐、アゲ、ガンモ、調味料、卵
東京健康 〒228神 奈川県座間市相模ガ丘2312710580427・ 44

・3080圃 9～ 17困Э午後① 珊瑚草、豊饒、梅瞥番、黒焼製品、通販
中華精進料理・黒籠 〒227横浜市緑区美しが丘2161(2階 )●045
・901・ 0078固皿～10半 医憮 自然食でのパーティ各種出張料理

く中 部〉
丸の内薬局① 〒930富山県富山市丸の内21180764・ 240891

固9～ 19困① 漢方相談、健康相談
正食の店和や0 〒93011富 L力 県富山市中川原1780764・ 251448

固9～ 20困無 台所食品、本、圧力鍋等
福井健康学口● 〒910福井県福井市照手卜112●077621・ 38H

ヨガ 正食の健康道場、自然食品センター(市内)

マルカワみそい 〒915福 井県武生市杉崎町114480778・ 27・ 2111

固8～ 18困無 天塩仕込み味晴・糀販売賃加工、味噌作りの指導
新津自然食品センターQ 〒956新潟県新津市本町392● 0250・

24・ 5810固9半 ～19因Э祝 有機農産物、食養相談、料理教室
楊明堂● 〒95921新潟県1ヒ蒲原郡水原町下条田T1558250・ 62・

7433□ 8半 ～19困①祝 酉己達毎週火曜、食養料理教室
マルナカ薬局① 〒403山梨県富士吉田市下吉田2518055522・ 02

00曰9～ 21困 2・ 4① 漢方薬、健康相談、リスプラン化粧品、食品
京都院o 〒400山 梨県甲府市丸の内2221280552・ 26・ 0008圏

9～ 20因①祝 鎌灸、漢方薬、正食品による綜合治療
なんしんケンコーフーズ① 〒391長野県茅野市塚原21328802

66・ 72・ 0073 ERI111～ 18因①祝 食品、健康電子製水機、風呂用活性板
テイーハウス ぷてろん 〒38901長 野県北佐久郡軽井沢町追分10

74802674・ 5・ 7525□9～ 21半 困Э 薬草茶 、食′〔料理
`I究

会
自然食品センター川合① 〒414静岡県伊東市南町116●0557・

36・ 7306曰 10半 ～18困④ 糸屯正食品、無農薬,子 菜、CI図書、ヨガ
熱海断食道場■, 〒413静岡県熱海市伊豆山字吾妻10621●0557・

80・ 2101半 L「 食合宿セミナー

沖道インターナショナルo 〒411静岡県二島市沢地777180559
・87・ 5290圏9～ 19糸屯正食品、自然便秘薬、心身鍛錬改造ヨガ合宿

富士グリーン健康センターo 〒418静 岡県富士宮市宮町5288
0544・ 24・ 0556曰 10～ 18因Э祝 料理教室(毎 月第l① )食品、野菜

自然食品「生きる」心と体の健康のためにO 〒410静岡県熱海市中
央町1927●0557・ 83・ 5490固 10～ 17困Э 健康食品、健康指導、灸

命然会健康文化センター 〒453愛知県名古屋市中村区則武1193
8052・ 451・ 4195E郵～20困無 正食普及、料理教室、

0′卜島商店 〒457愛知県名古屋市南区呼続元町1618052・ 821・

8746日～19因Э 無農薬玄米、玄米餅製造、純正普油、味晴
愛知陰陽会 (長生堂)① 〒485愛知県小牧市大字寺浦294380568
・76・ 2731曰9～ 19困①祝 食養講演会、リマ・クンキングスクール

大岩自然食品① 〒47033愛知県知多郡南知多町内海中之郷738
0569・ 62・ 0342固 9～ 18半 困① 食品全般、化粧品、健康相談

自然食の店カジコー 〒460愛知県名古屋市中区錦 3324第 2桜 ビル

1「 8052・ 9627321圃 11～ 21困① 自然食品、レストラン
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■この欄に掲載を希望の方は、別ベージの入会申込書 (法人会員)に記入して、お申し込みください。 3行以上になる場合は、 1行につき

北海道健康学苑lal〒 07802旭川市永山町11526● 0166・ 48・ 4107

固8～ 20因Э 食養相談、足心道指導、食品、書籍

自然食品とヨガの店サンケン 〒077Jヒ海道留萌市本町 3丁 目たく

ぎん向かい ●01644・ 3・ 0289固9～ 18困Э ヨガ・正食の健康道場

l■lいわさき薬局 〒053北海道苫小牧市大成町2-11080144・ 72・

6811固9～ 20困 1・ 3③ 漢方・食養相談、皮膚病・美容相談

サロン十和田① 〒034青森県十和田市稲生町1034801762・ 2・ 78

40固 10～ 20 因Э 健康相談、月例の集い、食品、有精卵
マナ自然食① 〒02001岩手県盛岡市高松1153180196・ 62・ 62

05 固 8～ 19 医0料理講習 (第 3水ヽ食品、野菜雑穀、図書、配達

盛岡マクロビオティックセンター い一は。と一ぶ① 〒02001岩手

県盛岡市上田堤1512●0196・ 61・ 3024固9～ 20困 1・ 30糸屯正食品

こうげん堂 〒980仙台市大町2617● 022・ 265・ 4465 固口0～ 19

困月末O食品、無農薬野菜、自然食レストランプラトー●265・ 8353

みちのく自然食品センター① 〒980宮城県仙台市中央310-7●
022・ 262・ 7677固 9～ 19困① 食事処「友苑」8266・ 4095料理講習

秋田自然食品センター① 〒010秋田市保戸野鉄砲町15180188
・23・ 2921固 10～ 18因Э祝 料理教室、健康講演会、食品販売、野菜

会津屋純正食品流通センター① 〒966福島県喜多方市字諏訪156

180241・ 22・ 4193E郵 半～19困無 食品、CI図書、発送、食養相言炎
バス① 福島県いわき市 ●0246・ 88・ 2335 マクロ教材、イベント、

企画製作、月刊rパ スニュ_ス J発行 因Э 自由人のネットワーク

サンマート咲田店ホシo 〒963福 島県郡山市咲田21880249・ 32

・4404□ 9～ 23医無 糸屯正食品、CIメl書 、食養相談

5,0∞円増 しになります。

■名称、郵便番号、住所、電話番号の順で、固は営業時間 (8～18は 、午前 8時から午後 6時のこと。19時半は午後 7時 30分のこと。)、 困

は定休日 (αま毎日曜定休、3Qま第 3水曜定休、祝は祝日休み、無は年中無体 )、次は主な商品、催しものの紹介です。 (O印はオーサワ

ジャパン商品取扱店です。)

く北海道 。東北〉 ヘルスショップ浅野① 〒336埼玉県浦和市常盤910-480488・ 31

・0647E19半 ～20困無(臨時休業)食品、無農薬野菜、書籍、化粧品

自然食生協全国センター① 〒336埼玉県浦和市三室135911804
88・ 74・ 2691剛～18因Э 食品野菜果物、料理教室、ゲルマ温浴

小川自然食品店① 〒362埼玉県上尾市上町2725 80487・ 74・ 85

04 固10～ 19 困Э 純正食品、有機農産物、浄血指導、料理教室
太陽堂① 〒343埼 玉県越谷市大沢410580489・ 62・ 3479固9～

20因0糸屯正食品、野菜、自然化粧品、書籍、料理教室

大成自然食センター① 〒330埼玉県大宮市南中野306180486
・84・ 4466日～20因Э 無農薬野菜、豆腐、パン、海産物、配達

大橋自然食① 〒350埼 玉県川越市霞ケ関北42217● 049232・ 94

45固9～ 19困① 無農薬野菜、食品、図書、化粧品

カムカムサン① 〒260千葉市緑町128280472・ 47・ 1737固10～

19困① 無農薬野菜、図書、健康相談、食事指導、配達、各地発送

市川平和堂① 〒272千葉県市川市真間31112● 0473・ 22・ 0810

固10～ 19因Э 食品、無農薬野菜、料理講習、勉強会、配達

自然食品の店たんぼぽ① 〒277千葉県柏市泉町657 ●047167
・1997固 9～ 19困無 食品、無農薬野菜、食養・美容相談、各地発送

La Vie de 清蓮① 〒273千葉県船橋市`馬 込町72580474・ 39・ 74

93固10～ 16困①祝 食品、無農薬野菜、書籍、配達、料理教室

人間神宮社聖中心道場 高島龍王 〒299-55千葉県安房郡天津小

湊町天津3622804709・ 4・ 2716月巴田強健術、古神道鎮魂修霊、大自

然 (海 と森)瞑想の実践と講義、長期宿泊可
自然食品の店たんぼ

`Fo 
〒272市 川市南大野1191280473・ 37

・5732□ 10半 ～18因Э祝 無農薬有機野菜、書籍、食養相談

麦。」AC南浦和店① 〒 336埼 玉県浦和市神明110180488・
66・ 6101 口Ю～19 EA」第 3① 無農薬・旬の野菜果物、無添加食品

く群馬・栃木〉

群馬マクロビオティックセンターM AttN A①  〒370群 ,馬 県高崎市

和田町71380273・ 22・ 5484固 10～ 20困Э 図書、食品、料理教座

高崎自然食品センター① 〒370群 馬県高崎市新町6380273・ 25・

2605固10～ 19因Э 図書、食品、正食・空手・ヨガ講習会、健康指導

鈴木述子 (群馬県安全晨法研究会)① 〒370-12群 馬県高崎市山名

町乙61180273・ 46・ 4921自 然農法農産物、純正食品

須藤商店① 〒376群 ,馬 県桐生市東久方町262180277・ 44・ 5733

邸 ～20困③ 食品、有機野菜、自然酒、自然化粧品、純正食品

晴雨農場① 〒34913栃木県下都賀郡藤岡町大前175180282・ 62

・2635自 給自足的基盤に立っての衣食住の追求と実践

食養健康センター① 〒320栃本県宇都宮市一番町2480286・ 36

・2415固 10～ 18因Э 純正食品、リマ化粧品、森下食品、CI書籍

天然医学研究所 〒320栃 木県宇都宮市松原2420(野沢幸弘)●
0286・ 25・ 0544固 9～ 18因Э 正食健康相談、正食医学健康法講習

く東京区部〉

く埼玉・千葉〉
自然健康食品三好屋 〒336埼玉県浦和市北浦和1-19-480488・ 86

・7234剛 ～20困④ 食品、書籍、器具、美容・健康相談、配達、発送

ほんものや① 〒34901埼玉県蓮田市江ケ崎西1490-6● 0487・ 68

・5423E19～ 17困①祝 手打うどん。そば・手作り純正食品製造販売

オーサワジャバン東北沢店① 〒151渋谷区大山町115(1階 )803
・465・ 5021固 10半～18半 困④祝 日本CI協会食品事業部

オーサワジャバン配送センター① 〒173板橋区小茂根54(一般注

文先)●03・ 958・ 7112固9～ 17因Э祝 日本CI協会事業部、配送

脚長寿村① 〒150渋谷区神山町420●
“

・465・ 8151固 10～ 19困

①祝 料理教室、配達、発送、無農薬野菜、化粧品

自然食品センター本店0〒 150渋谷区神南1106●03・ 496・ 7103

営業所・横浜市緑区美しが丘513188C145・ 901・ 5111固平日10～

19①・祝日10～ 18食 品全般。図書、小売・卸、レストラン「天味」併設

不二自然食品① 〒106港区麻布十番2213803451・ 8966郵便振

替 東京 018943圏9半～19因Э 野菜、海産物、食養相談

lalフ ァーベル 〒153日 黒LX三 日281 803・ 793・ 1371E10～ 20

因①① 遠赤外線セラミンク、健康器機製造販売、広告企画製作

解脱会事業部① 〒160新 宿区荒木町4解脱会東京道場横 803・

357・ 1161～ 4健康自然食品、化粧品、図書、販売他
インナークリニックcLl 〒161新 宿区下落合31520大和田ビル901

●03・ 950・ 5219圏 10～ 19 困OЭ祝 ′心身改造ドック、純正食品

サンゴ草本舗い 〒160新宿区西新宿853ス トーク新宿小岩井ビル

603803366・ 2921固9～ 17困 C親 サンゴ草、梅瞥番、豊寿、陽泉

自然食品の店たんぼぼo 〒162新宿区富久町246● 03・ 353・ 4545

圏10～ 19困① 農場直販有機野菜、リマ化粧品、健康食品他

健康自然食品の店みき① 〒154世田谷区世田谷22823803・ 427

・0665固 10～ 19困③ 健康美容センター、野菜、海産物、化粧品

れんげや① 〒157世 田谷区南鳥山5114803・ 326・ 5085固 10～

19女性3人 の八百屋と玄米レストラン、無農薬野菜、乾物
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自然食ニュースの ミネラル栄養療法基礎講座開講 !

今、話題の ミネラル栄養療法の真髄をあなたも  0基 礎講座内容

学んでみませんか。小グループ単位でのためにな   63/1月 10日 lB},13 FI因 リューマチ、関節炎
るミニ講座です。                  2,1711{Bl,10「 1因 ガン
0基礎講座期間 昭和63年 1月 ～12月          3り 1611い ),911因 ′とヽ筋梗塞
●開 講 日 時 毎月第 1日 曜 日(pml:00～ 2:30)   4り 13日 い},13日 因 脳溢血

毎月第 2水曜 日(pm7:00～ 8:30)   5'18‖ (日 ),H日 因 アレルギー
●会    場 自然食ニュース会館         6り 1511{日 ),1511因 ボケ、ノイ ローゼ

(目 黒区日黒397)871)3461    7り 13日 (日 ),13日 因 月巴満、糖尿病
JR目 黒駅西 IJよ り徒歩10分      8り 1711(日 ),1011因 シミ、 ソバカス

同西日よリバス大鳥神社前下車    9り 14日 (日 ),14日 因 慢性疲労、生理時の苦痛
●講    師 仙石紘二 (自 然食ニュース主幹)   10月 2日 い),12[1因 ス トレス
●受  講  料  1回 (1講座 ) 1,000円       H月 6日 18),9[1因 消化吸収不全
0申 込 受 付 先着順〆切             12月 4日 lB),14目 因 まとめの総論・

バイオ ミネラル研究会               受講修了証授与
8031719)4876

健康 と幸福への道 マクロどオティック食品

弊社は創業以来40年、自然食の原点、マクロビオティック食品の開発、販売、普及を続けています。

職  種 ①倉庫及びメール担当他 (男子)

21簡単なオフコン入力・事務 (女子 )

資  格 高卒以上 18歳 ～ 26歳 。玄米食を

実践中の健康な方の

但 し 1は 要免許。

給  与 13万円以上～ (当 社規定による。)

勤務時間  9:00ヽ 17:00

遇 昇給年 1回 、賞与年 2回 、社保完、交

通費全額支給、退職金制度有、マクロ

ビオティック食品による給食制度有。

日 日曜、祝日、隔週土曜日、年末年始、

夏季休暇、有休。

募 電話連絡の上、履歴書、持参下さい。

通 地下鉄有楽町線小竹向原駅下車歩15分

西武池袋線   江古田駅下車歩20分

待

休

応

交

■

編

集

後

記

■

●
昨
年
１２
月
１
日
号
の

『女
性
自
身
」
に
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ラ
１
５
ベ
ー
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「
マ
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ル

・
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ソ
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、
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行
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い
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ダ
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ッ
ト
法
　
こ
れ
が
う
わ
さ
の
マ
ク
ロ
バ
イ
オ
テ

ィ
ッ
ク
」
と
い
う
記
事
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た
。

「
マ
ド
ン
ナ
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し
な
や
か
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曲
線
美
、

マ
イ
ケ
ル
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ぜ

い
肉

ひ
と
つ
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い
体
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こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。
つ
い
に

本
誌
は
そ
の
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密
を
キ
ャ
ッ
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し
た
。
体
に
な
じ
む
も
の
だ

け
を
食
べ
て
、
内
側
か
ら
き
れ

い
に
す
る
低
カ
ロ
リ
ー
食
事

法

″
マ
ク
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ッ
ク
″
が
そ
れ
で
あ
る
」

「
ジ
ョ

ン

・
レ
ノ
ン
も
、
ス
テ
ィ
ビ
ー

・
ワ
ン
ダ
ー
も
」
と
し
て
、

自
由
が
丘
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ボ
ス
ト
ン
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「
オ
ー
プ
ン
セ
サ
ミ
」
レ
ス
ト
ラ

ン
の
メ
ニ
ュ
ー
が
披
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さ
れ
た
。

ｅ
そ
れ
が
町
田
市
の
新
聞
に
は
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知

っ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
新
語
」
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一
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に
登
場
し
、
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ダ
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』
１

月
１７
日
に
は

「
サ
ラ
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ー
マ
ン
の
ダ
イ

エ
ッ
ト
作
戦
」
と
し

て

「玄
米
菜
食
で
体
質
改
善
、
半
年
で
１３
キ
ロ
減
」
と
、
三

井
不
動
産
の
新
井
さ
ん
が
大
森
英
桜
先
生
の
指
導
で
食
事
改

善
を
し
た
と
い
う
記
事
が
出
た
。

●
今
年
は
も

っ
と
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（橋
本
政
憲
）

①
一

日本C!協会事業部

オーサヮジャバン株式
〒173東 京都板橋区小茂根 5-4
奮 (03)958-7112 FAX 958-7362

新
し
き
世
界
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六
〇
九
号

◎
　
一
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八
八
年
二
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発
行
日
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六
十
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集
兼
発
行
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憲
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行
所

　

日

本

Ｃ

Ｉ
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会

〒

一
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一
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京
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谷
区
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山
町

一
一
―
五

電
話

振
替

東 0

京 3

７
６

３

１
（
代

）

０
／
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日本 CI協会は “無限の自由、永遠の幸福、絶

対の正義"をだれでもが実現できる法を唱えて世

界を駆けめぐった 、自由人・桜沢如― (海外での
ベンネーム、ジ∃ルジュ =オーサヮ、1893～ 1966)

が創設したマクロピオティック (玄米正食 )運動
のセンターで、cl(セ ンター・イグ ノラムス)

とは「無知なる者の集 まり」を意味し、健康と自

由の原理を身につけていこうという非営利の団体

です。

現在の活動は、

①桜沢如―著書の刊行、月刊『新しき世界へJの
発行。マクロピオティック図書の出版。
②食養料理法の全国普及 (リ マ・クッキングアカ
デミー、桜沢里真校長 )

③正食生活法の研究・実践――夏・冬の健康学園

く月刊『新しき世界へ』

年間購読料 5,000円

(大人・子供 )、 正食医学講座 、PUセ ミナー 、講

演会の開催。

④食養・正食相談
⑤ 日本 CI協会食品事業部門の振興 (マ クロピオ

テ ィックフーズを作るオーサワジャバン株式会社 )

会員の種別は 、A正会員 (年会費 12000円 )、 B
費助会員 (12000円 を 2□以上 )、 C誌友会員 (5000

円 )、 D店舗・ 団体 (30000円 )があ り、これから宇

宙の秩序にもとづ く生活法 、食養料理法 、食べ物

による健康法を学びたい方は 、まず誌友にな って

行事に参加するといいでしょう。また月刊 『新し

き世界へ」誌を贈塁することもできます (誌友で

申込み )、 日本 CI協 会 をささえていこうという方

は賛助会員か正会員にな って下さい。会員は家族

パ スです。

種 別 年 会 費 徴特

A 正 会 員 12,000F3
月刊機関誌 (年間11回発行)1部送呈。会員証、会員パッジ。各種行事割引。料理教室、正食医学講
座、食養相談 、無農薬玄米配布のカムカムクラブ入会可。「食物療法の道じるべ」(非売品進呈 )、 継続
毎に、2500円分の日本Ci協会発行の図書テープ券進呈。

B 費助会員
12,000円を
2□以上

月刊機関誌毎号 28B送呈。その他は正会員に同じ。継続毎に、4500円 分の日本CI協会発行の図書券
進呈。

C 誌  友 5,000F9
月刊機関誌 (年間11回発行)1部送呈。料理教室、正食医学講座、無農薬玄米配布のカムカムクラフ
入会可。

D 法  人 30,000F9
④に同じ、本誌巻末に毎号、店名・住所 電話・営業時間 。その他を広告。
「新しき世界へ」 58B配 布 日本CI友の店シール配布

●下記の用紙に記入し、会費を添えて〒151東京都渋谷区大山町11-5日本CI協会会員係にご送付ください。振替東京0-194125

・ 新 規 |  |
・ 継 続 |  |

□ 年 □

A.正 会 員

(12,000円 )

財団 日本 C
月号から[正三コ年間分

B.賛助会員
(12,000円 を  □)

:協 会 入

C.誌   友

(5,000円 )

会 申 込 書 (楷書で書いてください。)

(会員別の符号を○でかこんでください。)

D、 法 人(店舗 )

(30,000円  2分害」可 )

フリガナ

氏  名

業

女

職

男 生年月日: 年 月

)

日生

住 (〒         ) (°
°号室XOO様方)と詳しく。

所 TEL

*未婚 、既婚 (家族    名 ) )贈呈者の住所・氏名 (
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プ

生
命
と
食
物
の
歴
史

　

∞
分
×
２
本

二
、六
８
円
　
一〓
一日

食
物
の
陰
陽
　
　
　
　
６０
分
×
２
本

二
、杏
〇
円
　

〓̈
一日

宇
宙
の
秩
序
解
説

　

　

６０
分
ズ
２
本

二
、さ
〇
円
　
一Ｉ
一日

子
供
の
病
気
と
食
養

　

∞
分
×
２
本

四
、七
８
円
　
一〓
一日

眼
病
の
治
し
方

　
　
　
∞
分
×
２
本

〓一、
０
８
円
　
一〓
亘
〕

食
物
と
夢
判
断

　
　
　

∞
分
×
２
本

二
、
六
８
円
　

〓̈
一日

ｏ
日
本
Ｃ
‥
協
会
の
出
版
物
は
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
友
の
店

（本
誌

巻
末
参
照
）
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

ｏ
本
部
へ
の
注
文
は
、
Ｃ
現
金
書
留
、
ま
た
は
Ｚ
振
替
東
京
？
冗

里
量
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
へ
、
代
金
と
送
料
と
注
文
品
を
明
示
し
て
送

金
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｃ
の
場
合
は
１０
日
、
　
２
ンの
場
合
は
、
２
週

間
み
て
く
だ
さ
い
。

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

〒
‐５‐
　
東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

一
一
―
五

電
話

　

（〇
三
）
四
六
九

・
七
六
三

一
Ｑ

一、
三
〇
〇
【間
　
一Ｔ
一三
ｏ

一、
〇
〇
〇
〔門
　
一Ｔ
一６
０

七
三
〇
口
Ｈ
　
一Ｔ
一あ
〇

二
、三
８
円
　
一〓
一吾

二
、
０
８
円
　
一〓
一８

三
、
三
８
円
　
一〓
一８

一一、三
〇
〇
【間
　
一Ｔ
一一〇
〇

＊
千
二
百
年
前
の

一
自
由
人

＊
兵
法
七
書
の
新
研
究

＊
不
思
議
な
世
界

＊
う
さ
ぎ
の
ビ
ピ

＊
ウ
ナ
ギ
の
無
双
原
理

＊

Ｐ

Ｕ

歌

集

＊
人
間
の
秩
序

一、一一面
Ｏ
ｍ間
　
一Ｔ
一三
〇

一一、
〇
〇
〇
【間
　
一Ｔ
二五
〇

八
８
円
　
一〓
一８

八
８
円
　
一〓
一８

〈
８
円
　
一〓
一８

三
８
円
　
一〓
一８

一、
二８
円
　
一〓
一８

■
２
冊
以
上
の
場
合
の
送
料
は
、
定
価
合
計
が

三
千
円
未
満
　
一三
百
円

六
千
円
未
満
　
四
百
円

一
万
円
未
満
　
五
百
円

一
万
円
以
上
　
エハ
百
円



玄米 と野菜 と海草のもつ素材 を最大限にひ き出 し、

砂糖・化学調味料 はいつさい用 いません。
■ ■ ■     ■ ■ |   | |■      |          ‐■ ■ |   |■ |■■ ‐  ‐■ ■ ■ |   |■ ■      ■

(日 時 )昭和 63年 2月 2011(い ～ 21回 (日)1,白 2:1

(主壁二 会場 )日 本 CI協 会 (イ ンターマ ンク)本 部

〒 151 東 京 rilS渋 谷区人ll押∫11-5 8(03)469-7631
初級、中級 =^緒 に勉強 します。 31n3で初級修 了、 それ以後 4回 の受講で中

級 を修 J´ しま す。

(講師)桜 沢里 真 、吉成知江 子

∈再⊃ 所定 の コースを修 fさ れた 方には希セ に よ リリマ・ クッキ ングアカ

デ ミーの初級 、 中級修 了証 を授 与 します。

(受 講料)外 泊 =14,000円 、宿 泊 =15,500円 、 部 分 参加 =1講 習 3,500円

(中 込方法 )申 込 書に記入 し、受 講料 を添 えて現 金 書留 で送 るか直接持 参。

日本CI協 会 の正 会員 (年 12,000円 )ま たは誌 友 (年 5,000H)に な ることが必要。

(締 L」lり )2月 16H吹 )

σ 扉 死 ⊃ 締 L/」 日までの取 消 しは手数料 2,000「 11を 引いて返 還 。 それ以降 は会

の運営上、 半額 返還。

い 筆 記 用具、寝 巻、 エ プロ ン、頭 にかぶ るもの、容 器 、雑 巾

リ
マ

・
ク
ッ
キ
ン
グ
ア
カ
デ
『『ヽ
１
集
中
講
座

（この回だけの受講も
でき三

養
料
理
講

2月 20日 土|

13:00^-13:30

13:30-216:30

16i30～ 18:00

18:00～ 20:30

2月 21日 1日 |

6:00～ 7:00

7:00～ 10:00

10:30～ 41:30

12:00～ 15:00

11}玄米御飯人参入り

|:葛【」うえき
毘布巻き

ベロシキ ■■||

31 玄米御飯大三入り

1霜 賞な機鷹

長芋チツプスー■

・21ヽ
撃 ||

1 蓮根熟付け

|‐菫3驚

l督鐸群響
入
:

|1海草なます.

1爆轟1各itl 
‐
|

28
衛
級級
V

受付

料理実習 1 桜沢 里真

自由時間

料理実習 2 吉成知江子

起床、清掃

料理実習 3

質疑応答

料理実習 4

体操 、歌

吉成知江子

桜沢 里真

書込申28座講理料養食

l CI会 館に宿泊=15.500円   2 外泊します=14000円  3 部分参加  料理一、 1、 二、PЧ (各 35X)1,

男

・
女

歳

　

月

未婚

既婚

lr ttll(ご )友族)● 1 番
'}誌友にう家族,です  番号

ブ、会中しj△ みまうぃ

氏 名

力||

(〒 ,

イ主戸斤 都迫
府県

自宅 ||「 外局番

電話 (   1
職  業

勤務先

勤務先 市外た↓番

電 :(1(   ,

月 II
日本 CI協 会 御 中

円 を添 えて申込みます
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春のり7クツキング・アカデミー

■初  級

1/20  七車がゆ、ごま塩、白菜巻きゴマミソだれ、クッキース

1/27  小豆入り玄米御飯、ねぎ味嘔、味喀汁、ひじき蓮根

2/3  大豆入り玄米御飯、金平ごぼう、ふろふき大根 、′」ヽ豆かぽちゃ

2/10  おめでとう、大根と油揚げ煮付け、けんちん汁、田舎まんじゅう

2/17  人参ソポロ玄米御飯、のり佃煮 、玄米クリーム、うどんグラタン

2/24  玄米のり巻き、南瓜フリッター、サラセン焼き、小松菜ゴマ和え

3/2  玄米焼きむすび、玉ねぎ油炒め、野菜シチュー、よもぎ□―ル

3/9  玄米いなり、白菜巻き、フキ煮付け、バンオサワ

3/16  三色おはぎ、しくれ味噌、キヤラブキ、マフィン

3/23  あげ御飯、テッカ0/t噌 、手打ち煮込みうどん、草餅だんご

3/30  フキ入り玄米御飯、ささがきゴボウ煮付け、金山寺味噌、豆腐あん /」
Nけ

■中・上級、師範科

1/19  むざとろ、焼きコーフー、サン ドイッチ、コーフーの作り方

1/26  玄米御飯大根入り、にら雑炊、ひじき蓮根、がんもどき煮もの

2/2  いなり巻きと細のり巻き、揚げ豆腐、大利芋磯巻き、よもぎ細カリン トー

2/9  かやく御飯、茶碗蒸し、コーフー串カツ、半月みかさ山

2/16  菜飯、□―ルキャベツ、野菜かき揚げ、草なると

2/23  五目ちらし、鯉こく、菜の花からし和え、春巻き

3/1  玄米御飯黒豆入り、シュ=マイ、マーボー豆腐、そばまんじゅう

3/8  玄米御飯、ポルシチ、コーフークロケット、こんにゃくと人参の煮合せ

3/15  玄米ピローグ、焼きビーフン、サラセンポタージュ、蒸しタル トポチロン

3/22  玄米御飯人参入り、薩摩汁、べ二工・ド・ポンム、アンリュメット

3/29  玄米御飯たけのこ入り、クルミ豆腐、蓮根煮付け、コーフーだんご高とじ、海草なます

(こ の献立の一部は変更になることがあります)

-5-



健 康 と幸福 と美 を創 るマクロ ビオティックの料理教室

脚熙 =轟轟轟£温蘊磁源糠赫脚
昭和63年度春期 (%0%～%)募集。ノ

玄米 を は じめ各種 の 穀 物 や野菜 、海 草 な どの持 つ て い る素朴 な

味 を最 大 限 にひ き出 し、肉体 と精 神 の養 い とす るお料 理 を指 導

い た します 。天然 醸 造 の味嗜 、書 油 、 自然塩 、繊 正 の ゴマ 、菜

種 の油 な どで調味 し、砂 糖 や化 学 調 味 料 はいつ さい用 い ません。

●初級コース/マ クロビオティック料理の基礎 (基本食、食箋料理など)昭 和63年 1月 20日 開講
●中上級師範コース/桜沢流普茶、懐石料理。フランス、インドなど世界各国の民族風自然食料理。

美容食、治療食 を含む応用コース         昭和63年 1月 19日 開講

●校長/桜沢里真 (日 本CI協会会長)_____
●定員/各 クラス40名

(年齢・性別に制限ありません)

●特典/規定の回数出席 し、試作会 に

出品された方に免状 を授与いた しま

す。

●いったん納入 された受講料はお返 し

で きませんので、ご了承 ください。
● 由 ユ 及 /由 次 日ヨ鮮 l「 言Pス 1  平 勢 まミL

時

　

　

間

　

　

割

コース 曜 日 クラス 時  間 講 師 授  業  日

皿
蘭
・ス

中

ｌ

コ

火

A 11:00～ 14:00 桜沢里真
1月 2月 3月 4月

２

９

１６

２３

１

８

１５

２２

２９

B 18:00～ 20:30 吉成知江子

初 級

コーズ
水

C 11:00～ 14:00 浮津宏子 ３

１０

‐７

２４

２

９

１６

２３

３。
D 18:00～ 20:30 桜沢里真

を添えて、下記へ。

●持参品/筆記用具、エプロン、スカ

ーフ (手拭い)

●日本C:協会の会員 (正会員、年 1

受

講

料

入 学 金 一括納入 納分 単一授講

¥3,000

(入学時のみ)

ABCD

クラス

¥22,000

日本CI協会の会員(正会員、誌友な

ど)で、入学金を納めた方は、月ぎめ

の分納(一回分2,000円 )ができます。

1回

¥ 2.500

石鼻轟 1車ξ軍両1:■二。  日
'ド

C I協:1針  クッキングアカデミー係
〒151東京都渋谷区大山町11-5 ● 03(469)7631

-一一――― 一 ――――           ―一――   キ リ ト リ 線 ―    ――            ―    ― ―

(リ マ 0ク ッキィ アタデミ
=甲

和
“
年度春型 宝盗⇒

新   規 1継 続/前回のコース名 (   ) 希望 クラス A・ BoC・ DI※ OFpをつけてください

ふりがな
男

・
女

( )歳

日

生

月年
明
大
昭

未婚

既婚|:阜]il][|:iません|!III18:肇じました氏

名

ふりがな

(〒

住 所
)

都道
府県

自宅 市外局番

電話 (   )
職 業

勤務先

勤務先 市外局番

電 話 (   )

円を添 えて申込みます。

日本CI協会御中 月年 日

(備考)
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0正食編11/22,23

1.無双原理解説

2.人間の成 りたち

3.穀物(主食)の陰陽、効用

4.野菜、海草 (EIJ食 )の陰陽、効用

5.調味料、加工品の陰陽、効用

6.食ぺ方、宿便 と反応

②基礎編 112/12,13

1.動物牲食品、果物、飲料の陰陽 、
2.体質、年齢、性、労働、環境別食養法

3.教急手当法の用い方

4.食物療法食用品の作 り方、用い方

5.消化の生理と造血、物質転換

6.食の段階と病気の七段階

0基礎編I,882/6レ 7

1.人体発生学と臓腑の陰腸

2.五行説と気と経″

3.望診法(人相、手相)

4.望診法(体、性格、便尿、その他)

5.自律神経とバイオ リズム、心療法

6.症状にみる陰陽判断の仕方

0各諭編 13/5,6

各種病気の原因、症秋 と療法

1.呼吸器 (気管支、肺 )

2.循環器 (心臓、血管)

3.消化器 (食道、日)

4.消化器(十二指腸か られF,)

5.IF、 IE、 膵、膳臓

6.泌尿器(腎、膀洸 )

0各諭編14/2,3
各種病気の原因、症状 と療法

1.生殖器

2.脳 と神経

3.目

4.耳、鼻、歯、日、の ど

う.骨、rJ節、外傷

6.皮膚、血液

0各諭編5/3レ 4

各種病気の原因、症状 と療法

1.内分泌、アレルギー

2.こ ころの病気

3子供の病気、老化

4.ガン(口、子富、フι)

5.ガン(白血病、肺、その他 )

6.寄生虫、食中毒、感染症

健
康

―
―

こ
ん
な

大
切
な
も

の
は
あ
り

ま

せ
ん
。

誰
も

が
、
健

康

な

に
と
身

体
を
も

ち
、

や
り

た

い
こ
と
を
思

う
存

分

で
き

る

人
生

を
願

っ
て

い
ま
す
。

健

康

と

い

っ
て
も

そ

れ
は
た
だ
病
気

で
な

い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

真

の
健

康
、
真

の
幸

福

と
は
何

か
―
―

何

が

人
を
健

康

に
し
、

病

気

に
す

る

の
か
―
―

ど

う
す

れ
ば
健

康

で
考

稲
に
な

れ
る

の
か
―

健

康

と
生
命

の
原
点

を
探
り
、

も

っ
と
も
基
本
的

な
食

を
考

え
、

実
践
す

る

の
が
正
食

で
す
。

他

に
た
よ

ら
ず

、　

一
人

一
人
が
自

ら

の
力

で
自

分

の
健

康

と
幸

福

を
確

立
す

る
具

体
的

な
方

法

を

こ

の
講
座

で
学

び

ま
し

ょ
う
。

玄

米
工
食

料

理
を
お

い
し
く

カ

ミ
な

が
ら
、

健

康

と
自
由

・
平

和

の
原

理
を
学

ぶ
、　

一
泊

二
日

の
研
修

で
す
。

第 瑚

食物による健康法

家庭医学百科

新しιl印 常識をつ<る

-3-
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会場
交通

正食医学
講座④

日時 3月 5日 l■l～ 6日 lE)

日本C:協会2F
′]ヽ 田急線東北沢駅下車徒歩 2分

宿  泊 19′ 500円

外  泊 18′ 000円

部分参加 3′ 300円

講師 大森英桜
正食医学 と宇宙の秩序研究30余年

豊富な治病 。健康指導の体験にもとづ く実証的

な講義です。
1:30～3:30 講義6

主催○日本CI協会 〒151東京都渋谷区大山町11-5803・ 469。 7631

持参品○食器―茶わん、汁わん、中皿、はし、布巾、雑巾、学習用具
申込方法○申込書に記入し、研修費を添えて日本CI協会あて現金書留で送るか直接持参する。
日本CI協会の正会員 (年 。12,000円 )ま たは誌友 (年・5,000円 )になることが必要です。
締切り03月 1日 lle

取消し03月 1日までの取消しは手数料2,000円をひいて返還します。それ以後の場合は会の運

営上、半額返還となります。
>食事は日本CI協会の料理書『が調理する玄米正食料理です。
>①～⑥まで受講された方は「正食医学講座修了証」を発行いたします。

④各論編 I

各種病気の原因、症状 と療法
1.呼吸器 (気管支、肺 )

2.循環器 (心臓、血管 )

3.消化器 (食道、胃)

4.消化器 (十二指腸か ら肛門 )

5.肝、胆、膵、牌臓
6.泌尿器 (腎 、膀脱 )

>タ イムテープル

3月 5日 (■ l

42:00～ 4:00 受付
1:00～ 4:30 オリエンテーション
1:30～3:30 講義 4

4:00～ 6:00 講義2
6:00～フ :30 夕食
フ :30～ 9:30 講義3
44:00～    消灯、就寝

3月 6日 (日 )

6:00～ 7:00 起床、清掃、体操、歌
7:00～ 9:00 講義4
9:30～41:30 講義5
41:30～ 1:00 朝食
1:00～ 1:30 写真、次回受付

研修費

第15期 正食医学講座④
①各国参加レ宿泊19,500円 外泊18,000円 ②一括前納>宿泊106,000FEl外泊 98,000円

③部分参加4・ 2・ 3・ 4・ 5・ 6・ >1講義3,300円

男

女

口

■

歳＞

用年

明

大

昭

耕
　
躙

４

２

３

正会員(の教族)です。 番号

誌友(の家族)です。

入会申し込みます。氏名

(〒   ―
道
県

都
府

住 所

自宅 市外局番

電話 (   )
業

先務

職

勤

勤務先 市外局番
電 話 (   )

円を添えて申込みます。

日 本 CI協 会 御 中

今回で全6回を修了する方は、ここにサイン

して下さい。
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至
小
田
原

■毎木曜日は休館です。

(1階の食品店は、本曜と行事のない祝日が定休日 )

日 本 cI協 会
〒151東 京都渋谷区大山町115

●会員でなくても参加歓迎です     ● 03・ 469・ 7631 代)

●録音はご遠慮ください。  小日急線 。東北沢駅下車2分
小田急線

(各駅停車)

■2月 |■|■1111111■|||||||||■ ||■11●11■ ■|■ |

2日 (央 )11:00～ 2:00、 18:00～ 20:30 食養料理

教室リマクツキング・アカデミー中上級師範科

毎週失曜開講中

2:30～ 4:30 家庭の食養手当法 (加藤大季 )「里

芋シップなど」2,500円

i7:00～

'8:00 
食養なんでも相談 (個人相談 、正

会員にな り事前に申込み )(加藤大季)相談料/
5,000円。毎週央・水曜日、この時間

3日 (水 )11:00～ 2:00、 18:00～ 20:30 食養料理

教室リマクッキング・アカデミー初級科 毎週水

曜開講中

14:30～ 16:30 食養こんだん会(司会/加藤大季 )

700円 第 1、 3水躍

18:30～ 20:30 詩吟教室 (伊森神東)(月 4回で

4,000円 。 Po5合 せ/T[し 384-0287 毎週水曜

6日 (土 )13:00～ 7日 (日 )15:30 正食医学講座

3)基礎編 Ⅱ (大森英桜 )詳細は別ページ

9日 (央 )12:00～14:00 育児 。家庭相談 (個人相

談、正会員になり事前申込み)(大森一慧 )相談

料/i万 円

14:30～ 16i30 育児勉強会 (大森―慧)2,000円

10日 (水 )14:30～16:30 母 と子の食養入門講座 ら

(加藤大季 )「陰陽の見極め方、四つの体質」

2,000円  第 2、 4水曜

14日 (日 )13:00～15:30 マクロビオティック月例

会 特別ゲス ト/丸山博先生「日本の公衆衛生と

私の歩み (桜沢先生との関連で )」 (元 ・大阪大学

教授 、元・アーユルヴェーダ研究会会長 、桜沢先

生出版委員長 )

会費/正会員 1,500円 、誌友 一般 2,000円

16:00～ 17:30精進料理試食会シリーズ第 1回

中華料理 (中華四川料理 『黒龍』 (横浜たまプラ

ーザ〉のスタッフが研究した特選メニューの一部

を披露して頂きます)会費/6,000円 (厳密な予約

制。申込みは折込みの男」紙参照 )

18:30～20:30 正宗太極挙教室 (大友映男 )

1,000円 毎月第 2、 4日 曜。

16日 (失 )14:30～ 16:30 家庭の食養手当法 (加藤

大季 )「塩温石、温コンニャク、梅干黒焼き、力

イロなど」 2,500円

17日 (水 )14:30～ 16:30 食養こんだん会 (司会/
加藤大季 )700円

19日 (金 )11:00～ 14:30 健康相談 (個人 、正会員

にな り事前申込み)(大森英桜 )相談料/2万 円

15:00～
'7:00 

正食医学による健康相談講習会

(大森英桜)相談する人/15,000円 、傍聴/正会

員 2,000円 、誌友・一般 2,500円

18:30～20:30 PU食養勉強会 (大森英桜 )

3,000円 (無双原理と正食の問題を縦横に勉強 )

20日 (土 )13:30～ 21日 (日 )15:00 食養料理集中

講座  詳細はB」 ページ

23日 (失 )12:00～ 14:00 育児・家庭相談 (個人相

談 、 9日 の項を参照)(大森一慧 )

14:30～ 16:30 育児勉強会 (大森一慧 )2,000円

24日 (水 )14:30～ 16:30 母と子の食養入門講座 3,

(加藤大季)「年齢に対応した食事、男と女の食

事の違い」2,000円  第 2、 4水曜

27日 (土 )13:00～ 28日 (日 )15:30 正食医学講座

。実技編 1,(大森一慧 )詳細は折込み別紙参照。

28日 (日 )18:30～ 20:30 正宗太極挙敦室

■3月■|‐ |||‐ |‐ | ||‐  ||||■ ●|||■ ■|

1日 (失 )2:30～ 4:30 家庭の食養手当法 (加藤

大季 )「 しょうが油、ゴマ油、塩番茶、リンゴ汁な

ど、すりこむもの」2,500円

2日 (水 )14:30～ 16:30 食養こんだん会 (司会/
加藤大季)700円

5日 (土 )13:00～ 6日 (日 )15:30 正食医学講座

j 別ページ参照

12日 (土 )13三 〇0～16:00味嗜請習会 0」 へ申込み

-1-



■

東
北
沢
店
　
女
子
長
期
パ
ー
ト
募
集
中
″
　
詳
細
は
東
北
沢
店

（阿
部
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

軍卜3,マ
クロ
ポ

〆
V①

蝿

の種です。フライバ ンに油をひき、フタ

をしてまんべんなく炒るだけで簡単に出

来 ます。お r様のおやつにどうぞ。限定品

●ポップコーンの素   1509
山形県矢の沢 ファミリークラ

栽培されたポ ップコーン用と

280円

ブで無農薬

うもろこし

再入荷商品
●紅玉梅千 (袋)3009680→ 720円  人荷済
●  ″ (樽 )1.5k93300→3500円  ″

●一本漬たくあん  2月 中旬に入荷し、

L→M→ Sの順に出

荷します。
″          (L)   360-41011]
″      (M) 340-370円
″         (S)      330111

変 更 商 品
●べったら漬   (L)→ (M)

^本詰 650→600111変更済

●うぐいすきな粉  1009  180→ 200円

秋田産無農薬青大豆を炭火で炒った風味

の良いきな粉です。炭火炒 りに変史次第

定価が変わります。

品 薄 商 品

青梅の不作と漬け上がリム

ラのため人荷量が少なくな

っています。品切れの際は

ご容赦願います。

台風、長雨の被害で収量が

少なく4～ 5ナ |ご ろ品切れに

なりそうです。 また、生産

者の方が黒ゴマを混ぜて種

をまいてしまったため、量

的には 1%以 ドですが黒ゴ

マが混ざっていますのでご

F承願います。

●オーサワひじき

●高 きび (粒 )

″ (粉 )

●梅 漬 け

●松 皮 ゆ ば

●こいくち讐油

3月 入荷。値上げ r/定 。

塩蔵ひじき(3009、 300

円)をおすすめいたし

ます。

不作で入荷しませんで

した。12月 人荷予定。

完売いたしました。あ

りがとうございます。

生産者の都合により、

取り扱いを中止させて

いただきます。

4月 人荷予定。

品切れ商品
●百 生 梅

●国産白ゴマ

時

場

容

日

会

内

込

費

師

申

会

講

手作 り味唱講習会

3ナ 112日 (土)13時～ 16F寺

日本CI協 会3F
麦味噌・豆味噌の仕込み方、作

り方。

2月 26日 (金)ま でに東Jヒ沢店ヘ

1,200Fl

茜醤油 ・立科味噌の酢屋茂商店

のご主人、今り1荘 :Jさ ん。

★★ こうじの申込み ★★

申 し込み  2月 26日 (金)ま でに代金を

添えて東北沢店ヘ

お引取 り  3月 11日 (金 )

3ナ 11211(土 )

※生 ものですので間違いなくお引き取 りを

願います。

こうじ価格 麦こうじ 1袋 (l k9)750円

1ヽこ うじ 1袋 (l k9)850円

■
東
北
沢
店
の
体
業
日
は
毎
週
木
曜
と
行
事
の
な
い
祝
日
で
す
。
土
曜

。
日
曜
は
営
業
。
（営
業
時
間
は
１０
時
半
～
１８
時
半
）



①雛霜飢蛋
●土

が
健
康
な
ら
、ト
マ
ト
も

一回
本
中
に
一

仲
間
が
い
る

そ
ん
な
と
き
、光
食
品
と
知
り
あ
っ
た
。
堆

肥
づ
く
り
や
自
然
農
法
も
参
考
に
な
った
。み
Ｌ

し
て
何
よ
り
も
、
四
国
の
片
田
合
で
ひ
と
り

悩
み
な
が
ら
コ
ツ
コ
ツ
続
け
て
い
た
汁
な
が
ら

の
農
業
を
支
持
し
て
く
れ
る
仲
間
が
い
る
こ

と
、坂
束
さ
ん
の
ト
マ
ト
が
ヶ
チ
ャ
ッ
プ
に
な
っ

て
全
国
の
人
が
そ
れ
を
食
べ
て
く
れ
る
こ
と
、

そ
の
こ
と
が
坂
東
さ
ん
に
と
っ
て
何
よ
り
も

う
れ
し
い
。

い
ま
日
本
の
ケ
チ
ャ
ッ
ア
に
使
わ
れ
る
ト
マ

ト
は
ほ
と
ん
ど
外
国
産
。
と
に
か
く
価
格
は

べ
ら
ぼ
う
に
安
い
。
キ
ロ
当
リ
ト
円
ぐ
ら
い
で

あ
る
。坂
東
さ
ん
の
ト
マ
ト
は
十
三
倍
の
百
三

卜
円
ぐ
ら
い
で
買
い
Ｌ
げ
ら
れ
て
ケ
チ
ャ
ッ
プ

に
な
る
。
ァ
、ん
な
高
い
ケ
チ
ャ
ッ
プ
売
れ
ま
す

の
」
と
ち
．ら
び
り
不
安
気
だ
。

翁
恭
閣
が

育
て
た
ん
で
す

自
然
栽
培
の
ト
マ
ト
づ
く
り
に
は
何
と
い
っ

て
も
■
づ
く
り
が
大
変
で
あ
孔
坂
束
さ
ん
は

花
が
咲
く
前
の
性
を
刈
り
、卜
Ｈ
ほ
ど
乾
か
し

ぼ
じ
め
っか
ら
農
薬
は
イ
ヤ
だ
った
も
ん
で

ね
」と
語
る
坂
東
さ
ん
。無
農
薬
有
機
栽
培
の

ト
マ
ト
を
つ
く
っ
て
い
る
農
家
の
．人
で
あ
る
。

た
だ
農
業
が
イ
ヤ
だ
と
い
ワ
．
心
で
、今
ま
で

は
無
農
薬
で
キ
ャ
ベ
ツ
や
カ
ボ
チ
ャ
、
――
ネ
ギ

な
ど
を
つ
く
っ
て
は
市
場
へ
出
し
て
き
た
。
形

も
悪
く

，
■
汗
叩で
、し
か
も
虫
喰
い
野
菜
な
の

で
あ
ま
り
お
金
に
も
な
ら
ず
、畑
で
腐
ら
せ
る

ほ
う
が
多
か
った
。
近
所
で
も
「坂
東
さ
ん
と

こ
は
雑
卓
う
え
て
る
ん
か
ど
、
「ま
だ
、
ヽヽ
り

ず
に
や
っ
て
る
わ
い
」
と
笑
フ
に
い
た
。

醸

●

●
て
小
さ
く
切
り
、
積
ん
で
お
く
り
）ヽれ
が
女
手

に
は
重
労
働
だ
が
、
さ
ら
に
切
り
か
え
し
、
切

り
か
え
し
し
て
堆
肥
に
な
る
ま
で
二
年
か
か

う
か
。
そ
の
こ
と
を
聞
く
と
、あ
ぎ
や
か
な
答

え
が
返
っ
て
き
た
。
「■
が
健
康
な
ら
、
ト
マ
ト

も
健
康
ご

無
農
薬
有
機
栽
培

2ooe 68On.+ooc 1,2OOn

オーサ

チャジプ

東北沢店
東京都渋合区本山町‖‐5

〒:51 803-465-5021
オーサヮジャバン株式会社

本社
東京都板橋区′卜茂根5…4

〒!73803-958-7112


